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施策の体系 

１．第二期鹿児島市子ども・子育て支援事業計画 
 

① 幼児教育・保育の提供のための基盤整備等 

② 多様な保育サービス等の提供 

③ 質の高い幼児教育・保育の確保 

④ 幼児教育・保育に係る保護者負担の軽減 

 

① 地域における子育て支援サービスの推進 

② 子育て支援のネットワークによる情報発信、支援 

③ 子どもの健全育成 

④ 町内会や校区社会福祉協議会等への支援、連携 

⑤ 民生委員・児童委員との協働 

⑥ 市民団体や事業者等の自主的な活動の促進 

 

① 妊娠・出産に係る正しい知識の普及・啓発 

② 妊産婦・乳幼児に関する切れ目ない保健対策の充実 

③ 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減 

④ 学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の充実と 

健康教育の推進 

⑤ 食育の推進 

⑥ 小児保健医療の推進 

⑦ 小児慢性特定疾病対策の推進 

⑧ 不妊や不育症に悩む方に対する支援の充実 

⑨ 指標及び目標一覧 

 

① 次世代の親の育成 

② 子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備 

③ 学校・家庭・地域の連携・協働による教育力の向上 

④ 有害環境から子どもを守る対策の推進 

 

①  良質な住宅の確保 

②  良好な居住環境の確保 

③  安全な道路交通環境の整備 

④  安心して外出できる環境の整備 

⑤  犯罪等の被害から守るための環境の整備 

 

①  市民や事業主への広報・啓発、情報提供 

②  保育サービス等の提供のための基盤整備 

 

（2）地域における子育て支援 

（3）母性及び乳幼児等の健康 

  の確保及び増進 

（4）子どもの心身の健やかな 

  成長に資する教育環境の整備 

（5）子育てを支援する生活環境 

の整備 

（6）職業生活と家庭生活との 

  両立の推進 

（1）幼児教育・保育の充実 
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①  子どもの交通安全を確保するための活動の推進 

②  子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進 

③  被害に遭った子どもへの支援 

④  子どもの安心安全な生活を確保するための活動の推進 

 

①  きめ細やかな相談の実施 

②  育児不安を抱える家庭への支援 

③  関係機関等との連携 

④  児童虐待防止の意識啓発及び通報先の広報 

⑤  児童虐待対応の体制強化 

 

①  きめ細やかな相談の実施 

②  子育てや生活に関する支援 

③  就業に関する支援 

④  養育費の確保 

⑤  経済的な支援 

 

①  障害の早期の発見及び対応の推進 

②  障害のある乳幼児への保育の推進 

③  障害のある児童生徒への教育の推進 

④  障害のある子どもの生活の支援と社会参加の促進 

⑤  経済的な支援 

 

①  きめ細やかな相談の実施 

②  緊急一時保護の実施及び自立への支援 

③  若年者へのＤＶ予防教育の実施 

 

 

①  各種手当の支給 

②  子どもやひとり親の医療費助成 

③  保育料等の軽減 

④ 学校教育における助成 

 

 

２．リーディングプロジェクト 鹿児島市子どもの未来応援プラン 
 

 

 
 

 

（7）子どもの安全の確保 

（8）児童虐待対策の推進 

（9）ひとり親家庭の自立支援等 

  の推進 

（10）障害のある子どもへの支援 

（11）配偶者等からの暴力に 

対する対策の推進 

（12）子育てに対する経済的支援 

１ 学びの支援 

２ 生活の安定に資するための 

支援 

３ 保護者に対する職業生活の安定と

向上に資するための就労の支援 

４ 経済的支援 
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(1)幼児教育・保育の充実

① 幼児教育・保育の提供のための基盤整備等

保育所等の整備

　待機児童を解消するため、認可保育所の定員増等により、受け皿を確保した。
　定員増数  20人
 
 入所児童の安全確保及び保育環境の改善を図るとともに、子ども・子育て支援事業
計画に定める提供量の維持を目的に、保育所等の耐震化整備及び老朽施設の改築
整備を行った。
　整備数：保育所　3園
　 　　　　  幼保連携型認定こども園　1園

385,871千円

保育所等業務効率化推進
事業

　保育所等におけるICT化を図るための機器購入及び環境整備の導入費用を補助す
る。

　※希望施設に対して実施済みのため予算計上せず。

0千円

保育士宿舎借り上げ支援事
業（私立保育所等補助金）

　保育士の就業継続支援として、保育士の宿舎を借り上げるための費用の一部を補助
することによって、保育士が働きやすい環境を整備し、職場定着及び離職防止を図り、
保育所等の児童受入を安定的に実施した。
　延対象月数　1,087ヶ月

34,392千円

（拡）保育士・保育所支援セ
ンター運営事業

　潜在保育士の再就職支援等を行う保育士・保育所支援センターを設置し、保育士
確保対策の充実を図った。
　マッチング件数：59件　採用決定件数：53件(令和3年4月～令和4年3月)

8,546千円

安全な保育環境充実事業

認可外保育施設において児童が安全に保育を受ける環境を整備する事業を実施し
た。
【事故防止対策巡回支援指導】
認可外保育施設に対し、事前連絡なしの巡回指導を行った。

6,464千円

関係機関等と連携した保育
士確保事業

　さらなる保育士確保を図るため、関係機関等と連携し、保育士等の仕事の魅力の情
報発信を行い、学生の保育所等への就労促進及び高校生の進路選択一つとして、保
育に関する意識啓発を図った。
　また、学生向けに保育士等の仕事の魅力や情報の発信を目的としたイベントの実施
やリーフレット・動画の作成を行った。
　〇保育士WORKS
　　開催日・場所：令和3年8月8日(日)　かごしま市民福祉プラザ
　　参加者：保育士等6人　学生13人
　〇リーフレット・動画作成
　　保育の魅力「まるわかり」HANDBOOK
　　発行日　 ：令和3年7月
　　発行部数：10,000部（リーフレット）※動画は市の公式ＹｏｕＴｕｂｅで公開

2,450千円

施設型給付費（保育士等の
処遇改善）

　特定教育・保育を受ける児童に係る施設型給付費を支出した。
　対象施設：認定こども園５９か所、幼稚園８か所、保育所１１１か所

20,051,852千円
（事業費全体）

（新）保育士等処遇改善補
助事業

保育士・幼稚園教諭等の処遇改善を図るため、令和４年２月から、収入を３％程度引
き上げるための補助を行った。
　対象施設：認定こども園59か所、（施設型給付を受ける）幼稚園8か所、保育所１１１
か所

85,148千円

（新）保育士等奨学金返済
補助事業

― ―

保育士資格取得支援事業
　幼保連携型認定こども園に配置される保育教諭の確保を図るとともに、保育所等に
勤務する保育士資格を有していない人の資格取得を支援するため、市内の認可保育
所・認定こども園に事業の周知を図ったが、対象者がいなかった。

0千円

鹿児島市子ども・子育て支援事業計画における
主な施策の令和３年度実施状況及び令和４年度実施計画
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　待機児童を解消するため、認可保育所の定員増等により、受け皿を確保する。
　定員増予定  260人
 
 入所児童の安全確保及び保育環境の改善を図るとともに、子ども・子育て支援事業計画に定める提
供量の維持を目的に、保育所等の老朽施設の改築整備を行う。
　整備予定：保育所　4園
　　　　　　　　幼保連携型認定こども園　1園

423,601千円 保育幼稚園課

　保育所等におけるICT化を図るための機器購入及び環境整備の導入費用を補助する。

　※希望施設に対して実施済みのため予算計上せず。
0千円 保育幼稚園課

　保育士の就業継続支援として、保育士の宿舎を借り上げるための費用の一部を補助することによっ
て、保育士が働きやすい環境を整備し、職場定着及び離職防止を図り、保育所等の児童受入を安
定的に実施する。
　延対象月数　1,800ヶ月

68,850千円 保育幼稚園課

　潜在保育士の再就職支援等を行う保育士・保育所支援センターを運営するとともに、利便性向上
を図るため設置場所を移転する。
　福祉コミュニティセンター（祇園之洲町）→キャンセビル（中央町）

10,215千円 保育幼稚園課

　認可外保育施設において、児童が安全に保育を受ける環境を整備するもので、事故防止対策巡回
支援事業として認可外保育施設に対し、事前連絡なしの巡回指導を行う。

6,481千円 保育幼稚園課

　さらなる保育士確保を図るため、関係機関等と連携し、保育士等の仕事の魅力の情報発信を行
い、学生の保育所等への就労促進及び高校生の進路選択の一つとして、保育に関する意識啓発を
図る。
　○保育士カフェの実施
　　開催回数：2回（令和4年8月・12月予定）
　〇リーフレット作成
　　発行部数：10,000部

1,748千円 保育幼稚園課

　特定教育・保育を受ける児童に係る施設型給付費を支出する。
　対象施設：認定こども園６０か所、幼稚園９か所、保育所１１０か所

20,630,945千円
（事業費全体）

保育幼稚園課

保育士・幼稚園教諭等の処遇改善を図るため、収入を３％程度引き上げるとともに、国家公務員給
与改定に伴う公定価格の減額に対応するための補助を行う。
　対象施設：認定こども園６０か所、（施設型給付を受ける）幼稚園９か所、保育所１１０か所

329,169千円 保育幼稚園課

奨学金を利用して保育士資格等を取得し、市内の認可保育所等（私立保育所・認定こども園）に就
職した保育士等の奨学金返済に対して助成する。

39,000千円 保育幼稚園課

　幼保連携型認定こども園に配置される保育教諭の確保を図るとともに、保育所等に勤務する保育
士資格を有していない人の資格取得を支援する。

1,400千円 保育幼稚園課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(1) ② 多様な保育サービス等の提供

一時預かり事業

　一般型：家庭において保育を受けることが一時的に困難になった乳幼児を、一時的
に預かる保育所等に対して、経費の補助を行った。
　実施施設：88か所（自主事業を除く）
　幼稚園型：主に在籍園児を通常の教育時間外に預かる幼稚園等に対して、経費の
補助を行った。
　実施施設：46か所（自主事業を除く）

412,340千円

延長保育事業
　保育認定を受けた児童について、認定時間以外に保育を実施した。
　標準時間認定分：141か所

100,046千円

病児・病後児保育事業

　保育所に入所中の児童等が、病気の回復期等にあるため集団保育ができず、かつ、
やむを得ない理由のために家庭で育児ができない場合に、一時的に施設でその児童
の保育を行い、保護者の子育てと就労等との両立を支援した。
　実施施設：9か所
　年間利用延べ人数　7,155人

143,793千円

保育コーディネーター配置
事業(利用者支援事業特定
型分)

　保育を必要としている世帯の相談に応じ、各世帯のニーズに応じた保育サービスの
情報提供を行い、保護者のニーズと保育サービスを結びつけ、よりきめ細かな対応を
行う保育コーディネーターを配置した。
　配置：保育幼稚園課　3名　谷山福祉課　2名　伊敷福祉課　1名　吉野福祉課　1
名　計　7名

18,468千円

施設型給付費(休日保育加
算)

　日曜・祝日等の保護者の勤務等により児童が保育を必要とする場合の休日保育の
需要に対応するため、休日保育を実施する保育所等に対し、保育士等の職員を休日
に確保するための経費の加算を行った。
　実施保育所：1１か所

（１）ー①
施設型給付費に
含まれる

認可外保育施設助成事業
  鹿児島市内の認可外保育施設に入所している児童の福祉の増進と健全な育成を図
るため、認可外保育施設の設置者等に対し補助金を交付した。
 　補助対象保育所：16か所

31,343千円

（終）私立幼稚園障害児教
育補助事業

　県の補助対象の拡充に伴い、事業を廃止した。 0千円

(1) ③ 質の高い幼児教育・保育の確保

私立保育所等補助事業
　私立保育所等の円滑な運営を図り、質の高い保育内容を確保するため市保育園協
会及び各私立保育所等に補助金を交付した。
　補助対象園：157園

559,488千円

（拡）私立幼稚園等の運営
に係る助成事業

　私立幼稚園等の円滑な運営を図り、適正な就学前の教育及び保育を推進するため
補助金を交付した。
　補助対象園：６４園
【拡充内容】
　絵本に親しむ活動費において、絵本の新規購入に要する費用の補助を実施。

161,897千円

市立保育所の運営 　市立保育園11園の運営及び施設の維持管理を行った。 1,086,217千円

市立幼稚園の運営 　市立幼稚園４園の運営及び施設の維持管理を行った。 131,636千円

保育園協会への助成 　市保育園協会に対して、協会運営費の補助を行った。 4,519千円

私立幼稚園協会への助成 　市私立幼稚園協会に対して、協会運営費の補助を行った。 4,118千円

私立幼稚園施設・設備整備
等助成事業

　鹿児島市内の私立幼稚園教育の円滑な実施と就学前教育のより一層の充実を図る
ことを目的として、県知事認可の私立幼稚園が施設・設備の整備等を実施した場合、
予算の範囲内で補助金を交付した。
　対象園数：6園

9,386千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　一般型：家庭において保育を受けることが一時的に困難になった乳幼児を、一時的に預かる保育所
等に対して、経費の補助を行う。
　実施施設：93か所（自主事業を除く）
　幼稚園型：主に在籍園児を通常の教育時間外に預かる幼稚園等に対して、経費の補助を行う。
　実施施設：48か所（自主事業を除く）

445,095千円 保育幼稚園課

　保育認定を受けた児童について、認定時間以外に保育を実施する。
　標準時間認定分：140か所(見込み)

125,852千円 保育幼稚園課

　保育所に入所中の児童等が、病気の回復期等にあるため集団保育ができず、かつ、やむを得ない
理由のために家庭で育児ができない場合に、一時的に施設でその児童の保育を行い、保護者の子育
てと就労等との両立を支援する。
　実施施設：9か所
　年間利用延べ人数（見込み）　9,322人

158,949千円 保育幼稚園課

　保育を必要としている世帯の相談に応じ、各世帯のニーズに応じた保育サービスの情報提供を行
い、保護者のニーズと保育サービスを結びつけ、よりきめ細かな対応を行う保育コーディネーターを配
置する。
　配置：保育幼稚園課　3名　谷山福祉課　2名　伊敷福祉課　1名　吉野福祉課　1名　計　7名

19,463千円 保育幼稚園課

　日曜・祝日等の保護者の勤務等により児童が保育を必要とする場合の休日保育の需要に対応する
ため、休日保育を実施する保育所等に対し、保育士等の職員を休日に確保するための経費の加算
を行う。
　実施保育所：1１か所

（１）ー①
施設型給付費に
含まれる

保育幼稚園課

  鹿児島市内の認可外保育施設に入所している児童の福祉の増進と健全な育成を図るため、認可
外保育施設の設置者等に対し補助金を交付する。
 　補助対象保育所：16か所

38,970千円 保育幼稚園課

― ― 保育幼稚園課

　私立保育所等の円滑な運営を図り、質の高い保育内容を確保するため市保育園協会及び各私立
保育所等に補助金を交付する。
　補助対象園：170園

633,895千円 保育幼稚園課

　私立幼稚園等の円滑な運営を図り、適正な就学前の教育及び保育を推進するため補助金を交付
する。
　補助対象園：６４園
【拡充内容】
　満３歳児の長期休暇中の預かり保育に係る人件費補助を実施。

169,612千円 保育幼稚園課

　市立保育園11園の運営及び施設の維持管理を行う。 1,107,102千円 保育幼稚園課

　市立幼稚園４園の運営及び施設の維持管理を行う。 131,919千円 保育幼稚園課

　市保育園協会に対して、協会運営費の補助を行う。 4,549千円 保育幼稚園課

　市私立幼稚園協会に対して、協会運営費の補助を行う。 3,370千円 保育幼稚園課

　鹿児島市内の私立幼稚園教育の円滑な実施と就学前教育のより一層の充実を図ることを目的とし
て、県知事認可の私立幼稚園が施設・設備の整備等を実施しようとする場合、予算の範囲内で補助
金を交付するもの。
　申請予定園数：6園

5,083千円 保育幼稚園課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

保育園協会への研修費補
助

　保育所職員の資質向上を図るため、市保育園協会が実施する研修事業等に対し補
助を行った。
　研修会（協会主催）の実施　、　県内外での研修への派遣

12,522千円

私立幼稚園等への研修費
補助

　私立幼稚園等の教育・保育職員等数に応じて、研修費の補助を行った。(私立幼稚
園協会加入園）

19,965千円

保育所等への研修費補助
　保育所職員の資質向上を図るため、市保育園協会未加入の保育園に対し、研修に
要する経費の補助を行った。
　補助対象保育所：22か所

2,507千円

(1) ④ 幼児教育・保育に係る保護者負担の軽減

幼児教育・保育の無償化

・幼児教育・保育の無償化により、幼稚園、認可外保育施設等の利用者の負担軽減
を図った。
＜対象施設＞
　・幼稚園（未移行園）
  ・認可外保育施設等
    （国の指導監督基準を満たす施設に限る。ただし、5年間の経過措置あり）
  ・一時預かり事業（一般型）
  ・幼稚園の預かり保育（一時預かり事業（幼稚園型含む））
  ・病児・病後児保育事業　等
＜補助上限（月額）＞
　・幼稚園（未移行園）：25,700円
　・その他
  　　３歳から５歳：37,000円
  　　0歳から2歳（住民税非課税世帯）：42,000円

・認可外保育施設保育料助成事業
・実費徴収に係る補足給付事業

※予算「施設等利用給付費等事業」

872,757千円

保育料の軽減
　世帯の所得に応じて保育料を軽減し、子育て世帯に対する経済的な負担軽減を
図った。

―

障害児通所支援利用者負
担軽減事業

　市独自の利用者負担額軽減を図り、利用を促進するため、利用者負担額を無料とし
た。

150,094千円

(２) 地域における子育て支援

① 地域における子育て支援サ―ビスの推進

延長保育事業[再掲] 　（１）―②の再掲 ―

（拡）放課後児童健全育成
事業

　児童クラブを８か所増設し、昼間保護者のいない小学生に対し、適切な遊びと生活
の場を提供した。また、新型コロナウイルス感染対策を図るため、衛生用品の配付及
び開所時間外における消毒・清掃作業等に係る人件費の支出を行った。

【拡充内容】
　○児童クラブ設置数の増　168か所　→　176か所
（8か所：武岡第四、広木第三、八幡第三、和田第四、和田第五、福平第四、桜丘東
第三、原良第四）

1,334,355千円

（拡）放課後児童施設整備
事業（児童クラブ施設整備
事業）

　児童クラブの施設整備を行い、定員の拡大等を行うことにより、待機児童の解消が図
られた。
【拡充内容】
　〇整備状況　７か所

39,163千円

（拡）放課後児童健全育成
補助事業

　児童クラブ未設置校区等において、社会福祉法人等による放課後児童健全育成事
業の実施を促進し待機児童の解消を図るため、運営費の補助を行った。

　○補助事業者数　27事業者

169,496千円

（新）放課後児童支援員等
処遇改善事業

　放課後児童支援員等の処遇改善を図るため、職員に対して３％程度の賃金改善を
行う
児童クラブに対して、当該賃金改善を行うために必要な費用を助成した。

　○実施クラブ数　176か所

4,952千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　保育所職員の資質向上を図るため、市保育園協会が実施する研修事業等に対し補助を行う。
　研修会（協会主催）の実施　、　県内外での研修への派遣

18,410千円 保育幼稚園課

　私立幼稚園等の教育・保育職員等数に応じて、研修費の補助を行う。(私立幼稚園協会加入園） 20,160千円 保育幼稚園課

　保育所職員の資質向上を図るため、市保育園協会未加入の保育園に対し、研修に要する経費の
補助を行う。
　補助対象保育所：29か所

3,540千円 保育幼稚園課

・幼児教育・保育の無償化により、幼稚園、認可外保育施設等の利用者の負担軽減を図る。
＜対象施設＞
　・幼稚園（未移行園）
  ・認可外保育施設等
    （国の指導監督基準を満たす施設に限る。ただし、5年間の経過措置あり）
  ・一時預かり事業（一般型）
  ・幼稚園の預かり保育（一時預かり事業（幼稚園型含む））
  ・病児・病後児保育事業　等
＜補助上限（月額）＞
　・幼稚園（未移行園）：25,700円
　・その他
  　　３歳から５歳：37,000円
  　　0歳から2歳（住民税非課税世帯）：42,000円

・認可外保育施設保育料助成事業
・実費徴収に係る補足給付事業

※予算「施設等利用給付費等事業」

811,799千円 保育幼稚園課

　世帯の所得に応じて保育料を軽減し、子育て世帯に対する経済的な負担軽減を図る。 ― 保育幼稚園課

　市独自の利用者負担額軽減を図り、利用を促進するため、利用者負担額を無料とする。 177,727千円 障害福祉課

　（１）―②の再掲 ― 保育幼稚園課

　児童クラブを4か所増設し、昼間保護者のいない小学生に対し、適切な遊びと生活の場を提供す
る。また、新型コロナウイルス感染対策を図るため、衛生用品の配付及び開所時間外における消毒・
清掃作業等に係る人件費の支出を行う。

【拡充内容】
　○児童クラブ設置数の増　176か所　→　180か所
（4か所：草牟田第四、西紫原第四、伊敷第三、西伊敷第三）

1,417,017千円
こども政策課
谷山福祉課

　児童クラブの施設整備を行い、定員の拡大等を行うことにより、待機児童の解消を図る。

【拡充内容】
　〇整備状況　3か所

92,814千円 こども政策課

　児童クラブ未設置校区等において、社会福祉法人等による放課後児童健全育成事業の実施を促
進し待機児童の解消を図るため、運営費の補助を行う。

【拡充内容】
　○補助事業者数　28事業者（新規3か所）

233,197千円 こども政策課

　放課後児童支援員等の処遇改善を図るため、職員に対して３％程度の賃金改善を行う
児童クラブに対して、当該賃金改善を行うために必要な費用を助成する。

　○実施クラブ数　180か所

37,457千円
こども政策課
谷山福祉課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

（新）放課後児童支援員等
処遇改善補助事業

　放課後児童支援員等の処遇改善を図るため、職員に対して３％程度の賃金改善を
行う
児童クラブに対して、当該賃金改善を行うために必要な費用を補助した。

　○実施クラブ数　20か所

508千円

（新）児童クラブICT化推進
事業

─ ─

子育て短期支援事業

　児童の保護者が疾病や育児疲れ、仕事などにより児童の養育が一時的に困難と
なった場合及び母子が夫の暴力により緊急一時的に保護を必要とする場合に、児童
福祉施設等において一時的に養育・保護するため、短期入所生活援助（ショートステ
イ）事業と、夜間養護等（トワイライト）事業を実施した。
　○短期入所生活援助(ｼｮｰﾄｽﾃｲ)事業
　　延利用日数：543日
　○夜間養護等(ﾄﾜｲﾗｲﾄ)事業
　　延利用日数：14日

3,304千円

乳児家庭全戸訪問事業
（新生児・妊産婦訪問指導
事業）

　(１）開業助産師による訪問指導
　　【対象数　新生児  実　3,131人  延　3,344人
　　　　　　　　妊産婦　実　3,135人  延　3,350人】
　（2）保健所職員による訪問指導
　　【対象数  未熟児  実　329人     延　355人
　　　　　　　  新生児  実　406人     延　433人
　　　　　　　  妊産婦　実　1,395人  延　1,563人】

14,428千円

乳児家庭全戸訪問事業
（こんにちは赤ちゃん事業）

　生後４か月までの乳児のいる家庭を訪問し、育児相談や子育て情報の提供を行っ
た。（新生児・妊産婦訪問指導事業で訪問した世帯を除く）
　　【対象数　実　799人  延　801人】

5,038千円

（拡）育児支援家庭訪問事
業

　
　子育てに対し、不安やストレスを抱えている家庭に助産師が訪問し、育児相談などの
専門的支援や簡易な家事等の援助を行った。
　・延べ訪問回数　1,199回

4,870千円

すこやか子育て交流館管理
運営等事業

　子育て中の親の不安感や負担感を軽減するとともに、子どもと子育て家庭や団体等
の活動を応援する総合的な子育て支援の拠点施設として、すこやか子育て交流館を
運営した。
　親子が気軽に集い、交流する場を提供するとともに、子育て相談や子どもの一時預
かり、子育て情報の提供や子育て支援のネットワ―クづくりを進めた。
　利用者数：54,989人　相談件数：1,664件
　一時預かり：1,844人

102,888千円

親子つどいの広場運営事業

　子育て中の親とその子どもが気軽につどい、相互に交流する場を提供することによ
り、子育てに係る不安感等の緩和を図るとともに、地域の子育て支援機能の充実等を
図るため、「親子つどいの広場（なかまっち・たにっこりん・なかよしの・いしきらら）」を運
営した。

　利用者数：114,720人　相談件数：6,792件
　一時預かり利用者数：4,299人
　※利用者数、相談件数は4館合計、一時預かりは、たにっこりん、なかよしの、いしき
ららの合計

191,211千円

子育て支援施設職員スキル
アップ研修事業

　子育て支援拠点施設職員のスキルアップを図るため、研修を実施するとともに、子
育て支援拠点施設間の連携を図るため、会議を設置し、情報交換等を行った。

0千円

児童センター運営事業
　児童に健全な遊び及び運動を通して、その健康及び体力を増進し、情操を豊かにす
ることを目的とする児童センターを運営した。
　利用者数13,517人（3館合計）

45,334千円

(拡)地域子育て支援セン
ター事業

　保育所等に担当職員を配置し、子育て親子に対する育児不安等についての相談、
親子ふれあいの催し、子育てサークル等の育成・支援、地域住民への広報活動を
行った。
　実施施設：8か所
　利用者数：19,997人　相談件数：689件

64,127千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　放課後児童支援員等の処遇改善を図るため、職員に対して３％程度の賃金改善を行う
児童クラブに対して、当該賃金改善を行うために必要な費用を補助する。

　○対象クラブ数　28か所

5,154千円 こども政策課

　児童クラブへのインターネット環境の整備等により、市とクラブ間の情報交換の迅速化ならびにクラブ
職員及び市職員の事務負担の軽減を図る。

　○対象クラブ　市設置180クラブ

40,407千円 こども政策課

　児童の保護者が疾病や育児疲れ、仕事などにより児童の養育が一時的に困難となった場合及び母
子が夫の暴力により緊急一時的に保護を必要とする場合に、児童福祉施設等において一時的に養
育・保護するため、短期入所生活援助（ショートステイ）事業と、夜間養護等（トワイライト）事業を実施
する。
　○短期入所生活援助(ｼｮｰﾄｽﾃｲ)事業
　　延利用予定日数：694日
　○夜間養護等(ﾄﾜｲﾗｲﾄ)事業
　　延利用予定日数：5日

4,605千円

こども福祉課
こども家庭支援セ
ンター
谷山福祉課

　(１）開業助産師による訪問指導
　　【対象見込み　　新生児　3,679人、妊産婦　3,679人】
　（2）保健所職員による訪問指導
　　【対象見込み　　未熟児　450人、新生児　404人、妊産婦　1,550人】

【拡充内容】
　委託料単価の増額　1件　2,000円　→　2,500円

19,174千円 母子保健課

　生後４か月までの乳児のいる家庭を訪問し、育児相談や子育て情報の提供を行う。（新生児・妊産
婦訪問指導事業で訪問した世帯を除く）
　　【対象数　1,385人】

4,796千円 母子保健課

　子育てに対し、不安やストレスを抱えている家庭に助産師が訪問し、育児相談などの専門的支援や
簡易な家事等の援助を行う。要保護児童対策地域協議会の支援対象となっている家庭で、ネグレク
ト等により特に家事援助の必要性がある家庭へ訪問介護員等が家事援助を行う。
　・延べ訪問回数　相談支援：1,110回

6,011千円
こども家庭支援セ
ンター

　子育て中の親の不安感や負担感を軽減するとともに、子どもと子育て家庭や団体等の活動を応援
する総合的な子育て支援の拠点施設として、すこやか子育て交流館を運営する。
　親子が気軽に集い、交流する場を提供するとともに、子育て相談や子どもの一時預かり、子育て情
報の提供や子育て支援のネットワ―クづくりを進める。

112,879千円 こども政策課

　子育て中の親とその子どもが気軽につどい、相互に交流する場を提供することにより、子育てに係る
不安感等の緩和を図るとともに、地域の子育て支援機能の充実等を図るため、「親子つどいの広場
（なかまっち・たにっこりん・なかよしの・いしきらら）」を運営する。

191,801千円 こども政策課

　子育て支援拠点施設職員のスキルアップを図るため、研修を実施するとともに、子育て支援拠点施
設間の連携を図るため、会議を設置し、情報交換等を行う。

0千円 こども政策課

　児童に健全な遊び及び運動を通して、その健康及び体力を増進し、情操を豊かにすることを目的と
する児童センターを運営する。

46,969千円 こども政策課

　保育所等に担当職員を配置し、子育て親子に対する育児不安等についての相談、親子ふれあいの
催し、子育てサークル等の育成・支援、地域住民への広報活動を行う。
　また、子育て支援拠点施設が設置されていない地域を含め、子育て世帯のニーズに対応できるよ
う、地域子育て支援センターの公募や再配置に向けた準備を実施する。
　実施施設：8か所

73,614千円 こども政策課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

地域子ども・子育て支援施
設衛生用品等整備事業

新型コロナウイルス感染対策を図るため、すこやか子育て交流館、親子つどいの広
場、児童センター、地域子育て支援センターへ衛生用品等の配付を行う。

1,800千円

地域子育て支援活動推進
事業

　子育てサロン運営者等を対象とした研修を実施した。
実施回数：2回　　参加者数：51人

539千円

一時預かり事業［再掲］ 　（１）－②の再掲 ―

病児・病後児保育事業
［再掲］

　（１）－②の再掲 ―

ファミリー・サポート・
センター事業

　育児や家事の援助を依頼する依頼会員、援助を行う提供会員及びどちらも可能な
両方会員で組織されるファミリー・サポート・センターにアドバイザー及びサブリーダーを
配置し、会員の募集及び相互援助活動を実施した。
　依頼会員：2,507人　提供会員：644人　両方会員62人
　活動回数：4,096回

14,003千円

妊婦健康診査・健康相談事
業

　母子健康手帳交付時に、健康相談及び歯科健診を行い、妊産婦の健康管理・母子
健康手帳の活用法などの指導を行った。
　・公費負担回数：        　14回
　・妊婦健康診査：　 57,446件
　・妊産婦健康相談：　4,809人
　・開催回数　　　　　　　 193回

448,034千円
（事業全体額）

(拡)利用者支援に関する事
業(利用者支援事業基本型
分)

　子育て家庭にとって身近な場所で相談に応じ、その個別のニーズを把握して、適切
な施設や子育て支援事業等の利用に結び付ける支援を行うとともに、子育て応援
ポータルサイト等を活用し、積極的な情報提供を図る。
　・実施施設数　 4か所（りぼんかん、なかまっち、たにっこりん、なかよしの）
　・件数は、すこやか子育て交流館、3か所の親子つどいの広場の相談件数のうち、
1,060件が利用者支援事業による相談件数である。
※決算額は、すこやか子育て交流館管理運営等事業及び親子つどいの広場運営事
業との合算額。

294,098千円
（事業全体額）

保育コーディネーター配置
事業(利用者支援事業特定
型分)［再掲］

　（１）－②の再掲 ―

利用者支援に関する事業
(利用者支援事業母子保健
型分)

　子育て世代包括支援センターにおいて、妊娠期から子育て期までの切れ目ない支
援を行う。

64,828千円
(事業全体額)

(２) ② 子育て支援のネットワ―クによる情報発信、支援

すこやか子育て交流館管理
運営等事業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

親子つどいの広場運営事業
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

子育て支援施設職員スキル
アップ研修事業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

子育て支援ネットワーク
推進事業

　すこやか子育て交流館を核とした子育て支援施設や子育て団体、関係機関とのネッ
トワークを構築し、多様な情報発信と、さまざまな主体による子育て支援の仕組みを整
えることにより、多面的な子育て支援を推進した。
　・子育て支援ネットワーク会議　年1回開催
　・子育て応援ポータルサイト（夢すくすくねっと）の運用　アクセス件数：106,565件
　・かごしま市子育てガイドの発行

1,859千円

地域子育て支援センター事
業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

地域子育て支援活動推進
事業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

新型コロナウイルス感染対策を図るため、すこやか子育て交流館、親子つどいの広場、児童セン
ター、地域子育て支援センターへ衛生用品等の配付を行う。

1,224千円 こども政策課

　子育てサロン運営者等を対象とした研修を実施する。 ― こども政策課

　（１）－②の再掲 ― 保育幼稚園課

　（１）－②の再掲 ― 保育幼稚園課

　育児や家事の援助を依頼する依頼会員、援助を行う提供会員及びどちらも可能な両方会員で組
織されるファミリー・サポート・センターにアドバイザー及びサブリーダーを配置し、会員の募集及び相互
援助活動を実施する。

14,242千円 こども政策課

　母子健康手帳交付時に、健康相談及び歯科健診を行い、妊産婦の健康管理・母子健康手帳の活
用法などの指導を行う。
　・公費負担回数：        　14回
　・妊婦健康診査：　 60,102件
　・妊産婦健康相談：　4,812人
　・開催回数　　　　 　　 192回

469,859千円
（事業全体額）

母子保健課

　子育て家庭にとって身近な場所で相談に応じ、その個別のニーズを把握して、適切な施設や子育
て支援事業等の利用に結び付ける支援を行うとともに、子育て応援ポータルサイト等を活用し、積極
的な情報提供を図る。
　・実施施設数　 5か所（りぼんかん、なかまっち、たにっこりん、なかよしの、いしきらら）
※予算額は、すこやか子育て交流館管理運営等事業及び親子つどいの広場運営事業との合算額。

304,680千円
（事業全体額）

こども政策課

　（１）－②の再掲 ― 保育幼稚園課

　子育て世代包括支援センターにおいて、妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援を行う。
68,787千円

(事業全体額)
母子保健課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　すこやか子育て交流館を核とした子育て支援施設や子育て団体、関係機関とのネットワークを構築
し、多様な情報発信と、さまざまな主体による子育て支援の仕組みを整えることにより、多面的な子育
て支援を推進する。
　・子育て支援ネットワーク会議の開催
　・子育て応援ポータルサイト（夢すくすくねっと）の運用
　・かごしま市子育てガイドの発行

1,964千円 こども政策課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

育児支援事業（自主グルー
プ育成と支援）

　各保健センターや地区公民館・福祉館等で活動している育児の自主グループの活
動を支援した。

2,942千円
(事業全体額)

子育てサークル支援事業
　子育てサークルに対して、活動費の補助を行うほか、子育てに関する活動を行う団
体等におもちゃの貸し出しを行い、交流の活性化を図った。
　助成団体：13団体

1,000千円

ふれあい子育てサロン事業
への協力

　子育てサロン立ち上げに係るプログラムの作成及び開設に向けての支援を行うととも
にサロンでの健康教育を行った。

0千円

にこにこ子育て応援隊支援
事業

　様々な分野・地域で子育てを応援する企業や店舗・市民活動団体などを隊員とする
「にこにこ子育て応援隊」を結成し、それらの活動に関する情報発信を行った。
　１　にこにこ子育て応援隊の登録実績（累計）
　　①地域みんなで応援隊：56団体等
　　②職場のパパママ応援隊：40団体等
　　③お出かけラク！トク！応援隊：709店舗等
　　　①～③の合計：805団体等
　２　子育てパスポート発行件数（累計）
　　　78,355件

133千円

利用者支援事業（基本型）
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

利用者支援事業（特定型）
［再掲］

　（１）―②の再掲 ―

利用者支援事業（母子保健
型）［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

(２) ③子どもの健全育成

（拡）放課後児童健全育成
事業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

放課後児童健全育成補助
事業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

新・郷中教育推進事業（放
課後子ども教室）

・放課後子ども教室を78校に開設
・利用児童　2,368人

33,471千円

子どもの未来応援事業

  子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されることのないよう、子どもの貧
困対策を推進した。
【令和3年度取組】
　・子どもの未来応援プラン（子どもの貧困対策推進計画）冊子作成
　・子どもの居場所づくり支援（出張子ども食堂の開催）

752千円

子どもの学習サポート事業
　家庭の事情により、家庭での学習が困難であったり学習習慣が十分についていない
小学５・６年生および中学生への学習・生活支援を、教員ＯＢや大学生等の協力により
実施した。

3,132千円

子ども会育成事業
・あいご会コーディネーターの委嘱(189人)
・あいご会コーディネーター研修会　　135人
・校区あいご会研修会(あいご講座の実施　780人)

3,367千円

心豊かで元気あふれる「さつ
まっ子」育成市民会議

・心豊かで元気あふれる｢さつまっ子｣育成市民会議の開催
・心のとびらを開く家庭づくり講座　中止
・さつまっ子育成市民大会　中止

154千円

(２) ④町内会や校区社会福祉協議会等への支援、連携

みんなの町内会応援事業
　地域住民の親睦、相互扶助、福祉など、住みよい地域社会づくりに大きな役割を果
たしている町内会の活動活性化及び地域の連帯強化を促進した。
　※申請件数　480件

21,420千円

地域福祉館等を拠点とした
地域福祉ネットワークの推進

・地域福祉館等を拠点とした地域福祉ネットワークの推進
　地域福祉支援員６人を配置し、地域の実情把握や問題点の分析及び検証を行いな
がら、地域福祉活動への助言などの支援を行い、地域福祉館等を拠点とした地域福
祉ネットワークの推進に取り組んだ。

33,541千円
（事業全体額）
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　各保健センターや地区公民館・福祉館等で活動している育児の自主グループの活動を支援する。
3,303千円

(事業全体額)
母子保健課

　子育てサークルに対して、活動費の補助を行うほか、子育てに関する活動を行う団体等におもちゃ
の貸し出しを行い、交流の活性化を図る。

2,585千円 こども政策課

　子育てサロン立ち上げに係るプログラムの作成及び開設に向けての支援を行うとともにサロンでの健
康教育を行う。

0千円 母子保健課

　様々な分野・地域で子育てを応援する企業や店舗・市民活動団体などを隊員とする「にこにこ子育
て応援隊」を結成し、それらの活動に関する情報発信を行う。

96千円 こども政策課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　（１）―②の再掲 ― 保育幼稚園課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ―
こども政策課
谷山福祉課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

・放課後子ども教室を全78小学校区に開設 48,860千円 青少年課

  子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されることのないよう、子どもの貧困対策を推進
する。
【令和4年度取組】
　・職員研修

400千円 こども福祉課

　家庭の事情により、家庭での学習が困難であったり学習習慣が十分についていない小学５・６年生
および中学生への学習・生活支援を、教員ＯＢや大学生等の協力により実施する。

3,916千円 保護第一課

・あいご会コーディネーターの委嘱
・あいご会コーディネーター研修会
・校区あいご会研修会(あいご講座の実施)

8,419千円 青少年課

・心豊かで元気あふれる｢さつまっ子｣育成市民会議の開催
・心のとびらを開く家庭づくり講座　8/25
・さつまっ子育成市民大会　　10/15

832千円 青少年課

　地域住民の親睦、相互扶助、福祉など、住みよい地域社会づくりに大きな役割を果たしている町内
会の活動活性化及び地域の連帯強化を促進する。　※申請見込件数　561件

50,490千円 地域づくり推進課

　・地域福祉館等を拠点とした地域福祉ネットワークの推進
　　地域福祉支援員６人が、地域の実情把握や問題点の分析及び検証を行いながら、地域福祉活
動への助言などの支援を行い、地域福祉館等を拠点とした地域福祉ネットワークの推進に取り組む。

34,533千円
（事業全体額）

地域福祉課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

子ども会育成事業［再掲］ 　（２）―③の再掲 ―

地域ふれあい交流助成
事業

　高齢者（６５才以上）10人以上及び小中学生5人以上でふれあい事業を実施する団
体及び、幼稚園、保育園において園児とふれあい事業を実施する高齢者を5人以上
含む団体に対し助成する。
　補助件数　35件

1,142千円

ふれあい子育てサロン事業
への協力［再掲］

　（２）―②の再掲 ―

市社会福祉協議会補助
事業

　校区社会福祉協議会等が行う福祉活動を支援する市社会福祉協議会に補助を行
い、地域福祉の推進を図った。

194,683千円
(事業全体額）

コミュニティビジョン推進事
業

　町内会をはじめとする地域コミュニティ組織や事業所、NPO、病院など小学校区内の
各種団体が連携・協力して地域課題への対応や地域資源の活用に取り組む地域コ
ミュニティ協議会の活動を支援した。
　協議会数：79協議会

155,866千円

(２) ⑤ 民生委員・児童委員との協働

民生委員・児童委員活動促
進事業

　民生委員･児童委員及び地区民生委員児童委員協議会に対して、その活動・運営
に必要な費用を交付した。
　・民生委員児童委員調査活動費交付金
　・地区民児協会長活動費交付金
　・地区民児協運営費交付金
　・地区民児協研修助成金
　・地区民児協会長交通費交付金

186,230千円

民生委員・児童委員研修会

　援助を必要とする児童や妊産婦等への援助活動のほか、地域における児童の健全
育成に努める等の役割を持つ民生委員･児童委員の資質向上と福祉に関する知識習
得を目的とした研修等を行った。
　・現任委員研修会　　　　　年1回（書面開催）
　・新任委員研修会　　　　　年2回（うち1回は書面開催）
　・行政と地区民児協会長との連絡会　　年1回

21千円

要保護児童対策地域
協議会の運営

　要保護児童の早期発見及びその適切な保護等を図るため、要保護児童対策地域
協議会を運営し、関係機関等と要保護児童等に関する情報交換や、支援内容に関す
る協議を行った。
　・代表者会議の開催　R3.7.6（対面開催）
　・児童虐待等の通告への対応
　　個別ケース検討会議の開催　570回
　・実務者会議の開催：　5回開催
　・子ども相談連絡部会研修会の開催　R4.3.17開催
　・児童虐待防止のための啓発活動

801千円
（事業費全体額）

(２) ⑥ 市民団体や事業者等の自主的な活動の促進

子育てサークル支援事業
［再掲］

　（２）―②の再掲 ―

にこにこ子育て応援隊支援
事業［再掲］

　（２）―②の再掲 ―

子育てサポーター養成事業

　市民が自らの経験等を活かして子育てを支援する「子育てサポーター」を、子育て支
援施設や子育てサークル等に派遣し、講座イベント等の見守りや託児を行ったほか、
子育て支援員研修修了者を対象に「現任研修」を行うことで、スキルの向上を図った。
　派遣回数173回　延べ198人

406千円

子どもの未来応援事業［再
掲］

　（２）―③の再掲 ―

地域の飲食店子ども食堂プ
ロジェクト事業

　新型コロナウイルス感染症により活動自粛等を行っている子ども食堂の活動を支援
し、子育て家庭の負担軽減及び地域経済の活性化を図るため、市内の子ども食堂と
飲食店が連携し子どもや大人にお弁当等を提供するための必要経費を、「かごしまこ
ども食堂・地域食堂ネットワーク」に対し助成した。

4,313千円

(新)子ども食堂サロン運営
支援事業

― ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　（２）―③の再掲 ― 青少年課

　高齢者（６５才以上）10人以上及び小中学生5人以上でふれあい事業を実施する団体及び、幼稚
園、保育園において園児とふれあい事業を実施する高齢者を5人以上含む団体に対し助成する。
　補助件数　114件

4,080千円 長寿支援課

　（２）―②の再掲 ― 母子保健課

　校区社会福祉協議会等が行う福祉活動を支援する市社会福祉協議会に補助を行い、地域福祉
の推進を図る。

163,729千円
(事業全体額）

地域福祉課

　町内会をはじめとする地域コミュニティ組織や事業所、NPO、病院など小学校区内の各種団体が連
携・協力して地域課題への対応や地域資源の活用に取り組む地域コミュニティ協議会の活動を支援
する。
　協議会数：79協議会

168,005千円 地域づくり推進課

　民生委員･児童委員及び地区民生委員児童委員協議会に対して、その活動・運営に必要な費用を
交付する。
　・民生委員児童委員調査活動費交付金
　・地区民児協会長活動費交付金
　・地区民児協運営費交付金
　・地区民児協研修助成金
　・地区民児協会長交通費交付金

186,528千円 地域福祉課

　援助を必要とする児童や妊産婦等への援助活動のほか、地域における児童の健全育成に努める
等の役割を持つ民生委員･児童委員の資質向上と福祉に関する知識習得を目的とした研修等を行
う。
　・現任委員研修会　　　　　年1回
　・新任委員研修会　　　　　年2回
　・行政と地区民児協会長との連絡会　　年1回

989千円 地域福祉課

　要保護児童の早期発見及びその適切な保護等を図るため、要保護児童対策地域協議会を運営
し、関係機関等と要保護児童等に関する情報交換や、支援内容に関する協議を行う。
　・代表者会議の開催
　・児童虐待等の通告への対応
　　個別ケース検討会議の開催
　　実務者会議の開催：5地区各１回程度
　・子ども相談連絡部会研修会の開催
　・児童虐待防止のための啓発活動
　　関係機関職員への研修など

1,166千円
（事業費全体額）

こども家庭支援セ
ンター

　（２）―②の再掲 ― こども政策課

　（２）―②の再掲 ― こども政策課

　市民が自らの経験等を活かして子育てを支援する「子育てサポーター」を、子育て支援施設や子育
てサークル等に派遣し、講座イベント等の見守りや託児を行ったほか、子育て支援員研修修了者を対
象に「現任研修」を行うことで、スキルの向上を図る。

582千円 こども政策課

　（２）―③の再掲 ― こども福祉課

　新型コロナウイルス感染症により活動自粛等を行っている子ども食堂の活動を支援し、子育て家庭
の負担軽減及び地域経済の活性化を図るため、市内の子ども食堂と飲食店が連携し子どもや大人に
お弁当等を提供する取組に対し助成する。

3,690千円 こども福祉課

　子ども食堂への支援や新規開設等に関する相談機能を担う「かごしま子ども食堂サロン」を運営す
る団体に対し、助成を行う。

3,588千円 こども福祉課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

市社会福祉協議会補助
事業［再掲］

　（２）―④の再掲 ―

わくわく福祉交流フェア 　※新型コロナウイルス感染症の影響の為、中止とした。 195千円

市民とつくる協働のまち事業

　市民活動団体の活動を促進し、市民と行政との協働によるまちづくりを進めるため、
公益的なサービスを提供するNPO等の市民活動に対し、経費の一部を助成する。

  ※令和3年度　　補助件数：10事業

2,021千円

　 　
ボランティア育成に関する講
座

読み聞かせボランティア入門＆体験（谷山市民会館）を実施した。 24千円

NPO基盤強化事業
　ＮＰＯの基盤強化を図るため、人材育成のための講座を開催するとともに、ＮＰＯ活動
の情報発信を行う。
　※３年度休止事業

―

(３) 母性及び乳幼児等の健康の確保及び増進

① 妊婦・出産に係る正しい知識の普及・啓発　　―　　ア 妊婦健康診査の重要性の普及啓発

妊婦健康診査・健康相談事
業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

母親・父親になるための
準備教室

　母親・父親が安心して妊娠・出産・育児に臨めるように支援を行った。
　・開設回数：　 　6回
　・実施日数：　　18日
　・実人員　 　　202人
　　延人員　　　414 人

448,034千円
（事業全体額）

母性健康管理指導事項連
絡カードの普及

　母子健康手帳交付時に、母性健康管理指導事項連絡カードの普及の指導を行っ
た。

0千円

(３) ① 妊婦・出産に係る正しい知識の普及・啓発　　―　　イ 妊娠中の喫煙、飲酒等についての啓発

妊婦とその家族への禁煙指
導

　母子健康手帳交付時に、妊産婦の健康管理などの指導を行うとともに喫煙防止の
個別相談を行った。

469,699千円
（事業全体額）

妊婦健康診査・健康相談事
業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

健康増進計画推進事業

　食生活や運動、たばこ・アルコール等の健康づくりに関連のある10分野の目標を設
定した「かごしま市民すこやかプラン（平成25年度～令和5年度）」に基づく喫煙や受
動喫煙が自分や他者のからだに及ぼす影響や、禁煙についての正しい知識の啓発等
の取組を推進した。
・健康ニュースの発行（年2回）各25,000部
・鹿児島市健康づくり推進市民会議ホームページの運営（禁煙治療に保険が使える医
療機関の掲載）
・「かごしま市民すこやかプラン」の中間評価をもとに取組の推進

1,422千円
（事業全体額）

母親・父親になるための
準備教室［再掲］

　（３）―①―アの再掲 ―

(３) ② 妊産婦・乳幼児に関する切れ目ない保健対策の充実　　―　　ア 母親の視点から見て満足できる妊娠・出産の普及

母親・父親になるための
準備教室［再掲］

　（３）―①―アの再掲 ―

妊婦健康診査・健康相談事
業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　（２）―④の再掲 ― 地域福祉課

　子どもや高齢者など、多くの市民や福祉施設、福祉団体等の参加のもとに、多彩な催しを通して相
互交流するなかで、福祉交流やボランティア活動を広げることを目的にわくわく福祉交流フェアを開催
する。
　日時：令和4年11月6日(日)
　場所：かんまちあ、天文館シネマパラダイス

3,603千円 地域福祉課

　市民活動団体の活動を促進し、市民と行政との協働によるまちづくりを進めるため、公益的なサービ
スを提供するNPO等の市民活動に対し、経費の一部を助成する。

  ※令和4年度　　応募件数：17事業

2,722千円 市民協働課

　読み聞かせボランティア入門＆体験（谷山市民会館）を開設する。 30千円 生涯学習課

　ＮＰＯの基盤強化を図るため、人材育成のための講座を開催するとともに、ＮＰＯ活動の情報発信を
行う。
　※４年度休止事業

― 市民協働課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　母親・父親が安心して妊娠・出産・育児に臨めるように支援を行う。
　・開設回数：　 6回
　・実施日数：　18日
　・実人員　   200人
　　延人員　　600人

469,859千円
（事業全体額）

母子保健課

　母子健康手帳交付時に、母性健康管理指導事項連絡カードの普及の指導を行う。 0千円 母子保健課

　母子健康手帳交付時に、妊産婦の健康管理などの指導を行うとともに喫煙防止の個別相談を行
う。

482,725千円
（事業全体額）

母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　食生活や運動、たばこ・アルコール等の健康づくりに関連のある10分野の目標を設定した「かごしま
市民すこやかプラン（平成25年度～令和5年度）」に基づく喫煙や受動喫煙が自分や他者のからだに
及ぼす影響や、禁煙についての正しい知識の啓発等の取組を推進する。
・健康ニュースの発行（年2回）各25,000部
・鹿児島市健康づくり推進市民会議ホームページの運営（禁煙治療に保険が使える医療機関の掲
載）
・「かごしま市民すこやかプラン」の中間評価をもとに取組の推進(市民意識アンケート調査と最終評価
の実施)

4,259千円
（事業全体額）

保健政策課

　（３）―①―アの再掲 ― 母子保健課

　（３）―①―アの再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(３) ② 妊産婦・乳幼児に関する切れ目ない保健対策の充実　　―　　イ 妊婦・出産・育児における切れ目ない支援

妊婦健康診査・健康相談事
業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

産婦健康診査事業
　出産後間もない母親の体と心の健康の保持増進を図るため、産後２週間と１か月の
健康診査を実施し、産後の支援の充実を図った。

44,846千円

産婦支援小児科連携事業
　産婦を継続してサポートするため、小児科医等が産後２か月頃の母親の心の状態や
育児の状況を確認し、必要な支援につなげた。
　・受診者数　2,772人

14,171千円

乳幼児健康診査事業

　心身の発育・発達の上で最も大切な乳幼児期に異常を早期に発見し、適切な措置
を講ずるため健康診査を実施し、栄養・歯科・育児に関する指導を行った。
　・乳幼児　    13,756人
　・1歳6月児　  4,579人
　・3歳児　　　 5,169人
　・乳幼児健診（予約制）
　　延人員　70人
　・新生児聴覚検査：4,377 人
　・3歳児健診での視力検査（ドットカード）
　・データヘルス時代の母子保健情報利活用開始

129,487千円

（新）3歳児健康診査におけ
る屈折検査事業

ー ―

妊娠・出産包括支援事業

　産後に育児不安などを持つ産婦に対して産後ケア事業等を実施し、保健指導を
行った。
【産後ケア】
 宿泊利用実人員 107人　日帰り利用実人員　176人　訪問型実人員 25人
 宿泊利用日数　 608日　日帰り利用日数　　 234日　訪問型利用日数 40日

64,828千円
(事業全体額)

育児支援事業（自主グルー
プ育成と支援）

　（２）―②の再掲 ―

育児支援事業（育児相談）

　乳幼児の健康相談や母親の育児不安軽減のための育児相談を各保健センター・地
域公民館・福祉館で実施した。
・保健センター：　113回
・地域公民館・福祉館：　7会場　26 回

2,942千円
(事業全体額)

未来を守るミルク支給事業

　HTLV-1について母乳栄養による母子感染を防止するほか、妊産婦の健康保持増
進と乳児の健全な発育・発達促進を図った。
　支給者数：妊産婦　 6人　　乳児　1人
　　　　　　　　多胎児　54人　　HTLV-１　17人

3,004千円

母と子の健康教室事業（育
児教室）

　育児に関すること、健康づくり等についての知識や技術の普及を図るために育児教室
を開催した。
・開催回数　7回

641千円
（事業全体額）

乳児家庭全戸訪問事業
（新生児・妊産婦訪問指導
事業）［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

乳児家庭全戸訪問事業
（こんにちは赤ちゃん事業）
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

妊産婦寄り添い支援事業

　新型コロナウイルス感染症の対策として、分娩前のPCR検査の費用補助や育児等支
援サービスの利用費助成など、不安を抱える妊産婦を支援した。
・不安を抱える妊婦への分娩前検査　実施件数：650件　償還払い：13件
・育児等支援サービスの利用費助成　助成件数：　69件

17,736千円

母子健康手帳アプリ運用事
業

　乳幼児の成長記録等のデジタル管理や子育て等に関する情報が取得できる母子健
康手帳アプリを導入し、健診等の受診促進や保健指導の拡充など切れ目ない支援の
充実を図った。

398千円

（新）多胎妊産婦サポーター
事業

― ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　出産後間もない母親の体と心の健康の保持増進を図るため、産後２週間と１か月の健康診査を実
施し、産後の支援の充実を図る。

47,963千円 母子保健課

　産婦を継続してサポートするため、小児科医等が産後２か月頃の母親の心の状態や育児の状況を
確認し、必要な支援につなげる。

22,107千円 母子保健課

　心身の発育・発達の上で最も大切な乳幼児期に異常を早期に発見し、適切な措置を講ずるため健
康診査を実施し、栄養・歯科・育児に関する指導を行う。
　・乳幼児　    14,044人
　・1歳6月児　  4,652人
　・3歳児　　　   4,636人
　・乳幼児健診（予約制）
　　延人員　200人
　・新生児聴覚検査　４,886人
　・3歳児健診での視力検査（ドットカード）
　・データヘルス時代の母子保健情報利活用

138,862千円 母子保健課

　3歳児健康診査において屈折検査機器による視覚検査を実施し、屈折異常や斜視に伴う弱視の早
期発見を図る。
　3歳児対象児   4,636人

6,043千円 母子保健課

　産後に育児不安などを持つ産婦に対して産後ケア事業等を実施し、保健指導を行う。

【拡充内容】
　加算額利用料の百円未満を切り捨てる。

68,787千円
(事業全体額)

母子保健課

　（２）―②の再掲 ― 母子保健課

　乳幼児の健康相談や母親の育児不安軽減のための育児相談を各保健センター・地域公民館・福
祉館で実施する。
・保健センター：　112回
・地域公民館・福祉館：　7会場　26回

3,303千円
(事業全体額)

母子保健課

　HTLV-1について母乳栄養による母子感染を防止するほか、妊産婦の健康保持増進と乳児の健全
な発育・発達促進を図る。

3,238千円 母子保健課

　育児に関すること、健康づくり等についての知識や技術の普及を図るために育児教室を開催する。
・開催回数　10回

838千円
（事業全体額）

母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　新型コロナウイルス感染症の対策として、感染した妊産婦等へ電話や訪問等による相談や分娩前
のPCR検査の費用補助など、不安を抱える妊産婦を支援する。

15,280千円 母子保健課

　乳幼児の成長記録等のデジタル管理や子育て等に関する情報が取得できる母子健康手帳アプリを
運用し、健診等の受診促進や保健指導の拡充など切れ目ない支援の充実を図る。

675千円 母子保健課

 多胎家庭の負担軽減を図るため、多胎妊産婦を対象に育児サポーターを派遣し、育児援助・家事
援助・外出補助などの育児支援を行う。

5,670千円 母子保健課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(３) ② 妊産婦・乳幼児に関する切れ目ない保健対策の充実　　―　　ウ 妊婦にやさしい環境づくり

マタニティマークの普及啓発

　平成18年3月に厚生労働省が発表したマタニティマークを利用し、同マークのホーム
ページへの掲載や市電広告のポスター掲示により、妊婦にやさしい環境づくりの広報を
行うとともに、母子保健制度の手引きである「お母さんセット」の表紙への利用やマーク
の入ったマタニティーキーホルダーを作成し母子健康手帳交付時に配布した。
・市電広告期間
　　令和3年12月1日～12月31日
・マタニティーキーホルダー：　5,900個

448,034千円
（事業全体額）

母性健康管理指導事項連
絡カードの普及［再掲］

　（３）―①―アの再掲 ―

受動喫煙防止対策事業

　市民の健康を守るため、施設の区分に応じた受動喫煙防止対策についての助言・指
導等及び受動喫煙に関する知識の普及、受動喫煙の防止に関する意識の啓発を通
じ、望まない受動喫煙が生じない環境整備の促進を図った。
 ・市ＨＰ、市電窓吊り広告等による広報
 ・普及啓発用チラシ・ポスター・リーフレットの作成・配布
 ・食品衛生講習会での説明（4回実施）
 ・喫煙可能室設置施設届出受付　6件
 ・相談・問い合わせ対応　107件
 ・たばこの煙のないお店事業の実施

4,460千円

パーキングパーミット制度の
普及

　来庁者に対して、パンフレット等を配布するなど周知広報を行った。 0千円

ヘルプカードの普及 　来庁者に対して、パンフレット等を配布するなど周知広報を行った。 0千円

ファミリー・サポート・センター
での家事援助の実施

　ファミリー・サポート・センターにおいて、妊婦等に対する家事援助を実施した。
　依頼会員40人　提供会員322人　活動回数176回

14,003千円
（事業全体額）

(３) ② 妊産婦・乳幼児に関する切れ目ない保健対策の充実　　―　　エ 妊産婦の心の支援

産婦健康診査事業［再掲］ 　（３）－②ーイの再掲 ―

産婦支援小児科連携事業
［再掲］

　（３）－②－イの再掲 ―

乳児家庭全戸訪問事業
（新生児・妊産婦訪問指導
事業）［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

乳児家庭全戸訪問事業
（こんにちは赤ちゃん事業）
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

妊娠・出産包括支援事業
［再掲］

　（３）―②―イの再掲 ―

妊婦健康診査・健康相談事
業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

医療機関との連絡会の開催 　母子保健連絡会を開催した。 0千円

妊産婦寄り添い支援事業 　（３）―②―イの再掲 ―

（新）多胎妊産婦サポーター
事業

　（３）―②―イの再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　平成18年3月に厚生労働省が発表したマタニティマークを利用し、同マークのホームページへの掲
載や市電広告のポスター掲示により、妊婦にやさしい環境づくりの広報を行うとともに、母子保健制度
の手引きである「お母さんセット」の表紙への利用やマークの入ったマタニティキーホルダーを作成し母
子健康手帳交付時に配布する。
・市電広告期間
　　令和4年12月1日～12月31日
・マタニティキーホルダー：   5,700個

469,859千円
（事業全体額）

母子保健課

　（３）―①―アの再掲 ― 母子保健課

　市民の健康を守るため、施設の区分に応じた受動喫煙防止対策についての助言・指導等及び受動
喫煙に関する知識の普及、受動喫煙の防止に関する意識の啓発を通じ、望まない受動喫煙が生じな
い環境整備の促進を図る。
　・市電窓吊り広告、リーフレット等の作製
　・市民や施設管理者からの問い合わせ対応
　・既存特定飲食提供施設に係る届出受付、標識の交付
　・違反者及び違反施設の管理権原者等への現地調査、助言、指導、勧告等の実施
　・たばこの煙のないお店事業の実施

4,204千円 保健政策課

　来庁者に対して、パンフレット等を配布するなど周知広報を行う。 0千円 障害福祉課

　来庁者に対して、新たに配布するヘルプマークも含め、パンフレット等を配布するなど周知広報を行
う。

0千円 障害福祉課

　ファミリー・サポート・センターにおいて、妊婦等に対する家事援助を実施する。
14,242千円

（事業全体額）
こども政策課

　（３）－②ーイの再掲 ― 母子保健課

　（３）－②－イの再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　母子保健連絡会を開催する。 0千円 母子保健課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(３)

母と子の健康教室事業（育
児教室）[再掲]

　（３）―②―イの再掲 ―

乳児家庭全戸訪問事業
（新生児・妊産婦訪問指導
事業）［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

乳児家庭全戸訪問事業
（こんにちは赤ちゃん事業）
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

妊婦健康診査・健康相談事
業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

産婦健康診査事業［再掲］ 　（３）－②ーイの再掲 ―

産婦支援小児科連携事業
［再掲］

　（３）－②－イの再掲 ―

妊娠・出産包括支援事業
［再掲］

　（３）―②―イの再掲 ―

（拡）育児支援家庭訪問事
業
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

子どもすこやか安心ねっと事
業

　発育発達の不安のある児を対象に専門家による相談会や講演会を行った。
　・乳幼児相談窓口
　・すくすく親子教室　67回
　・総合発達相談会　9回
　・学習会　2回
　・親子ひだまり発達相談 60回
　・訪問による個別支援
　・親支援教室：15回

28,756千円

育児支援事業(育児相談)
[再掲]

　（３）―②―イの再掲 ―

母子健康手帳アプリ運用事
業

　（３）―②―イの再掲 ―

(３)

母と子の健康教室事業（育
児教室）［再掲］

　（３）―②―イの再掲 ―

子どもすこやか安心ねっと事
業［再掲］

　（３）―③―ア―（ア）の再掲 ―

妊婦健康診査・健康相談事
業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

乳幼児健康診査事業［再
掲］

　（３）―②―イの再掲 ―

育児支援事業（育児相談）
［再掲］

　（３）―②―イの再掲 ―

③ 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減　　―　　ア 父親と母親が育児を楽しめるための支援　　(ｱ) きめ細やかな相談と育児に関する情報提供の実施

③ 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減　　―　　ア 父親と母親が育児を楽しめるための支援　　(ｲ) 仲間づくりの視点を取り入れた健康診査・教育の実施

23



令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　（３）－②ーイの再掲 ― 母子保健課

　（３）－②－イの再掲 ― 母子保健課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ―
こども家庭支援セ
ンター

　発育発達の不安のある児を対象に専門家による相談会や講演会を行う。
　・乳幼児相談窓口
　・すくすく親子教室　72回
　・総合発達相談会　10回
　・学習会　2回
　・親子ひだまり発達相談 72回
　・訪問による個別支援
　・親支援教室：全5回×3クール

31,276千円 母子保健課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（３）―③―ア―（ア）の再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(３)

母親・父親になるための準
備教室［再掲］

　（３）―①―アの再掲 ―

育児支援事業（育児相談）
［再掲］

　（３）―②―イの再掲 ―

(３) ③ 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減　　―　　イ 妊娠期からの児童虐待防止対策

妊娠期間中からの育児不安
等を抱えた家庭の把握と支
援

　妊娠の届け出時面接や妊娠・出産や産後の子育ての相談を受けた保健・福祉機
関、医療機関等の情報等から、出産後の養育支援が必要な妊婦を把握し、妊娠期か
ら出産後の支援体制を整えた。

448,034千円
（事業全体額）

（拡）育児支援家庭訪問事
業
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

母子保健訪問指導
　指導が必要な妊産婦、未熟児、障がいや疾患等があり保健指導や経過観察の必要
な乳幼児等を訪問した。

0千円

妊婦健康診査・健康相談事
業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

(３)

子育て世代包括支援セン
ター地域連携協議会の開催

　地域における子育てに対する課題を共有するとともに、子育て世代包括支援セン
ターのさらなる支援体制の充実を図るため、関係者で連携して必要な施策を検討。
　※新型コロナウイルス感染症感染防止のため、令和３年度開催なし

64,827千円
(事業全体額)

（新）3歳児健康診査におけ
る屈折検査事業

ー ―

子どもすこやか安心ねっと事
業［再掲］

　（３）―③―ア―（ア）の再掲 ―

医療的ケアを必要とする障
害児支援事業

　医療的ケアを必要とする障害児が適正な支援が受けられるように、関係機関等が連
携を図るための協議の場を運営した（障害者自立支援協議会医療的ケア児部会。２
回開催※内１回は書面開催。）。

122千円

子育て支援ネットワーク推進
事業［再掲］

　（２）―②の再掲 ―

(３)

育児支援事業（自主グルー
プ育成と支援）［再掲］

　（２）―②の再掲 ―

地域子育て支援センター事
業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

地域子育て支援活動推進
事業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

にこにこ子育て応援隊支援
事業［再掲］

　（２）―②の再掲 ―

③ 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減　　―　　ア 父親と母親が育児を楽しめるための支援　　(ｳ) 父親が参加しやすい「健康教室」の実施

③ 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減　　―　　ウ 子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくり　　(ｱ) 医療、保健、福祉、地域との連携

③ 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減　　―　　ウ 子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくり　　(ｲ) 地域における育児支援の推進
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　（３）―①―アの再掲 ― 母子保健課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　妊娠の届け出時面接や妊娠・出産や産後の子育ての相談を受けた保健・福祉機関、医療機関等
の情報等から、出産後の養育支援が必要な妊婦を把握し、妊娠期から出産後の支援体制を整える。

469,859千円
（事業全体額）

母子保健課

　（２）―①の再掲 ― こども家庭支援センター

　指導が必要な妊産婦、未熟児、障がいや疾患等があり保健指導や経過観察の必要な乳幼児等を
訪問する。

0千円 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　地域における子育てに対する課題を共有するとともに、子育て世代包括支援センターのさらなる支
援体制の充実を図るため、関係者で連携して必要な施策を検討する。

68,787千円
（事業全体額）

母子保健課

　（４）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（３）―③―ア―（ア）の再掲 ― 母子保健課

　医療的ケアを必要とする障害児が適正な支援が受けられるように、関係機関等が連携を図るため
の協議の場を運営する（障害者自立支援協議会医療的ケア児部会。年２回開催）。

263千円 障害福祉課

　（２）―②の再掲 ― こども政策課

　（２）―②の再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　（２）―②の再掲 ― こども政策課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

子育てサポーター養成事業
［再掲］

　（２）―⑥の再掲 ―

子育てサークル支援事業
［再掲］

　（２）―②の再掲 ―

ふれあい子育てサロン事業
への協力［再掲］

　（２）―②の再掲 ―

(３)

母子保健事業関係者研修
会

　開業助産師研修会及び産婦人科看護職連絡会を開催した。 0千円

訪問指導員研修会
　「こんにちは赤ちゃん事業」の目的を理解し、乳児及び保護者の健康管理の支援に
関する知識や子育て支援に関する最新の情報や技術を学ぶ研修を開催した。

5,038千円
(事業全体額)

母子保健推進員役員研修
会

　役員研修会を開催した。
　・開催回数　2回

2,941千円
(事業全体額)

母子保健サポーター養成講
座

　※新型コロナウイルス感染症感染防止のため、令和3年度開催なし
64,827千円

(事業全体額)

(３) ③ 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減　　―　　エ 育てにくさを感じる親に寄り添う支援　　(ｱ) 相談支援

子どもすこやか安心ねっと事
業［再掲］

　（３）―③―ア―（ア）の再掲 ―

乳幼児健康診査事業［再
掲］

　（３）―②―イの再掲 ―

利用者支援事業（基本型）
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

(３)

子どもすこやか安心ねっと事
業［再掲］

　（３）―③―ア―（ア）の再掲 ―

母子保健訪問指導［再掲］ 　（３）―③―イの再掲 ―

妊娠・出産包括支援事業
［再掲］

　（３）―②―イの再掲 ―

③ 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減　　―　　ウ 子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくり　　(ｳ) 母子保健にかかわる関係者の研修会の実施

③ 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減　　―　　エ 育てにくさを感じる親に寄り添う支援　　(ｲ) 同じ課題を持つ親への支援
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　（２）―⑥の再掲 ― こども政策課

　（２）―②の再掲 ― こども政策課

　（２）―②の再掲 ― 母子保健課

　開業助産師研修会及び産婦人科看護職連絡会を開催する。 0千円 母子保健課

　「こんにちは赤ちゃん事業」の目的を理解し、乳児及び保護者の健康管理の支援に関する知識や子
育て支援に関する最新の情報や技術を学ぶ研修を開催する。

4,796千円
(事業全体額)

母子保健課

　役員研修会を開催する。
　・開催回数　2回

3,303千円
(事業全体額)

母子保健課

　コロナの感染状況をみて実施予定。
68,787千円

（事業全体額）
母子保健課

　（３）―③―ア―（ア）の再掲 ― 母子保健課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　（３）―③―ア―（ア）の再掲 ― 母子保健課

　（３）―③―イの再掲 ― 母子保健課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(３)

未熟児の支援に関する連絡
会

　未熟児などの周産期母子を支援するにあたっての連携会議は開催せず。 0千円

乳児家庭全戸訪問事業
（新生児・妊産婦訪問指導
事業）［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

乳児家庭全戸訪問事業
（こんにちは赤ちゃん事業）
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

妊婦健康診査・健康相談事
業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

乳幼児健康診査事業［再
掲］

　（３）―②―イの再掲 ―

母子保健訪問指導［再掲］ 　（３）―③―イの再掲 ―

産婦健康診査事業［再掲］ 　（３）－②ーイの再掲 ―

産婦支援小児科連携事業
［再掲］

　（３）－②－イの再掲 ―

(３)

子どもすこやか安心ねっと事
業［再掲］

　（３）―③―ア―（ア）の再掲 ―

乳幼児健康診査事業［再
掲］

　（３）―②―イの再掲 ―

(３) ③ 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減　　―　　エ 育てにくさを感じる親に寄り添う支援　　(ｵ) 保育所・幼稚園等との連携

子どもすこやか安心ねっと事
業［再掲］

　（３）―③―ア―（ア）の再掲 ―

障害児通所等支援事業

　在宅の障害児に対して、障害児通所支援事業所や保育所等において、日常生活に
おける基本動作の指導、集団生活への適応訓練及び生活能力の向上のために必要
な訓練等の支援を行う「障害児通所支援」として以下のサービス利用を支援した。
　①児童発達支援　延利用者数　34,250人
　②放課後等デイサービス　延利用者数　33,118人
　③居宅訪問型児童発達支援　延利用者数　16人
　④保育所等訪問支援　延利用者数　1,381人
　⑤障害児相談支援　延利用者数　13,300人

8,082,467千円

③ 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減　　―　　エ 育てにくさを感じる親に寄り添う支援　　(ｳ) 養育支援を必要とする乳幼児の早期発見・早期支援

③ 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減　　―　　エ 育てにくさを感じる親に寄り添う支援　　(ｴ) 発達に気がかりがある子どもの早期発見・早期支援
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　必要に応じて未熟児などの周産期母子を支援するにあたっての連携会議を開催する。 0千円 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（３）―③―イの再掲 ― 母子保健課

　（３）－②ーイの再掲 ― 母子保健課

　（３）－②－イの再掲 ― 母子保健課

　（３）―③―ア―（ア）の再掲 ― 母子保健課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（３）―③―ア―（ア）の再掲 ― 母子保健課

　在宅の障害児に対して、障害児通所支援事業所や保育所等において、日常生活における基本動
作の指導、集団生活への適応訓練及び生活能力の向上のために必要な訓練等の支援を行う「障害
児通所支援」として以下のサービス利用を支援する。
　①児童発達支援　延利用者数　38,361人（見込）
　②放課後等デイサービス　延利用者数　38,859人（見込）
　③居宅訪問型児童発達支援　延利用者数　36人（見込）
　④保育所等訪問支援　延利用者数　1,796人（見込）
　⑤障害児相談支援　延利用者数　16,054人（見込）

9,830,486千円 障害福祉課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

夢すこやかファイルの活用

  相談支援ファイル「夢　すこやか　ファイル」を活用することにより、移行期の連携を更
に円滑にし、障害のある幼児児童生徒の個々のニーズに応じた適切な指導・支援が
受けられるように努めた。
○　小・中学校特別支援学級在籍児童生徒全員（475人）に相談支援ファイルを配布
した。
○　保健センター、児童発達支援事業所等で、希望する保護者（242人）に相談支援
ファイルを配布した。

238，535千円
（事業全体）

医療的ケアを必要とする障
害児支援事業［再掲］

　（３）－③－ウー（ア）の再掲 ―

障害児通所支援利用者負
担軽減事業［再掲］

　（１）―④の再掲 ―

(３)

性に関する指導推進事業

　性に関する今日的問題に対応し､学校での性に関する指導を補完するために、専門
の医師や助産師等により児童生徒及び保護者を対象に講演会を行った。
（実施校数）
　小学校38校､中学校20校、高等学校3校

878千円

学校における性に関する指
導の実施

　児童生徒の発達段階に応じて､各学校の教育課程に沿った教育活動全体（教科や
特別活動及び道徳）を通して教諭や養護教諭等が､計画的に実施した。
（実施校数）小学校78校　中学校38校　高等学校3校

―

ライフデザインセミナー開催
事業

　将来結婚し、子育てしたいと思っている若者への意識啓発を行うとともに、自分なりの
ライフデザインを描くことを後押しした。
　・シンポジウム：195名　　・セミナー：7回（計549名）

880千円

高校生のためのライフデザイ
ンセミナー開催事業

　高校生を対象に、将来、結婚、家庭を持つことの意義について理解を深め、仕事な
どをあわせた人生設計について考えるきっかけとなるセミナーを開催した。
（開催実績）
　市立３高校で実施

541千円

保健センター等による講師
（保健師・助産師）の派遣

　妊娠・出産についての正しい知識の普及啓発を行った。 0千円

(３)

学校における飲酒・喫煙・薬
物乱用防止教育の実施

　児童生徒の発達段階に応じて､各学校の教育課程に沿った教育活動全体（教科や
特別活動等）を通して教諭や養護教諭等が､計画的に実施した。
　また、学校薬剤師等を講師として招聘し､「薬物乱用防止教室」を実施した。
（実施校数）小学校70校　中学校37校　高等学校３校

―

健康増進計画推進事業[再
掲]

　（３）―①―イの再掲 ―

(３) ④ 学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の充実と健康教育の推進　　―　　イ 思春期相談の実施

性感染症予防と早期発見の
啓発

　性感染症予防のための啓発を行い、性感染症の予防、早期発見早期受診の勧奨を
行った。
　・「新成人の君へ」に感染症について掲載

1,739千円
（事業費全体）

エイズ、性感染症の検査や
相談

　エイズや性感染症に関する検査や相談を実施した。
　・検査：毎週火曜日（平日）、毎月第２木曜日（夜間）、6月6日・12月6日（休日）

1,739千円
（事業費全体）

思春期特有の心の問題や
健康に関する相談

　思春期の児童生徒が抱える心や身体的悩みの軽減及び解決のために、健康観察
等での児童生徒の心身の健康問題の早期発見・早期対応を図るとともに，組織的な
保健指導や健康相談の充実を図った。

―

④ 学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の充実と健康教育の推進　　―　　ア 思春期の健康づくりと性教育の環境整備　　(ｱ) 生と性（命の大切さ、妊娠出産のしくみ、避妊、性感染症）の教育の推進

④ 学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の充実と健康教育の推進　　―　　ア 思春期の健康づくりと性教育の環境整備　　(ｲ) 健康な生活習慣が身につくための情報の提供
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

  相談支援ファイル「夢　すこやか　ファイル」を活用することにより、移行期の連携を更に円滑にし、障
害のある幼児児童生徒の個々のニーズに応じた適切な指導・支援が受けられるようにする。
○　小・中学校特別支援学級在籍児童生徒への相談支援ファイルの紹介
○　ホームページ上での相談支援ファイルの配布

9､234千円
（事業全体）

学校教育課

　（３）－③－ウー（ア）の再掲 ― 障害福祉課

　（１）―④の再掲 ― 障害福祉課

　性に関する今日的問題に対応し､学校での性に関する指導を補完するために、専門の医師や助産
師等により児童生徒及び保護者を対象に講演会を行う。
（予定）
　小学校39校､中学校19校、高等学校3校

879千円 保健体育課

　児童生徒の発達段階に応じて､各学校の教育課程に沿った教育活動全体（教科や特別活動及び
道徳）を通して教諭や養護教諭等が､計画的に実施する。 ― 保健体育課

　次世代を担う若者への意識啓発を行うため、大学生や新入社員を対象に、結婚・妊娠・出産・子育
ての適切な情報提供を行うライフデザインセミナーなどを開催する。

880千円 母子保健課

　高校生を対象に、将来、結婚、家庭を持つことの意義について理解を深め、仕事などをあわせた人
生設計について考えるきっかけとなるセミナーを開催する。
（予定）
　市内の県立・私立高校の３校

542千円 こども政策課

　妊娠・出産についての正しい知識の普及啓発を行う。 0千円 母子保健課

　児童生徒の発達段階に応じて､各学校の教育課程に沿った教育活動全体（教科や特別活動等）を
通して教諭や養護教諭等が､計画的に実施する。学校保健担当者や養護教諭等に対して、研修会
を実施する。
　また、学校薬剤師等を講師として招聘し､「薬物乱用防止教室」を実施する。

― 保健体育課

　（３）―①―イの再掲 ― 保健政策課

　性感染症予防のための啓発を行い、性感染症の予防、早期発見早期受診の勧奨を行う。
3,162千円

（事業費全体）
感染症対策課
青少年課

　エイズや性感染症に関する検査や相談を実施する。
　・検査：毎週火曜日（平日）、毎月第２木曜日（夜間）、6月6日・12月5日（休日）

3,162千円
（事業費全体）

感染症対策課

　思春期の児童生徒が抱える心や身体的悩みの軽減及び解決のために、健康観察等での児童生徒
の心身の健康問題の早期発見・早期対応を図るとともに，組織的な保健指導や健康相談の充実を
図る。

― 保健体育課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(３) ④ 学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の充実と健康教育の推進　　―　　ウ 市民や関係機関への情報の提供と協力体制の構築

エイズ、性感染症予防の市
民への情報提供

　エイズ・性感染症予防の市民への情報提供を行った。
　・市民のひろば掲載
　・パンフレット等の配布
　・世界エイズデーキャンペーン
　・エイズ情報テレホンサービス

1,739千円
（事業費全体）

感染症講演会

　エイズ対策研修の実施
　・8・9月　医療関係者、養護教諭、福祉職等を対象としてＨＩＶ等に関する講演会を
Webにて実施した。（配信期間：8月20日（金）～9月2日（木））
　・エイズ対策に従事する保健師等を研修会や講演会に参加させた。

1,739千円
（事業費全体）

市学校保健フォーラム

　学校関係者、保護者及び医師会等の関係団体に対し、児童生徒等の今日的な健
康課題について実態把握や、情報交換を行い、連携を深めた。
　（新型コロナウイルス感染症のため、書面による開催）
※フォーラムに係る経費については鹿児島市学校保健会から支出（鹿児島市より補
助金及び助成金を学校保健会へ交付している）

―

(３) ⑤ 食育の推進

妊産婦や乳幼児の栄養指
導、栄養相談

栄養相談件数（個別相談）
　・妊婦　489人　・乳児　931人　・1歳6か月児　643人
　・3歳児  563人
　（集団指導）　78回　延　909人

558千円
（保健予防課分）

保育所、幼稚園等における
食に関する指導の実施

　保育園、認定こども園、認可外保育施設
　乳幼児の発育・発達に応じた食育を各園の特性を生かした計画を踏まえ、それぞれ
の園が適切に実践した。また、食育指導の充実を図るための各種研修会を開催した。
　・給食施設従事者研修会開催回数　年1回（保健予防課と合同）
　・認可外保育施設研修会開催回数　年１回

24千円

学校における食に関する指
導の実施

   児童生徒の発達段階に応じて、教科、特別活動、総合的な学習の時間、給食の時
間など、学校の教育活動全体を通して、担任や栄養教諭等が教育課程に沿って計画
的に実施した。
　また、食に関する指導研究協力校（錦江台小学校）の実践研究に取り組んだ。また
学校給食担当者会で栄養教諭・給食担当者の情報交換会を行い、食に関する指導
の推進を図った。

33千円

「早寝早起き朝ごはん運動」
の推進

　児童生徒等の「朝食摂取」等の実態を把握し、発達段階に応じた指導を家庭と連携
して行い、望ましい生活習慣の定着に向けた取組を推進した。

―

食育推進事業

　「食を通じて、健康で生き生きと生活できる活力あるかごしま市の実現」を基本理念と
する「第三次かごしま市食育推進計画（平成31年度～33年度）に基づき、食育に関
する施策を総合的かつ計画的に推進する。
　１　推進委員会等の開催
　　・　推進委員会　　　 　3回（うち2回は書面開催）
　　・　推進連絡会議　　　3回（うち1回は書面開催）
　２　食育推進ネットワークの連携強化
　　・　食育推進ネットワーク通信「Let's食育」の発行　12回（メール）
　　※　新型コロナウィルス感染症情勢を鑑み、運営規模を縮小
　３　食育情報の発信
　　・　食育ホームページの情報更新
　　・　食育リーフレットやちらしの配布
　４　第三次かごしま市食育推進計画の最終評価及び次期計画策定

192千円

食育フェスタ開催事業 ※3年度休止事業 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

構築

　エイズ・性感染症予防の市民への情報提供を行う。
　・市民のひろば掲載
　・パンフレット等の配布
　・世界エイズデーキャンペーン
　・エイズ情報テレホンサービス

3,162千円
（事業費全体）

感染症対策課

　エイズ対策研修の実施
　・8月　医療関係者、養護教諭、福祉職等を対象としてＨＩＶ等に関する講演会をWebにて実施。
　　（配信期間：8月1日（月）～8月31日（水）予定）
　・エイズ対策に従事する保健師等を研修会や講演会に参加させる。

3,162千円
（事業費全体）

感染症対策課

　学校関係者、保護者及び医師会等の関係団体が一堂に会し、児童生徒等の今日的な健康課題に
ついて実態把握や、情報交換を行い、連携を深める。

※フォーラムに係る経費については鹿児島市学校保健会から支出（鹿児島市より補助金及び助成金
を学校保健会へ交付している）

― 保健体育課

　妊産婦健康相談、乳幼児健診、1歳6か月児及び3歳児健康診査、育児教室、育児相談、母親・
父親になるための準備教室で栄養指導・栄養相談を行う。

598千円
（保健予防課分）

保健予防課

　保育園、認定こども園、認可外保育施設
　乳幼児の発育・発達に応じた食育を各園の特性を生かした計画を踏まえ、それぞれの園が適切に
実践する。また、食育指導の充実を図るための各種研修会を開催する。
　・児童福祉施設等給食関係者研修会開催回数　年4回
　・給食施設従事者研修会開催回数　年1回（保健予防課と合同）
　・認可外保育施設研修会開催回数　年１回

226千円 保育幼稚園課

　 児童生徒の発達段階に応じて、教科、特別活動、総合的な学習の時間、給食の時間など、学校の
教育活動全体を通して、担任や栄養教諭等が教育課程に沿って計画的に実施する。
　また、食に関する指導研究協力校（錦江台小学校）の実践研究を推進する。

33千円 保健体育課

　児童生徒等の「朝食摂取」等の実態を把握し、発達段階に応じた指導を家庭と連携して行い、望ま
しい生活習慣の定着に向けた取組を推進する。

― 保健体育課

「食を通じて健康で、生き生きと生活できる活力あるかごしま市の実現」を基本理念とする第四次かご
しま市食育推進計画（令和４年度～８年度）に基づき、食育に関する施策を総合的かつ計画的に推
進する。
　１　食育推進委員会の開催
　２　食育推進ネットワークとの協働
　３　食育情報の発信
　４　市民への食育推進支援
　５　計画の広報・周知

2,137千円 保健政策課

第四次かごしま市食育推進計画に基づき、市民一人ひとりが食について関心を高め、生涯にわたっ
て健全な心身を培い、豊かな
人間性をはぐくむ食育の一環として、市内大学等とともに食育フェスタを実施する。
　・日時：令和４年１１月２３日(水・祝）
　・場所：天文館ぴらもーる
　・内容：展示、体験、販売、スタンプラリーの実施

2,228千円 保健政策課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

かごしま環境未来館におけ
る環境学習に関する講座

　市民一人ひとりが環境問題について楽しく学び、環境に配慮した生活や行動ができる
よう、参加体験型の講座を実施した。また地域における環境学習や環境保全活動に
当館主催講座の講師等を派遣し、地域における環境保全活動の推進を図った。
　講座開催数：129講座
　講師派遣件数：6回
　（かごしま環境未来財団が指定管理業務として実施）

177,232千円
（事業全体額）

(３) ⑥ 小児保健医療の推進　　ア 小児保健医療水準の向上　　(ｱ) 小児保健医療体制の整備

救命救急センターや総合周
産期母子医療センターの運
営

　県内全域を対象とした第三次救急医療機関として、高度医療機器を購入するなどし
て、重篤な救急患者の救急医療や、リスクの高い妊娠に対する医療、高度な新生児
医療等、母体及び胎児、新生児に対する周産期医療の充実を図った。

83,120千円

夜間急病センターの運営

　夜間における急病患者に医療を提供した。

　令和3年度受診者数 7,708人

　　（内訳）
　　　内科 2,203人　　小児科 3,504人
　　　外科 1,747人　　産婦人科 9人
　　　眼科 95人　　　　耳鼻いんこう科 150人

336,506千円

乳幼児健康診査事業［再
掲］

　（３）―②―イの再掲 ―

乳児家庭全戸訪問事業
（新生児・妊産婦訪問指導
事業）［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

乳児家庭全戸訪問事業
（こんにちは赤ちゃん事業）
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

健康診査従事者の資質向
上のための研修会の開催

　乳幼児健康診査における育児支援の強化、関係機関との連携を図った。 0千円

(３) ⑥ 小児保健医療の推進　　ア 小児保健医療水準の向上　　(ｲ) 医療費負担の軽減

こども医療費助成事業

　 中学3年生までの医療費の一部を助成した。令和３年４月からは市町村民税非課
税世帯については、医療機関等での窓口負担をなくす制度（現物給付方式による助
成）の対象を未就学児から１８歳までに拡充して実施した。
 ・ 助成実績件数：340,554件（うち現物給付方式対象分は42,690件）

1,396,077千円

未熟児養育医療事業
　未熟児に対し必要な医療費の一部を給付した。
　・実人員　348人

111,218千円

自立支援医療費（育成）支
給事業

　身体に障害のある児童に対して専門的な医療により、児童の障害の回復と健全な発
育を図る。
　給付人員　548人

22,733千円

小児慢性特定疾病医療費
（助成事業）

　小児慢性特定疾病医療費助成制度に基づき、医療費を助成するとともに、指定医
療機関や指定医師の指定を行った

233,677千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　市民一人ひとりが環境問題について楽しく学び、環境に配慮した生活や行動ができるよう、参加体
験型の講座を実施する。また地域における環境学習や環境保全活動に当館主催講座の講師等を派
遣し、地域における環境保全活動の推進を図る。
　講座開催予定数：約145講座
　講師派遣予定件数：約8回
　（かごしま環境未来財団が指定管理業務として実施）

177,047千円
（事業全体額）

環境政策課

　県内全域を対象とした第三次救急医療機関として、高度医療機器を購入するなどして、重篤な救
急患者の救急医療や、リスクの高い妊娠に対する医療、高度な新生児医療等、母体及び胎児、新生
児に対する周産期医療の充実を図る。

68,568千円
市立病院経営管
理課

　夜間における急病患者に医療を提供する。
　・指定管理者　　鹿児島市医師会
　・診療日　　毎日
　・診療科目・時間
　　内科、小児科、外科
　　　…午後７時～翌朝7時（休日午後6時開始）
　　産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科
　　　…午後７時～午後10時（休日午後6時開始）
　　※産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科はオンコール制

343,390千円 保健政策課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　乳幼児健康診査における育児支援の強化、関係機関との連携を図る。 0千円 母子保健課

　中学3年生までのこどもの医療費の一部を助成する。市町村民税非課税世帯については、18歳ま
でを対象に、医療機関等での窓口負担をなくす。
・ 助成見込件数：358,441件（うち現物給付方式対象分は49,427件）

1,478,463千円 こども福祉課

　未熟児に対し必要な医療費の一部を給付する。
　・実人員　282人

122,719千円 母子保健課

　身体に障害のある児童に対して専門的な医療により、児童の障害の回復と健全な発育を図る。
　給付人員　600人

24,305千円 母子保健課

　小児慢性特定疾病医療費助成制度に基づき、医療費を助成するとともに、指定医療機関や指定
医師の指定を行う

241,955千円 母子保健課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(３) ⑥ 小児保健医療の推進　　イ 乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）予防対策の推進

乳幼児突然死症候群予防
の啓発

　SIDS予防のポスター掲示とチラシの配布を妊産婦健康相談、乳幼児健診、育児相
談、育児教室、母親・父親になるための準備教室で行った。

0千円

受動喫煙防止対策事業
［再掲］

　（３）―②―ウの再掲 ―

妊婦とその家族への禁煙の
指導［再掲］

　（３）―①―イの再掲 ―

健康増進計画推進事業［再
掲］

　（３）―①―イの再掲 ―

(３) ⑥ 小児保健医療の推進　　ウ 予防接種推進への取組

予防接種事業の推進

　各種の予防接種を行った。
・ジフテリア　・百日せき　・急性灰白髄炎（ポリオ）　・麻しん　・風しん　・日本脳炎　・破
傷風　・結核（ＢＣＧ）　・Ｈｉｂ感染症　・小児用肺炎球菌　・ヒトパピローマウイルス感染
症（子宮頸がん）　・水痘　・Ｂ型肝炎・ロタウイルス感染症

1,741,975千円
(事業費全体)

予防接種に関する情報の提
供

　接種対象年齢到達時の通知、1歳6か月、3歳児健診の際に接種勧奨を行った。
1,741,975千円

(事業費全体)

(終)麻しん・風しん予防接種
事業の推進

　麻しん風しん混合ワクチンの接種歴のない7歳以上20歳未満の方に対して、予防接
種に要する経費の全額助成を行った。(計画年数の経過に伴い、R3年度で終了)

1,284千円

おたふくかぜ予防接種事業
の推進

　１歳以上２歳未満の方と５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間の方におたふく
かぜワクチンの予防接種に要する費用の一部助成を行った。

34,603千円

骨髄移植等によるワクチン
再接種助成事業の推進

（R4年度の新規事業） ―

新型コロナウイルスワクチン
予防接種事業の推進

新型コロナウイルスワクチンの予防接種を行った。
3,395,410千円

(事業費全体)

(３) ⑥ 小児保健医療の推進　　エ 不慮の事故防止対策への取組

小児の発達段階に応じた事
故防止対策と応急手当法の
普及

　小児の発達段階に応じた事故防止対策と応急手当法の普及を妊産婦健康相談、
乳幼児健診、1歳6か月児及び3歳児健康診査、育児教室、育児相談、母親・父親に
なるための準備教室で行った。

0千円

セーフコミュニティ促進事業
（子どもの安全）

　28年1月に国際認証を取得（R3.1再取得）したセーフコミュニティにおける７分野の１
つである子どもの安全についての取組を推進した。

・子どもの安全対策委員会
　4回開催（うち書面開催2回）

96千円

(３) ⑥ 小児保健医療の推進　　オ 歯科口腔保健の推進

乳幼児健康診査事業（歯科
健診）

　各保健センター等で実施する１歳６か月児及び３歳児健康診査において、歯科健診
や歯みがき指導等を行った。
　・1歳6月児　  5,305人
　・3歳児　　　   5,404人

129,279千円
（事業費全体）

乳幼児歯の健康づくり事業

　むし歯の発生を予防するため、1歳、2歳、2歳6か月、就学前児に対し歯科健康診
査及びフッ素塗布を定期的に行った。
　・受診者数　1歳児　3,446人　2歳児　3,460人　2歳6か月児　3,532人
　　就学前　3,647人

35,345千円

子ども達の歯と口の健康を
守るための歯科健診事業

　むし歯の発生を予防するため、小学1年生を対象とする歯科健診及びフッ素塗布を
行った。
　・受診者数　小学一年生　3,324人

13,945千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　SIDS予防のポスター掲示とチラシの配布を妊産婦健康相談、乳幼児健診、育児相談、育児教室、
母親・父親になるための準備教室で行う。

0千円 母子保健課

　（３）―②―ウの再掲 ― 保健政策課

　（３）―①―イの再掲 ― 母子保健課

　（３）―①―イの再掲 ― 保健政策課

　各種の予防接種を行う。
・ジフテリア　・百日せき　・急性灰白髄炎（ポリオ）　・麻しん　・風しん　・日本脳炎　・破傷風　・結核
（ＢＣＧ）　・Ｈｉｂ感染症　・小児用肺炎球菌　・ヒトパピローマウイルス感染症（子宮頸がん）　・水痘　・Ｂ
型肝炎　・ロタウイルス感染症

2,386,051千円
(事業費全体)

感染症対策課

　接種対象年齢到達時の通知、1歳6か月、3歳児健診の際に接種勧奨を行う。
2,386,051千円

(事業費全体)
感染症対策課

計画年数の経過に伴い、R3年度で終了 ― 感染症対策課

　１歳以上２歳未満の方と５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間の方におたふくかぜワクチンの
予防接種に要する費用の一部助成を行う。

36,104千円 感染症対策課

　骨髄移植等で免疫が低下・消失した方に対し、ワクチンの再接種費用を助成する。
※新規事業

2,434千円
(事業費全体)

感染症対策課

新型コロナウイルスワクチンの予防接種を行う。
1,891,843千円

(事業費全体)
(繰越明許費)

感染症対策課

　小児の発達段階に応じた事故防止対策と応急手当法の普及を妊産婦健康相談、乳幼児健診、1
歳6か月児及び3歳児健康診査、育児教室、育児相談、母親・父親になるための準備教室で行う。

0千円 母子保健課

　２８年１月国際認証を取得（R3.1再取得）したセーフコミュニティにおける７分野の１つである子どもの
安全についての取組を推進する。

　・子どもの安全対策委員会　　３回開催

180千円 こども政策課

　各保健センター等で実施する１歳６か月児及び３歳児健康診査において、歯科健診や歯みがき指
導等を行う。
　・1歳6月児　  4,652人
　・3歳児　　　   4,636人

138,862千円
（事業費全体）

保健予防課

　むし歯の発生を予防するため、1歳、2歳、2歳6か月、就学前児に対し歯科健康診査及びフッ素塗
布を定期的に行う。
　・受診者見込数　1歳児　3,443人　2歳児　3,700人　　2歳6か月児　3,542人　　就学前　3,676
人

34,807千円 保健予防課

　むし歯の発生を予防するため、小学1年生を対象とする歯科健診及びフッ素塗布を行う。
　・受診者見込数　小学一年生　3,628人

14,985千円 保健予防課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

妊婦健康診査・健康相談事
業（歯科健診）

　母子健康手帳交付時に併設して実施する妊産婦健康相談において、歯科健診や
集団指導を行った。
　・妊産婦健康相談：　4,220人
　・開催回数　　　 　　　192回

(2)－①の再掲
469,699千円
（事業費全体）

育児相談における歯科相談
と歯みがき指導（育児支援
事業）

　各保健センター・地域公民館・福祉館で実施する育児相談で歯科相談や歯みがき
指導を行った。
　・保健センター：　115回
　・地域公民館・福祉館：　7会場　55回

3,961千円
（事業費全体）

学校における歯科口腔保健
教育の実施

　児童生徒の発達段階に応じて、各学校の教育課程に沿った教育活動全体(教科や
特別活動)を通して、教諭や養護教諭等が計画的に実施した。また、学校歯科医等を
講師として招聘し，ブラッシング指導等を実施した。

―

(３) ⑦ 小児慢性特定疾病対策の推進　　ア 保護者の医療費負担の軽減

小児慢性特定疾病医療費
（助成事業）［再掲］

　（３）―⑦―ウの再掲 ―

(３) ⑦ 小児慢性特定疾病対策の推進　　イ 小児慢性特定疾病児童等自立支援事業の取組

関係機関と連携した相談会
の開催

　小児慢性特定疾病をもつ児童とその養育する親等の日常生活を送る上での不安や
悩みの軽減を図るため、家庭看護、食事・栄養及び歯科保健に関する指導を行うとと
もに、福祉制度の紹介、精神的支援、学校との連絡調整、その他日常生活に関し必
要な内容について相談事業及び情報の提供等を行った。

3,729千円
（事業全体額）

小児慢性特定疾病児童等
自立支援事業（相談支援事
業）

　小児慢性特定疾病をもつ児童及びその家族に対して、必要な情報提供や助言等を
行うとともに、自立に向けた各種支援策の計画策定等を行う自立支援員を配置した。

3,729千円
（事業全体額）

慢性疾病児童等地域支援
協議会の運営

　慢性的な疾病を抱える子どもが将来自立することができるよう、行政。医療機関、教
育機関、民間団体等で構成する協議会を運営し、地域の支援体制について協議し
た。
　・開催回数　1回（書面開催１回）

3,729千円
（事業全体額）

(３) ⑧ 不妊や不育症に悩む方に対する支援の充実

不妊に悩む方への特定治療
支援事業

　不妊治療の経済的負担の軽減を図るため、不妊治療について助成を行った。
【拡充内容】
　①所得制限の撤廃　②事実婚の夫婦も対象とする　③2回目以降の治療について1
回あたりの助成額上限の引き上げ　④治療後の出産または妊娠12週以降に死産され
た場合の助成回数リセット

319,167千円

不育症治療費助成事業
　不育症治療の経済的負担の軽減を図るため、不育症治療等に要する経費の一部に
ついて助成を行った。

4,200千円

不妊専門相談センター事業
　不妊専門相談センターを設置し、不妊・不育症に関する専門的な相談や心の悩み
等について相談指導を行った。

410千円

(３) ⑨ 指標及び目標一覧

(３) ⑨

No. 指標
3年度
（実績）

6年度
（目標値）

1 妊娠中の妊婦の喫煙率 2.2% 1.7% 0.0%
2 妊娠・出産について満足している者の割合 86.8% 88.4% 88.0%
3 積極的に育児をしている父親の割合 62.3% 68.7% 70.0%
4 乳幼児揺さぶられ症候群を知っている親の割合 96.7% (※2) 96.7%(※2) 100.0%
5 この地域で子育てをしたいと思う親の割合 95.3% 96.5% 96.0%
6 育てにくさを感じた時に何らかの解決方法を知っている親の割合 85.4% 78.2% 95.0%
7 十代の人工妊娠中絶率（※１） 9.4 6.0 6.5
8 むし歯のない3歳児の割合 81.7% 87.1% 90.0% 　
※１　分母に15～19歳の女子人口、分子に15歳未満を含めた「人工妊娠中絶件数」を用いて計算（女子人口千対）
※２　令和元年度実績

母性及び乳幼児等の健康の確保及び推進
⑨指標及び目標一覧

平成30年度
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　母子健康手帳交付時に併設して実施する妊産婦健康相談において、歯科健診や集団指導を行
う。
　・受診者見込数：　 4,812人
　・開催回数:　　　　　 192回

469,859千円
（事業費全体）

保健予防課

　各保健センター・地域公民館・福祉館で実施する育児相談で歯科相談や歯みがき指導を行う。
　・保健センター：　138回
　・地域公民館・福祉館：　7会場　26回

3,303千円
(事業費全体)

保健予防課

　児童生徒の発達段階に応じて、各学校の教育課程に沿った教育活動全体(教科や特別活動)を通
して、教諭や養護教諭等が計画的に実施する。また、学校歯科医等を講師として招聘し，ブラッシン
グ指導等を実施する。

― 保健体育課

　（３）―⑦―ウの再掲 ― 母子保健課

　小児慢性特定疾病をもつ児童とその養育する親等の日常生活を送る上での不安や悩みの軽減を
図るため、家庭看護、食事・栄養及び歯科保健に関する指導を行うとともに、福祉制度の紹介、精神
的支援、学校との連絡調整、その他日常生活に関し必要な内容について相談事業及び情報の提供
等を行う。

4,690千円
（事業全体額）

母子保健課

　小児慢性特定疾病をもつ児童及びその家族に対して、必要な情報提供や助言等を行うとともに、自
立に向けた各種支援策の計画策定等を行う自立支援員を配置する。

4,690千円
（事業全体額）

母子保健課

　慢性的な疾病を抱える子どもが将来自立することができるよう、行政、医療機関、教育機関、民間
団体等で構成する協議会を運営し、地域の支援体制について協議する。

4,690千円
（事業全体額）

母子保健課

不妊治療の経済的負担の軽減を図るため、不妊治療について助成を行う。
※令和4年度からの不妊治療の保険適用に伴い、経過措置として、年度をまたぐ一回の治療を助成
金の対象とする。

45,791千円 母子保健課

　不育症治療の経済的負担の軽減を図るため、不育症治療等に要する経費の一部について助成を
行う。

4,914千円 母子保健課

　不妊専門相談センターを設置し、不妊・不育症に関する専門的な相談や心の悩み等について相談
指導を行う。

438千円 母子保健課

― 母子保健課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(４) 子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備

① 次世代の親の育成

ライフデザインセミナー開催
事業［再掲］

　（３）－④－アー（ア）の再掲 ―

高校生のためのライフデザイ
ンセミナー開催事業［再掲］

― ―

幼稚園等における未就園児
の親子登園

　未就園児の親子登園を実施することにより、幼稚園の教育について情報発信をし、
開かれた幼稚園づくりに努めた。

―

保育所等における子育て広
場

　地域子育て支援センター事業実施施設と、地域の保育所等の連携を図ることによっ
て、親子のふれあい広場や育児講座等の充実を図った。

64,127千円
（事業全体額）

保育所地域活動事業
　異年齢児交流等事業などの特別の保育科目を設定して保育を行う保育所に経費の
一部を補助した。
　補助対象保育所：110か所

6,935千円

(４) ② 子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備　　－　　ア 確かな学力の育成

少人数指導、習熟の程度に
応じた指導などの指導方法
改善の取組

　小学校では算数、中学校では数学・英語等を中心に、児童生徒の実態に応じて習
熟の程度に応じた少人数指導やティ―ムティ―チングを実施するなど指導方法改善
に取り組んだ。

―

教育の情報化推進事業

　児童生徒の情報活用能力を培うとともに、操作技能の向上を図った。また、学校での
ＩＣＴ活用を推進するとともに、教員のＩＣＴ活用指導力向上のため、ＩＣＴ支援員による教
職員向けの研修や授業支援、児童生徒の操作支援を行った。教科指導の充実やより
分かりやすい授業の推進のため、鹿児島市教育情報ネットワークシステム(KEIネット)の
利用環境の充実及び整備したコンピュータ機器等の維持管理を行うとともに、ＧＩＧＡス
クール構想に基づくタブレット端末及び校内通信ネットワークの整備等を行った。

1,147,291千円

国際理解教育の推進事業
　71人の英会話活動協力員を各小学校に、20人の外国語指導助手を各中・高等学
校に派遣し、１学級平均小学校で25.7時間担任と、中学校で22.8時間、高等学校で
10.4時間英語担当教員とティームティーチングを実施した。

157,895千円

学力検査の実施事業
　全小学校６年生に４教科（国、社、算、理）、全中学校１年生に４教科（国、社、数、
理）及び２年生に１教科（英語）の学力検査を実施した。

17,471千円

(４) ② 子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備　　－　　イ 豊かな心の育成

市道徳教育研究会
　道徳教育研修会を実施し、学校や家庭、地域の方々の協力による開かれた道徳教
育の充実を図った。

13千円

フレンドシップ支援事業

　不登校や緊急避難等の児童生徒のための居場所づくりや、学校復帰のための相談
や学習支援、より専門性を必要とするカウンセリング等を実施し、全フレンドシップ(適応
指導教室)で小学生を受け入れるなど弾力的な運用を行う。
　・適応指導教室　5教室　通級生　小学生　26人　中学生　128人　計　154人
　・学習支援生徒数　小学生　16人　中学生　33人　計　49人
　・臨床心理相談員相談回数　3,625回
　・心のパートナー登録学生　122名
　　適応指導教室派遣回数　224回　要請学校派遣回数　388回　計　612回

49,842千円

教育相談の充実事業
　教育相談室での相談回数　5,106回
　市スクールカウンセラー相談回数　7,866回
　文科省スクールカウンセラー相談回数　2,335回

52,235千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　（３）－④－アー（ア）の再掲 ― 母子保健課

　（３）－④－アー（ア）の再掲 ― こども政策課

　未就園児の親子登園を実施することにより、幼稚園の教育について情報発信をし、開かれた幼稚
園づくりが行われるようにする。

― 保育幼稚園課

　地域子育て支援センター事業実施施設と、地域の保育所等の連携を図ることによって、親子のふ
れあい広場や育児講座等の充実を図る。

73,614千円
（事業全体額）

こども政策課

　異年齢児交流等事業などの特別の保育科目を設定して保育を行う保育所に経費の一部を補助す
る。
　補助対象保育所：119か所(見込み)

13,360千円 保育幼稚園課

　小学校では算数、中学校では数学・英語等を中心に、児童生徒の実態に応じて習熟の程度に応じ
た少人数指導や専科指導を実施するなど指導方法改善に引き続き取り組む。

― 学校教育課

　児童生徒の情報活用能力を培うとともに、操作技能の向上を図る。また、学校でのＩＣＴ活用を推進
するとともに、教員のＩＣＴ活用指導力向上のため、ＩＣＴ支援員による学校への校内研修等への派遣
や操作・活用を図るための動画マニュアル等の作成を行う。教科指導の充実やより分かりやすい授業
の推進のため、鹿児島市教育情報ネットワークシステム(KEIネット)の利用環境の充実及び整備したコ
ンピュータ機器等の維持管理を行う。

1,083,978千円 学校ＩＣＴ推進センター

　約８０人の英会話活動協力員を各小学校に派遣し、年間１・２年生で３時間、３・４年生で26時間、
５・６年生で53時間、担任とのティームティーチングを実施させ、国際感覚と外国語によるコミュニ
ケーション能力の素地や基礎を育むとともに、21人の外国語指導助手を各中・高等学校に派遣し、
中学生で年間25時間、高校で年間15時間英語担当教員とのティームティーチングを実施させ、英
語によるコミュニケーション能力の向上を図る。

185,038千円 学校教育課

　全小学校２年生に２教科（国、算、）、４年生に２教科（国、算）、6年生に4教科（国、社、算、理）全
中学校１年生に４教科（国、社、数、理）及び２年生に３教科（国、数、英）の学力検査を実施すること
により、本市児童生徒の学力を把握し、個に応じた指導の充実を図る。

39,784千円 学校教育課

　道徳科の授業を通して、その意義の理解を図りながら指導法の工夫・改善を図るとともに、学校や家
庭、地域の方々の協力による開かれた道徳教育の充実に資する。

13千円 学校教育課

　不登校や緊急避難等の児童生徒のための居場所づくりや、学校復帰のための相談や学習支援、よ
り専門性を必要とする心理検査やカウンセリング等を実施し、全フレンドシップ(適応指導教室)で小学
生を受け入れるなど弾力的な運用を行う。
　・フレンドシップ　5教室
　・学習支援
　・臨床心理相談
　・心のパートナーのフレンドシップおよび要請学校派遣

52,658千円 青少年課

　面接や電話による教育相談室での教育相談や、スクールカウンセラーによる小・中・高等学校を訪
問してのカウンセリング等を行う。

53,938千円 青少年課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

スクールソーシャルワーカー
活用事業

　スクールソーシャルワーカーを活用し、さまざまな課題を抱えた児童生徒に対し、当
該児童生徒が置かれた環境へ働きかけたり、関係機関等とのネットワークを活用したり
するなど多様な支援方法を用いて課題解決を図った。

相談を受けた児童生徒数
　小学生　225人、中学生　176人、高校生　3人　計404人

17,879千円

鹿児島芸術鑑賞事業

○芸術家派遣プロジェクト
　　地元芸術家による派遣公演を実施した。
  　（小・中学校33カ所、子育て支援施設 5カ所,参加人数：8,615人）
○劇団四季「こころの劇場」
　市内の小学校6年生を対象に劇団四季ミュージカル公演のオンラインでの観劇会を
実施した。
　（児童数：3,083人）
○学校巡回芸術劇場（市町村による青少年劇場）
　　中央の文化芸術団体による児童演劇の上演を行った。
　　（小学校3校：1,601人）

7,866千円

「こころの言の葉」コンクール
事業

　中学生とその保護者の手紙文コンクールを実施し、優秀作品集を編集し、市内の全
中学生に配布した。

1,600千円

個性あふれる学校づくり推
進事業

　総合的な学習の時間等において、地域人材や著名人を活用するなどして、体験活
動等を充実させ、特色ある教育活動を展開できた。

12,155千円

かごしまメルヘン館等におけ
る読み聞かせ等の実施

　かごしま近代文学館・メルヘン館、市民文化ホール等において、子どもたちが本や音
楽に親しむことができるよう、読み聞かせや音楽鑑賞のイベントを実施した。
　　※読み聞かせ　29回
　　※音楽鑑賞　　4回

607,374千円

(a)  保育所
　こどもの心が育つ保育推進事業補助金
　絵本に親しむ活動の推進や保育園での読み聞かせの環境の充実のために要する経
費の一部を補助した。
　補助対象保育所：123か所

14,323千円

（ｂ）幼稚園等
　私立幼稚園等の学級数に応じて、絵本に親しむ活動費、読み聞かせ奨励費の補助
を行った。（私立幼稚園協会加入園）

12,858千円

読み聞かせ講師派遣事業
　子どもの読書活動を推進するため、申請に応じて読み聞かせやブックトークの講師を
派遣した。（13回）

24千円

「金の鈴」読み聞かせ会
　子どもの読書活動へのきっかけづくりとするため、校区公民館において、夏休み、冬
休み、春休み期間中にボランティアによる読み聞かせを実施した。

9,560千円

ふれてみよう！かごんま弁
事業

　児童生徒が鹿児島弁に触れる機会を提供するため、鹿児島弁のf級、継承に取り組
む文化団体を小・中学校に派遣し、鹿児島弁を使った朗読、演劇等のプログラムを実
施した。（市内の小学校9校、中学校2校　合計12校・790人）

436千円

生物多様性学習推進事業

　本市の自然や生き物と私たちの暮らしとの関係など生物多様性について、分かりやす
く学習できる小学生向けWEB教材「かごしま生きものラボ」及び副読本をホームページ
上で公開し、運用するとともに、その周知・広報を行った。
　WEBサイトアクセス数：40,472件

688千円

保育所、幼稚園等における
絵本の読み聞かせ活動の
推進
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　スクールソーシャルワーカーを活用し、さまざまな課題を抱えた児童生徒に対し、当該児童生徒が
置かれた環境へ働きかけたり、関係機関等とのネットワークを活用したりするなど多様な支援方法を用
いて課題解決を図る。

19,711千円 青少年課

○芸術家派遣プロジェクト
　　地元芸術家による派遣公演を実施する。
  　（小・中学校33カ所、子育て支援施設 5カ所）
○劇団四季「こころの劇場」
　　市内の小学校6年生を対象に劇団四季ミュージカル公演のオンラインでの観劇会を実施する。
○学校巡回芸術劇場（市町村による青少年劇場）
　　中央の文化芸術団体による児童演劇の上演
　　（小学校3校）

8,016千円 文化振興課

　中学生とその保護者の手紙文コンクールを実施し、優秀作品集を選出し、市のＨＰで公表すること
で、相手の存在の意義と自分の在り方・生き方について考えさせる契機とする。

323千円 学校教育課

　総合的な学習の時間等において体験活動やキャリア教育を充実させ、特色ある教育活動を展開さ
せることにより、児童生徒一人一人の個性を尊重し、自ら学び考える力や豊かな人間性などの生きる
力を育成する。

15,681千円 学校教育課

　かごしま近代文学館・メルヘン館、市民文化ホール等において、子どもたちが本や音楽に親しむこと
ができるよう、読み聞かせや音楽鑑賞等のイベントを実施する。
　　※読み聞かせ　　約　50回
　　※音楽鑑賞　　 　約　3回

615,891千円
（事業費全体）

文化振興課

(a)  保育所
　こどもの心が育つ保育推進事業補助金
　絵本に親しむ活動の推進や保育園での読み聞かせの環境の充実のために要する経費の一部を補
助する。
　補助対象保育所：128か所

16,424千円 保育幼稚園課

（ｂ）幼稚園等
　私立幼稚園等の学級数に応じて、絵本に親しむ活動費、読み聞かせ奨励費の補助を行う。（私立
幼稚園協会加入園）

13,536千円 保育幼稚園課

　子どもの読書活動を推進するため、申請に応じて読み聞かせやブックトークの講師を派遣する。 78千円 図書館

　子どもの読書活動へのきっかけづくりとするため、校区公民館において、夏休み、冬休み、春休み期
間中にボランティアによる読み聞かせを実施する。小学生は誰でも参加可能とし、近隣の児童クラブ
と連携して実施する。

10,053千円
（事業費全体）

文化振興課

　児童生徒が鹿児島弁に触れる機会を提供するため、鹿児島弁の普及、継承に取り組む文化団体
を小・中学校に派遣し、鹿児島弁を使った朗読、演劇等のプログラムを実施する。（市内の小・中学校
14校で実施予定）

436千円 文化振興課

　本市の自然や生き物と私たちの暮らしとの関係など生物多様性について、分かりやすく学習できる小
学生向けWEB教材「かごしま生きものラボ」及び副読本をホームページ上で公開し、運用するととも
に、その周知・広報を行う。

702千円 環境保全課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

学校版ISO認定事業

　環境にやさしい学校づくりの取組が継続されるよう情報提供等により支援するととも
に、学校版環境ＩＳＯ認定制度に基づき、取組状況を審査した。
　更新審査校数：50校・新規認定校数：1校（認定校１１９校）
　継続審査校数：68校

640千円

ブックガイド作成
　子どもが主体的に読書活動に取り組む環境づくりを推進するため、「小学生にすすめ
る50冊～１・２・３年生用～」ポスターを２,４００枚作成し、学校を通じて各学級、各学
校図書室に1枚、各公民館図書室に１枚ずつ配布した。

155千円

(４) ② 子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備　　－　　ウ 健やかな体の育成

スポーツ少年団の育成
　ブロック別交歓交流大会（※コロナ感染拡大防止のため中止）
　年末クリーン作戦（６，３９８人）
　初級ジュニアスクール（７人）

0千円

運動部活動活性化事業
　運動部活動の専門的な指導者を必要とする市立中・高等学校に指導協力者を派
遣し、各学校の運動部活動の活性化と望ましい運営及び指導の充実を図った。
　人員・時間：64人・年間5,452.5時間（1人当たり　約 85時間）

8,724千円

定期健康診断の実施と事後
指導の充実

　医師会、歯科医師会等の協力のもと、令和２年度中に児童生徒の定期健康診断を
実施する。有所見者に対しては治療勧告をするとともに、心臓、腎臓等の精密検査を
行った。

49,811千円

学校保健担当者研修会、
養護教諭等研修会

　４月に養護教諭等に対し、養護教諭の役割及び定期健康診断の概要と実施等につ
いて研修会を書面によ開催した。
　５月に学校保健担当者に対して、学校保健、学校安全に関する管理と指導の仕方
について研修会を書面により開催した。

0千円

体育実技講習会

　職務や経験年数、教科領域等の課題を踏まえて研修内容を充実し、教職員の資質
を向上させるための講習会を行った。【小学校体育実技講習会，中・高等学校体育実
技講習会,小・中学校初任校1年目研修(オンライン研修),小・中・高等学校教員水泳
指導法講習会】

10千円

地域スポーツクラブの運営
活性化

　スポーツ教室開催（２２０回、４，９７４人）
　鹿児島市地域スポーツクラブ育成連絡協議会の開催
　（５月２１日(金)、１０月１日(金)の２回開催）
　地域スポーツクラブ対抗グラウンド・ゴルフ交流大会（※コロナ感染拡大防止のため
中止）
　地域スポーツクラブ対抗ソフトバレーボール交流大会（１１月１３日(土)　６９人）

66,214千円
（事業全体）

（終）市民生き生きスポ・レク
フェスタ

　※３年度当初予算における休止事業 -

市ホームページ魅力アップ
事業

ー ―

(４) ② 子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備　　－　　エ 信頼される学校づくり

学校評価の推進
　全ての学校で、自己評価及び学校関係者評価を実施し、学校便りやホ―ムペ―ジ
等で公表した。

―

教職員等研修事業 　経験に応じた研修、専門性を高める研修、職能に応じた研修会を実施した。 2,740千円

保育所や幼稚園等と小学校
との連携の推進

　小学校が入学前の検診及び入学説明会を実施する際に連携を図った。
　また、子どもの育ちを小学校につなぐための資料である保育所児童保育要録を保育
所から小学校へ送付し連携を図った。

―

(４) ③学校・家庭・地域の連携・協働による教育力の向上　　―　　ア 家庭の教育力の向上

家庭教育学級

　家族関係や家庭教育のあり方を身につけ、健全な子どもの育成を図ることを目的とし
て、保護者への学習機会を提供するために、開設と運営を依頼した。
　小学校　78校　5,696人
　中学校　39校　4,298人　　計9,994人

1,212千円

乳幼児期の家庭教育セミ
ナー

　幼稚園・保育園（所）と連携し、乳幼児の保護者を対象とした「家庭教育セミナー」の
実施を依頼した。
　35保育所（園）･幼稚園　　912人

334千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　環境にやさしい学校づくりの取組が継続されるよう情報提供等により支援するとともに、学校版環境Ｉ
ＳＯ認定制度に基づき、取組状況を審査する。
　更新審査校数：29校（認定校１１9校）
　継続審査校数：90校

４６４千円 環境保全課

　子どもが主体的に読書活動に取り組む環境づくりを推進するため、「小学生おすすめ50冊」ポスター
（小学4～6年生向けのもの）を2,400枚作成し、学校を通じて4・5・6年生の各学級と図書室に1枚ず
つ配布する。

25千円 図書館

　１２ブロックでの交流大会、１５競技種目別交流大会、年末クリーン作戦、ジュニアリーダースクール
等を開催予定

1,700千円
スポーツ課
（スポーツ振興協
会）

　運動部活動の専門的な指導者を必要とする市立中・高等学校に指導協力者を派遣し、各学校の
運動部活動の活性化と望ましい運営及び指導の充実を図る。
　人員・時間：55人・1人あたり　年間100時間

9,112千円 保健体育課

　医師会、歯科医師会等の協力のもと、児童生徒の定期健康診断を実施する。有所見者に対しては
治療勧告をするとともに、心臓、腎臓等の精密検査を行う。

51,176千円 保健体育課

　４月に養護教諭等に対して、養護教諭の役割及び定期健康診断の概要と実施等について研修会
を実施する。
　５月に学校保健担当者に対して、学校保健、学校安全に関する管理と指導の仕方について研修会
を実施する。

14千円 保健体育課

　職務や経験年数、教科領域等の課題を踏まえて研修内容を充実し、教職員の資質を向上させるた
めの講習会を行う。【小・中・高等学校教員水泳指導法講習会,小学校体育実技講習会,中・高等学
校体育実技講習会, 小・中学校初任校1年目研修】

70千円 保健体育課

　地域スポーツクラブに、スポーツ教室の運営を委託する。
　鹿児島市地域スポーツクラブ育成連絡協議会及び講師による研修会を年３回実施する。
　地域スポーツクラブ対抗スポーツ交流会を年２回開催する。（グラウンド・ゴルフ、ソフトバレー）

67,595千円
（事業全体）

スポーツ課
（スポーツ振興協
会）

　所期の目的を概ね達成したこと等により終了 ―
スポーツ課
（スポーツ振興協
会）

　 高校生以下の子どもを対象に、悩み相談窓口や学習・教育に関する情報の他、本市の歴史・文化
の紹介などを分かりやすく伝える子ども向けコーナーを市ホームページに新設する。

7,890千円 広報課

　全ての学校で、自己評価及び学校関係者評価を実施し、学校便りやホ―ムペ―ジ等で公表する。 ― 学校教育課

　経験に応じた研修、専門性を高める研修、職能に応じた研修会を実施し、教職員の資質向上を図
る。

3,931千円 学校教育課ほか

　小学校が入学前の検診及び入学説明会を実施する際に連携を図る。
　また、子どもの育ちを小学校につなぐための資料である保育所児童保育要録を保育所から小学校
へ送付し連携を図る。

― 保育幼稚園課

　家族関係や家庭教育のあり方を身につけ、健全な子どもの育成を図ることを目的として、保護者へ
の学習機会を提供するために、開設と運営を依頼する。

2,304千円 生涯学習課

　幼稚園・保育園（所）と連携し、乳幼児の保護者を対象とした「家庭教育セミナー」の実施を依頼す
る。

600千円 生涯学習課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

ブックスタート事業

　0歳児とその保護者に絵本・絵本ガイド（0～3歳児向け）等を配布し、家庭での読み
聞かせを通じて赤ちゃんの言葉と心を育むとともに、家族のあたたかい心の交流を支
援した。
　：出生届の際に市民課・各支所市民係で配布（4,980冊）

3.721千円

明日の母親と父親のための
家庭教育講座

　3つの保健センターで妊婦とその配偶者を対象に、親子の絆づくりと発達段階に応じ
たしつけ方等について学習する場として家庭教育講座を開設した。
　5回　121人

50千円

家庭教育支援員研修会へ
の派遣

　県教委社会教育課主催で開催される「家庭教育支援員研修会」に派遣し、子育て
を取り巻く現代的な課題とその解決のための家庭教育のあり方、家庭教育に関する相
談への対応についての研修を通して、資質、指導力、対応力の向上を図った。
　地域公民館の社会教育指導員を派遣した。
　基礎講座　8人　／　スキルアップ講座　2人

0千円

家庭教育に関するプラザ講
座の開設

　乳幼児の母親を対象に各発達の段階に応じた子育てや親のあり方について学習す
る講座を実施した。
　①すこやかベビーママ友講座　7人
　②乳幼児期の食事づくり講座　7人
　③ベビーマッサージ教室（前期）　15組（30人）
　④ベビーマッサージ教室（後期）　15組（30人）
　⑤親子で体操！リフレッシュ講座　　21人

117千円

絵本ガイド配付
　幼児期における絵本選定の支援のために絵本ガイド（4～6歳児向け）を作成し配布
した。（6,167冊）

0円

親子読書教室や読み聞か
せ講座の開催

　家庭や地域、学校等における読書活動の充実に向けて、様々な活動や方法につい
ての研修会を開催した。
　・親子読書グループ等研修会（年１回）

3千円

読み聞かせ講師派遣事業
［再掲］

　（４）－②－イの再掲 ―

母親・父親になるための準
備教室［再掲］

　（３）―①―アの再掲 ―

父親セミナー
　市内の各中学校に、思春期における子育てのあり方や、親のあり方を学ぶ機会を設
けるために「父親セミナー」の開設を依頼した。
　中学校　　32校　835人

81千円

(４) ③ 学校・家庭・地域の連携・協働による教育力の向上　　―　　イ 地域の教育力の向上

学校支援ボランティア事業

  地域全体で学校教育を支援する体制づくりを推進することにより、教員が子どもと向
き合う時間の増加や住民等の学習成果の活用機会の拡充、地域の教育力の活性化
を図ることを目的として実施した。
　事業数：12,561件
　活動者数：41,975人
　登録者数：9,591人

41,971千円

おやじの会活動支援事業
（参考）
　おやじの会活動の充実のために企画運営の研修や活動費の補助を行った。

619千円

少年自然の家主催事業

【親子ふれあいシリーズ】
・春の１ＤＡＹキャンプ　（5/1）　54人
・夏の１ＤＡＹキャンプ　（8/28）　中止
・親子でキャンプに挑戦　（9/18～19）　中止
・秋の１ＤＡＹキャンプ　（9/26）　中止
・親子で作ろうクリスマスリース　（12/5）　70人
・親子で作ろうクリスマスミニツリー　（12/5）　57人
・親子で作ろうミニ門松Ⅰ　（12/25）　86人
・親子で作ろうミニ門松Ⅱ　（12/26）　92人
・親子で挑戦～凧作り・焼き芋～　（1/16）　86人
・自然の家がやってきた中央公民館　（2/6）　中止
・親子で作ろうおいしいピザ　（2/13）　中止
・冬の１ＤＡＹキャンプ　（2/20）　中止
・魅力発見！寺山ウォーク　（3/6）　中止

3,563千円
（事業全体額）
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　0歳児とその保護者に絵本・絵本ガイド（0～3歳児向け）等を配布し、家庭での読み聞かせを通じて
赤ちゃんの言葉と心を育むとともに、家族のあたたかい心の交流を支援する。
　：出生届の際に市民課・各支所市民係で配布

3,473千円 図書館

　市立病院と４つの保健センターで妊婦とその配偶者を対象に、親子の絆づくりと発達段階に応じたし
つけ方等について学習する場として家庭教育講座を開設する。

120千円 生涯学習課

　県教委社会教育課主催で開催される「家庭教育支援員研修会」に派遣し、子育てを取り巻く現代
的な課題とその解決のための家庭教育のあり方、家庭教育に関する相談への対応についての研修を
通して、資質、指導力、対応力の向上を図る。
　生涯学習課及び各地域公民館の社会教育指導員を派遣予定

0千円 生涯学習課

　乳幼児の母親を対象に各発達の段階に応じた子育てや親のあり方について学習する講座を実施す
る。
　①すこやかベビーママ友講座　　　１０人
　②乳幼児期の食事づくり講座　　　８人
　③ベビーマッサージ教室（前期）　１５組（３０人）
　④ベビーマッサージ教室（後期）　１５組（３０人）
　⑤親子で体操！リフレッシュ講座　　２０人

117千円 生涯学習課

　乳幼児期における絵本選定の支援のために絵本ガイド（4～6歳児向け）を作成し配布する。 286千円 図書館

　家庭や地域、学校等における読書活動の充実に向けて、様々な活動や方法についての研修会を開
催する。

3千円 図書館

　（４）－②－イの再掲 ― 図書館

　（３）―①―アの再掲 ― 母子保健課

　市内の各中学校に、思春期における子育てのあり方や、親のあり方を学ぶ機会を設けるために「父
親セミナー」の開設を依頼する。

165千円 生涯学習課

  地域全体で学校教育を支援する体制づくりを推進することにより、教員が子どもと向き合う時間の増
加や住民等の学習成果の活用機会の拡充、地域の教育力の活性化を図ることを目的として実施す
る。

45,993千円 生涯学習課

　おやじの会活動の充実のために企画運営の研修や活動費の補助を行う。 1,519千円 生涯学習課

【親子ふれあいシリーズ】
・春の１ＤＡＹキャンプ　（4/30）
・夏の１ＤＡＹキャンプ　（7/2）
・親子でキャンプに挑戦　（9/10～11）
・秋の１ＤＡＹキャンプ　（9/24）
・親子で作ろうクリスマスリース　（12/4）
・親子で作ろうミニ門松Ⅰ　（12/24）
・親子で作ろうミニ門松Ⅱ　（12/25）
・冬の１ＤＡＹキャンプ　（1/28）
・窯焼きピザに親子で挑戦　（2/5）
・魅力再発見！寺山ウォーク　（3/4）

3,539千円
（事業全体額）

少年自然の家
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

宮川野外活動センター管理
運営事業

・親子陶芸教室　 4/17、5/16（122人）
・宮川親子フェスタ　4/24（31人）
・秋を楽しむ親子のつどい　 11/6 　　( 28人)
・冬を楽しむ親子のつどい　12/12 　( 33人)

4,649千円

市民体力づくり事業（親子ふ
れあい水泳教室）

　第１回６月（６日間実施）　１９４人
　第２回９月（６日間実施）　※コロナ感染拡大防止のため中止
　第３回１月（６日間実施）　１３２人

243,378千円
（事業全体）

海洋性スポーツ事業

　ヨットとふれあう体験帆走　４回開催　　　　　　　　　　　　　 ３３８人
　ジュニアヨット教室（小・中学生向け５日間講座）　　　　　　　 ２７人
　かごしまヨット教室（高校生以上初心者向け５日間講座　）　  １９人
　シーカヤック体験講座（一般向け及び親子向け）　５回開催　９８人　※２回中止

66,214千円
（事業全体）

夏休み親子体験学習教室

　夏休み期間中に、古代の生活の一部を体験する古代体験学習を実施し、歴史や埋
蔵文化財に対する理解を深めてもらうとともに、親子が語らう場を提供した。
　内容：土器づくり、土笛・土鈴づくり、まが玉づくりなど
　実績：参加者数　608人

81,498千円
（事業全体額）

親子ふれあいウィーク

　ゴールデンウィーク期間中に、親子ふれあいステージ、古代の火おこし体験等を実施
し、家族で一緒に楽しく過ごす場を提供した。
　内容：親子ふれあいステージ、こどもの日フェスティバル、火おこし体験など
　　実績：1,819人

81,498千円
（事業全体額）

グリーン・ツーリズム推進事
業

　都市部住民と農村地域の交流を通して、地域の活性化を図るグリーン・ツーリズムを
推進した。
【農作業体験学習の実施】
　農業に対する理解を深めるため、市内農村地域において農作業体験学習を実施し
た。
　7地区、延13回、延参加者数　313人

478千円

桜島・錦江湾ジオパーク推
進事業

　観光交流や自然科学への認識向上、鹿児島への愛着や誇りの醸成を図るため、ジ
オパーク活動を推進した。
【桜島・錦江湾ジオパーク副読本の活用】
　小学校６年生の全児童に「大地のつくりと変化」について地域資源を通して分かりや
すく学べる副読本を鹿児島市、姶良市、垂水市の小学校に配布し、活用を図った。
【桜島・錦江湾ジオパークワークショップ】
　ジオに関する関心を高めるため、イベント等において、ワークショップを実施した。
　（実施場所）桜島フェリーよりみちクルーズ、環境フェスタなど

37,288千円
（事業全体額）

観光農業公園管理運営事
業

　食と農への理解や関心を深めるため、観光農業公園において農業・調理・自然・環
境の各種体験プログラムを実施した。

197,760千円
（事業費全体額）

かごしま環境未来館におけ
る環境学習に関する講座
［再掲］

　（３）―⑤の再掲 ―

地球を守るぞ！エコ保育所・
幼稚園・認定こども園促進
事業

　環境に優しいライフスタイルを実践する施設を、エコ保育所等として認定し、その取組
を支援した。
　認定予定数：85施設
　（かごしま環境未来財団が指定管理業務として実施）

177,232千円
（事業全体額）

親子で取り組む「もやせるご
み」減量実践モニター事業

※３年度休止事業 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

・宮川親子フェスタ　 　4/23
・秋を楽しむ親子のつどい　 　11/5
・冬を楽しむ親子のつどい　 　12/11

4,960千円 青少年課

　親と子が一緒に水に親しみながらふれあいを深めるために、鴨池公園水泳プールで指定管理者の
協力による無料教室を実施する。
１回２０組４０名（第３回まで実施）

231,063千円
（事業全体）

スポーツ課

　ヨットとふれあう体験帆走（年４回）、ジュニアヨット教室、かごしまヨット教室を鹿児島県セーリング連
盟へ委託し実施する。
　また、シーカヤック体験講座（年８回）を鹿児島市カヌー協会へ委託し実施する。

67,595千円
（事業全体）

スポーツ課
（スポーツ振興協
会）

　夏休み期間中に、古代の生活の一部を体験する古代体験学習を実施し、歴史や埋蔵文化財に対
する理解を深めてもらうとともに、親子が語らう場を提供する。
　内容：土器づくり、土器風鈴づくり、まが玉づくりなど
　見込：参加者数　1,000人

87,359千円
（事業全体額）

文化財課
（ふるさと考古歴
史館）

　ゴールデンウィーク期間中に、親子ふれあいステージ、古代の火おこし体験等を実施し、家族で一
緒に楽しく過ごす場を提供する。
　内容：親子ふれあいステージ・こどもの日フェスティバル・火おこし体験など
　実施済：参加者数　1,980人

87,359千円
（事業全体額）

文化財課
（ふるさと考古歴
史館）

　都市部住民と農村地域の交流を通して、地域の活性化を図るグリーン・ツーリズムを推進する。
【農作業体験学習の実施】
　農業に対する理解を深めるため、市内農村地域において農作業体験学習を実施する。

645千円
世界遺産・ジオ・
ツーリズム推進課

　観光交流や自然科学への認識向上、鹿児島への愛着や誇りの醸成を図るため、ジオパーク活動を
推進する。
【ジオキッズ講座】
　子どもや親子を対象に、桜島・錦江湾ジオパークの魅力を学べるワークショップなどを実施する。
　（実施場所）かごしま水族館、市立科学館、鹿児島県立博物館など
【桜島・錦江湾ジオパーク副読本の活用】
　鹿児島市、姶良市、垂水市の小学校６年生の全児童に「大地のつくりと変化」について地域資源を
通して分かりやすく学べる副読本を配布し、活用を図る。
【ジオ出前授業】
　小学校６年理科「大地のつくりと変化」の中で、実験を行うなど出前授業を実施する。
　（実施場所）未定
【桜島・錦江湾ジオパークワークショップ】
　ジオに関する関心を高めるため、イベント等において、ワークショップを実施する。
　（実施場所）桜島フェリーよりみちクルーズ、環境フェスタなど

37,699千円
（事業全体額）

世界遺産・ジオ・
ツーリズム推進課

　食と農への理解や関心を深めるため、観光農業公園において農業・調理・自然・環境の各種体験プ
ログラムを実施する。

206,910千円
（事業費全体額）

世界遺産・ジオ・
ツーリズム推進課

　（３）―⑤の再掲 ― 環境政策課

　環境に優しいライフスタイルを実践する施設を、エコ保育所等として認定し、その取組を支援する。
　認定予定数：90施設
　（かごしま環境未来財団が指定管理業務として実施）

177,047千円
（事業全体額）

環境政策課

　家庭のごみの約８割を占める「もやせるごみ」の減量方法について実践する親子モニターを募集し、
その実践効果を参加したモニターからの意見を踏まえ、市民に取り組みやすい方法を広報し、ごみの
減量化を促進する。
　実施予定期間　 ：７月～８月
　参加予定組数：５０組

321千円 資源政策課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

桜島フェリー体験パスポート
事業

　鹿児島市内及び姶良市内の小学生全員に「よりみちクルーズ」が何回でも利用でき
るパスポートを配付。
　桜島・錦江湾の魅力を身近に感じていただくとともに、「よりみちクルーズ」の利用促進
を図るもの。
　○41,790枚配付
　○実績：605名

131千円

よりみちクルーズ船上セミ
ナー事業

　利用促進を目的として、よりみちクルーズ船内において7月から8月の土曜日に、世
界遺産・ジオパーク推進課と共同で小学生を対象としたジオキッズ講座を実施した。

　(1) 実施日:7月24日、7月31日、８月7日　計３回
　(2) 講　師:ジオパーク推進員
　(3) 内　容:ジオキッズ講座と題して「お魚ぬりえ」を実施
　(4) 参加人数：子ども48名、大人29名（計77名）

0千円

(４) ④ 有害環境から子どもを守る対策の推進

青少年補導センター事業

　青少年の非行を防止し健全育成を図るため街頭補導、電話相談を行った。
街頭補導実績
　1,247回、補導従事者数　2,708人、補導少年数　5,156人
電話相談　8件

8,545千円

青色回転灯を使用した児童
生徒の安全パトロール

　青色回転灯を整備した公用車7台によりパトロ―ルを行った。
　1,219回実施

―

青少年問題協議会

　関係機関・団体の代表が全市的な立場で青少年育成について研究協議を行った。
　協議会　6/4　3、　2/2
　幹事会　　5/13、 1/18
　専門委員会　　8/26（中止）、11/9

172千円

(５) 子育てを支援する生活環境の整備

① 良質な住宅の確保

市営住宅建設事業（子育て
仕様住戸の整備）

　低廉な家賃で賃貸する市営住宅の建設を行った。※（　）内は子育て仕様住戸の戸
数。
　完成：大明丘34戸（4戸）　、　西伊敷31戸（4戸）
　着工：玉里団地42戸（6戸）
・子育て仕様住戸は事業の実効性を確保するために、定期借家制度を導入している。

132,712千円

新婚・子育て世帯向け市営
住宅支援事業

　入居者募集の際、空家2戸のうち1戸を新婚・子育て世帯（小学生以下の子供のい
る世帯）向け住宅として、別枠募集を行った。
　【令和3年度実績】
　　  123戸募集（0.6倍） 　　　（参考）一般世帯　　240戸募集（3.66倍）

―

市営住宅ストック総合改善
事業

―　（対象工事無し） ―

（終）地域活性化住宅建設
事業

鹿児島市公営住宅等長寿命化計画の基本的方向性や東佐多住宅の入居状況等を
踏まえ、地域活性化住宅建設事業を終了する。

―

既存集落活性化住宅建設
事業

　指定既存集落の活力維持の一助とするため、市営住宅の建設に向け、用地取得・
実施設計を行った。（平川地区）
　子供のいる若い夫婦世帯等が入居対象であり、事業の実効性を確保するために、定
期借家制度を導入している。

45,202千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　鹿児島市内及び姶良市内、垂水市内の小学生全員に「よりみちクルーズ」が何回でも利用できるパ
スポートを配付予定。
　桜島・錦江湾の魅力を身近に感じていただくとともに、「よりみちクルーズ」の利用促進を図るもの。
　○42,500枚配付

117千円 船舶局営業課

　利用促進を目的として、よりみちクルーズ船内において7月から8月の土曜日に、世界遺産・ジオ・
ツーリズム推進課と共同で小学生を対象としたジオキッズ講座を実施する。

　(1) 実施日:7月23日、7月30日、８月6日、8月13日　計4回を予定
　(2) 講　師:ジオパーク推進員
　(3) 内　容:ジオキッズ講座と題して「お魚ぬりえ」を実施予定

0千円 船舶局営業課

　青少年の非行を防止し健全育成を図るため街頭補導、電話相談、青少年健全育成のための広報
啓発活動等の事業を行う。

10,426千円 青少年課

　青色回転灯を整備した公用車7台によりパトロ―ルを行う。 ― 青少年課

　関係機関・団体の代表が全市的な立場で青少年育成について研究協議を行う。
　協議会　6/2、2/2
　幹事会　5/12、1/18
　専門委員会　　8/30、11/8

374千円 青少年課

　低廉な家賃で賃貸する市営住宅の建設を行う。※（　）内は子育て仕様住戸の戸数。
　完成：玉里団地42戸（6戸）
　
・子育て仕様住戸は事業の実効性を確保するために、定期借家制度を導入している。

69,915千円 住宅課

　入居者募集の際、新婚・子育て世帯に対して優遇措置を実施する。
　令和3年度より、対象となる世帯や住宅を拡充し、令和4年度も引き続き実施する。 ー 住宅課

　「鹿児島市公営住宅等長寿命化計画」に基づき、居住性の向上、高齢化への対応、安全性の確保
等に配慮した改善を実施する。※（　）内は子育て仕様住戸の戸数。
　着工：桜ケ丘50戸（5戸）

・子育て仕様住戸は事業の実効性を確保するために、定期借家制度を導入している。

23,330千円 住宅課

ー ー 住宅課

　指定既存集落の活力維持の一助とするため、市営住宅の建設に向け、敷地造成工事を行う。（平
川地区）
　子供のいる若い夫婦世帯等が入居対象であり、事業の実効性を確保するために、定期借家制度を
導入している。

55,422千円 住宅課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(５) ② 良好な居住環境の確保

安全安心住宅ストック支援
事業

子育て世帯リフォーム補助：-件※３年度休止事業 ―

太陽光 de ゼロカーボン促
進事業

＜住宅に対する補助件数＞
・住宅用太陽光発電システム　　282件
 (1)個人住宅　　　　         　　： 274件
 (2)共同住宅　　         　　 　 ：　　2件
 (3)管理事業所でない事業所 ：　  4件
 (4)環境管理事業所         　 ：　　2件
・ＨＥＭＳ　　　　　　　　　　         274件
・リチウムイオン蓄電池　　         149件
・家庭用燃料電池　                  35件
　※ＨＥＭＳ、リチウムイオン蓄電池、家庭用燃料電池は個人住宅のみ対象。

58,959千円

まちなか図書館（仮称）整備
事業

令和４年４月の供用開始に向け、什器等の設置工事や備品、システム関係の整備を
行った。

349,725千円

都市公園再整備事業
　市内一円の公園を対象に、公園施設の改良及び補修等を行ったほか、南洲終焉之
地の石積み改修に向けて測量設計を行った。

25,554千円

都市公園安心安全対策推
進事業

　皇徳寺しいの木公園の公園施設（トイレ等）のバリアフリー化や、かに座公園等の公園
施設（遊具等）の改築を行ったほか、南洲公園の法面防災工事を行った。

121,296千円

ちびっこ広場の整備
　ちびっこ広場の遊具更新（ブランコ）を行ったほか、施設修繕13件や高木剪定等13
件を実施した。

8,627千円

都市公園建設事業 　山田町内の市有地（谷山北分遣隊跡地）を活用した札下広場の整備を行った。 14,798千円

武岡公園整備事業 　武岡公園の整備に向けて、用地取得等を行った。 197,438千円

（拡）都市公園施設改修事
業

ー ―

(５) ③ 安全な道路交通環境の整備

市道バリアフリー推進事業
　整備箇所　19か所
　（※他事業で実施した箇所を含む）

196,797千円

交通安全施設整備事業
・歩道整備等　305.5ｍ
・路肩改良　23.0ｍ　　など

699,918千円

自転車走行ネットワーク形成
事業

　整備延長　L＝約6.0km 12,289千円

幹線道路整備事業
　整備延長　L=約0.3ｋｍ
　（※他事業で実施した延長を含む）

373,958千円

無電柱化推進計画事業 　路面整備工事　L=140m 106,020千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　既存住宅の安全性を確保し、良質なストックの形成を図るとともに、安心な住まいづくりを支援するこ
とにより、快適な生活の基盤づくりを促進する。※４年度休止事業

― 建築指導課

　太陽光発電システムとホーム・エネルギー・マネジメント・システム（ＨＥＭＳ）の併置などを行う市民等
に対して助成する。

60,800千円
再生可能エネ
ルギー推進課

　市民サービスの向上と経費の縮減を図るため、指定管理者による管理運営を行う。 198,656千円 図書館

　市内一円の公園を対象に、公園施設の改良及び補修等を行うほか、小野公園の防球ネット整備や
城山公園の園路の改修を行う。

75,874千円 公園緑化課

　射場前公園等の公園施設（トイレ等）のバリアフリー化や、折尾公園等の公園施設（遊具等）の改築
を行う。

127,348千円 公園緑化課

　ちびっこ広場の施設修繕及び清掃業務（高木剪定・法面除草）等を行う。 8,185千円
保育幼稚園課
谷山福祉課

　※４年度休止事業 ― 公園緑化課

　武岡公園の整備に向けて、用地取得等を行うほか、公園の実施設計を行う 224,614千円 公園緑化課

小野公園の防球ネット整備や南洲終焉之地及び中央公園の石積み改修、甲突川右岸緑地及び皇
徳寺中央公園の広場の改修、港中央公園のフェンスの改修を行う。

120,020千円 公園緑化課

　「第２期市道バリアフリー推進計画」に基づき、歩道の段差解消や勾配の緩和等の整備を行う。
　整備箇所　63か所
　（※他事業で実施する箇所を含む）

147,697千円 道路建設課

　交通安全施設の整備を行い、車両及び歩行者等の通行の安全を図る。 616,067千円 道路建設課

　「鹿児島市自転車走行ネットワーク整備計画」に基づき、自転車走行空間の整備を行う。
　 （※他事業で実施予定）
　整備延長　L＝約0.4ｋｍ

0千円 道路建設課

　「幹線道路整備計画」に基づき、幹線市道の拡幅等の整備を行う。
　整備延長　L=約0.1ｋｍ　（※他事業で実施する延長を含む）

419,610千円 道路建設課

　令和２年度策定の「無電柱化推進計画」に基づき、電線類管理者等との合意を得られた路線につ
いて整備を実施していく。
　電線類の地中化工事 L=250m

427,500千円 道路建設課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(５) ④ 安心して外出できる環境の整備

交通バリアフリー基本構想
推進事業

　　前構想が令和２年度に終了したことに伴い、社会情勢の変化や国における対応等
を踏まえ、第三次鹿児島市交通バリアフリー基本構想を策定した。

4,646千円

公共施設のトイレや授乳室
等の整備

　公共施設の新設・改修等において、多目的トイレや授乳室など、妊産婦や乳幼児連
れに配慮した施設を整備した。

―

都市公園安心安全対策推
進事業［再掲］

　（５）―②の再掲 ―

都市公園再整備事業［再
掲］

　（５）―②の再掲 ―

ノンステップバスの導入
　令和3年度における車両購入の実積はないが、車両購入時においては、低公害・低
床型の車両を導入することとしている。

－

超低床電車購入事業 　追加導入しなかった。 －

武岡公園整備事業［再掲］ 　（５）―②の再掲 ―

都市公園建設事業［再掲］ 　（５）―②の再掲 ―

（拡）都市公園施設改修事
業［再掲］

　（５）―②の再掲 ―

(５) ⑤ 犯罪等の被害から守るための環境設備

防犯灯補助事業

１　防犯灯設置費補助
　　214団体　556灯　8,707千円
２　防犯灯電気料補助
　　808団体　43,444灯 　73,282千円

83,695千円

街頭防犯カメラ設置費補助
事業

１　設置団体　1団体
２　設置台数　2台

165千円

特設防犯灯設置事業
　町内会等のはざまにある道路の必要な箇所に特設防犯灯 1灯を市で設置し、その
後町内会等へ譲与した。

36千円

（終）わがまち防犯力パワー
アップ事業

　防犯活動を行う団体等の相互連携の強化や防犯パトロールの活性化を図り、地域に
おける自主的な防犯活動を促進するため、地区別防犯連絡会を開催するとともに、パ
トロール隊への活動支援を行った。
　※地区別防犯連絡会（２地域・２地区）
　※防犯パトロール用品の支給　7団体
　※青パト用品の支給　16台

1,426千円

青色防犯パトロール隊活動
費補助事業

　青色防犯パトロール隊の活動費の負担軽減を図るため、燃料費等の活動費補助を
行い、青パトによる防犯活動の積極的な展開を図るとともに、青色防犯パトロール隊の
結成の促進を図った。
　※100台に補助

2,016千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　学識経験者や道路管理者、公安委員会、交通事業者等で構成する会議を開催し、第三次交通バ
リアフリー基本構想の推進を図るとともに、交通分野における心のバリアフリーをテーマとした講習会を
開催する。

241千円 交通政策課

　公共施設の新設・改修等において、多目的トイレや授乳室など、妊産婦や乳幼児連れに配慮した施
設を整備する。

― こども政策課

　（５）―②の再掲 ― 公園緑化課

　（５）―②の再掲 ― 公園緑化課

　令和4年度における車両購入の計画はないが、車両購入時においては、低公害・低床型の車両を
導入することとしている。

－ バス事業課

　追加導入の予定はない。 － 電車事業課

　（５）―②の再掲 ― 公園緑化課

　（５）―②の再掲 ― 公園緑化課

　（５）―②の再掲 ― 公園緑化課

　夜間における犯罪防止と市民の通行の安全を図り、明るく住みよいまちづくりを推進するため、防犯
灯を設置し、維持管理する町内会等に対し、設置費及び電気料の一部を助成する。

92,419千円 安心安全課

　地域住民による防犯活動を補完し、安心安全なまちづくりを推進するため、町内会等が行う街頭防
犯カメラの設置に対し、設置費の一部を助成する。

2,250千円 安心安全課

　町内会等のはざまにある道路の必要な箇所に特設防犯灯を市で設置し、その後町内会等へ譲与
する。

2,325千円 安心安全課

地区別防犯連絡会の目的達成のため廃止。
防犯パトロール用品、青パト用品については、安心安全パートナーシップ事業に統合。

― 安心安全課

　青色防犯パトロール隊の活動費の負担軽減を図るため、燃料費等の活動費補助を行い、青パトによ
る防犯活動の積極的な展開を図るとともに、青色防犯パトロール隊の結成を促進する。
　※130台に補助（予定）

2,448千円 安心安全課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

地域安心安全ネットワーク会
議活動支援事業

　小学校区ごとに防犯パトロール隊、スクールガードなど地域の安全確保のために活動
する団体等で構成される｢地域安心安全ネットワーク会議」の運営支援のための補助
金（年間50,000円以内。3年間50,000円の交付を受けた会議は、3年間を限度に年
間30,000円以内）を交付した。
  また、セーフコミュニティの交通安全及び高齢者の安全分野の取組や、「暗がり
チェック」等の安心安全なまちづくりに関する活動を行う同会議に対して、補助金（年間
20,000円以内）を交付した。

※コミュニティ協議会を設立した校区については、その翌年度から地域づくり推進課に
おいて、地域活動活性化事業補助金と一括して補助。(令和２年度までに全校区でコ
ミュ協設立)

　・ネットワーク会議補助金交付団体　　2団体
　・活動補助金交付団体　　　 　　  　 59団体

1,225千円

防犯団体補助事業

　犯罪を抑止し、明るく住みよいまちづくりを推進するため、防犯団体等へ補助金を交
付した。
　※中央、西、南の各地区防犯団体連合会
　※鹿児島三地区防犯連絡協議会

14,633千円

交通安全対策事業
　交通安全の総合的な施策、計画の策定及び市民総ぐるみの交通安全運動の推進
を行った。

5,153千円
（事業全体額）

(６) 職業生活と家庭生活との両立の推進

① 市民や事業主への広報・啓発、情報提供

ワーク・ライフ・バランスを目
指す事業所応援事業

※３年度休止事業 ―

男女共同参画情報誌の発
行

　市民の男女共同参画に関する理解と認識を深めるため、男女共同参画情報誌「す
てっぷ」を発行した。
　
　発行回数　年2回
　発行部数　各25,000部
　掲載記事
　・特集（オリンピックに見る女性とスポーツの歴史、あなたはどう思う？鹿児島市の男
女共同参画）
　・女性活躍アドバイザー応援コラム
　・サンエールかごしま相談室からのお知らせ　　ほか
　公共施設、金融機関、病院、歯科医院、理・美容院、町内会等(約9,000箇所）に配
布

2,858千円

イクボス推進会議開催事業
　仕事と生活を両立しやすい環境の整備を推進するため、イクボス推進同盟参加企業
を募集し、イクボス推進会議を開催した。
　同盟参加数：91企業・団体

345千円

労政広報紙発行事業
　「中小企業のひろば」に子育て支援等に関する記事を掲載した。
　年2回　各4,400部発行

2,403千円

男女共同参画センター運営
事業

　男女共同参画社会の形成に向け、男女共同参画センターにおいて市民の理解と認
識を深め、能力開発や社会参画を促進するための講座やイベント等を開催した。

　・学習研修（男女共同参画セミナー等）2講座　延べ60人
　・能力開発（自己表現セミナー等）3講座　延べ137人
　・健康管理（こころ・からだ支援セミナー）1講座　延べ22人
　・市民活動支援（DV被害者支援啓発講座）3講座　延べ315人

9,485千円
（男女共同参画
センター運営事

業総額）

女性活躍推進事業

　職業生活における女性の個性と能力が十分に発揮されることを目指し、セミナー等を
実施した。
　・女性活躍推進のための経営者・管理職の意識改革プログラム 1回　77人
　・女性のためのキャリアアップ支援セミナー　1回　19人
　・働く女性のためのトークカフェ　1回　14人
　・女性活躍応援講師派遣事業　2件

2,071千円

にこにこ子育て応援隊支援
事業［再掲］

　（２）―②の再掲 ―

（新）鹿児島市イクメンプロ
ジェクト

ー ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　小学校区ごとに防犯パトロール隊、スクールガードなど地域の安全確保のために活動している団体
等で構成する「地域安心安全ネットワーク会議」の運営を支援し、団体等の相互の連携や情報の共有
を促進することにより、効果的な活動の推進を図るため、会議費を助成する。
　また、セーフコミュニティの評価指標（交通安全分野、高齢者の安全分野）の取組や暗がりチェッ
ク、環境診断など安心安全なまちづくりに関する活動を行う同会議に対し、活動補助金を助成する。
・地域安心安全ネットワーク会議補助金
　　補助額　　　5万円以内/団体（3年間を限度）
　　　　　　　　　 3万円以内/団体（年間5万円を3年間交付された団体。3年間を限度）
・安心安全なまちづくりに関する活動補助金
　　補助額　　　2万円以内/団体・年

　※コミュニティ協議会を設立した校区については、その翌年度から地域づくり推進課において、地域
活動活性化事業補助金と一括して補助。(令和２年度までに全校区でコミュ協設立)

2,010千円
安心安全課
地域づくり推進課

　犯罪を抑止し、明るく住みよいまちづくりを推進するため、防犯団体等へ補助金を交付する。
　・中央、西、南の各地区防犯団体連合会
　・鹿児島三地区防犯連絡協議会

15,373千円 安心安全課

　交通安全の総合的な施策、計画の策定及び市民総ぐるみの交通安全運動の推進を行う。
5,720千円

（事業全体額）
安心安全課

　働きやすい職場づくりを進めるため、市内の事業所に対しワーク・ライフ・バランス推進への取組事例
等をセミナー等で紹介し、意識啓発を図るとともに、アドバイザーを派遣して具体的な取組を支援す
る。
　・事業所向けセミナーの開催
　・市内事業所への無料のアドバイザー派遣

180千円 雇用推進課

市民の男女共同参画に関する理解と認識を深めるため、男女共同参画情報誌「すてっぷ」を発行す
る。
　
　発行回数　年2回（10月、3月発行）
　発行部数　各23,000部

2,842千円
男女共同参画推
進課

　仕事と生活を両立しやすい環境の整備を推進するため、イクボス推進同盟への参加企業の増加等
を図る。

389千円 こども政策課

　「中小企業のひろば」に子育て支援等に関する記事を掲載
　年2回　各4,200部発行

2,438千円 雇用推進課

　男女共同参画社会の形成に向け、男女共同参画センターにおいて市民の理解と認識を深め、能力
開発や社会参画を促進するための講座やイベント等を開催する。

11,022千円
（男女共同参画セ
ンター運営事業総

額）

男女共同参画推
進課

　職業生活における女性の個性と能力が十分に発揮されることを目指し、セミナー等を実施する。
　・女性活躍推進のための経営者・管理職の意識改革プログラム
　・女性のためのキャリアアップ支援セミナー
　・働く女性のためのトークカフェ
　・女性活躍応援講師派遣事業

2,089千円
男女共同参画推
進課

　（２）―②の再掲 ― こども政策課

本市が行う男性の育児参加を促進する取組みや国等の各種制度などの情報の一元化に加え、「イク
メン推進月間」の設定による広報の強化を図るほか、企業等から募集した育児に積極的な父親「イク
メンの星」の表彰を行う。

0千円 こども政策課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(６) ② 保育サ―ビス等の提供のための基盤整備

保育所等の整備
［再掲］

　（１）－①の再掲 ―

保育所等業務効率化推進
事業［再掲］

　（１）－①の再掲 ―

保育士宿舎借り上げ支援事
業（私立保育所等補助金）
【再掲】

　（１）－①の再掲 ―

保育体制強化事業補助事
業

　保育に係る周辺業務を専門的に行う保育支援者を配置した場合に対し、人件費相
当分の補助を行った。
　補助対象保育所：84か所

68,010千円

一時預かり事業
［再掲］

　（１）－②の再掲 ―

延長保育事業
［再掲］

　（１）―②の再掲 ―

（拡）放課後児童健全育成
事業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

ファミリー・サポート・センター
事業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

保育士・保育所支援セン
ターの運営［再掲］

　（１）－①の再掲 ―

病児・病後児保育事業
［再掲］

　（１）―②の再掲 ―

(７) 子どもの安全の確保

① 子どもの交通安全を確保するための活動の推進　　－　　ア 交通安全教育の推進

交通安全教育の実施
　交通安全の知識、技能の普及並びに意識の高揚を図るため、安心安全教育指導員
を設置し、学校、幼稚園、保育園、町内会等の要請により交通安全教室を開催した。
　交通安全教室　256回

11,384千円
（事業全体額）

チャイルドシート講習会
　チャイルドシート講習会を開催し、チャイルドシートの正しい使用方法の習得や使用の
普及を図った。
　チャイルドシート講習会　15回

5,153千円
（事業全体額）

交通安全対策事業 　（５）－⑤の再掲 ―

安全指導担当者研修会
　 6月　学校の安全指導担当者を対象とし、学校における不審者対応など学校の安
全体制を推進するための研修会を実施し、教職員の資質向上を図った。

14千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　（１）－①の再掲 ― 保育幼稚園課

　（１）－①の再掲 ― 保育幼稚園課

　（１）－①の再掲 ― 保育幼稚園課

　保育に係る周辺業務を専門的に行う保育支援者を配置した場合に対し、人件費相当分の補助を
行う。
　補助対象保育所：90か所

81,000千円 保育幼稚園課

　（１）－②の再掲 ― 保育幼稚園課

　（１）―②の再掲 ― 保育幼稚園課

　（２）―①の再掲 ―
こども政策課
谷山福祉課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　（１）－①の再掲 ― 保育幼稚園課

　（１）―②の再掲 ― 保育幼稚園課

　交通安全の知識、技能の普及並びに意識の高揚を図るため、安心安全教育指導員を設置し、学
校、幼稚園、保育園、町内会等の要請により交通安全教室を開催する。

11,680千円
（事業全体額）

安心安全課

　チャイルドシート講習会を開催し、チャイルドシートの正しい使用方法の習得や使用の普及を図る。
　チャイルドシート講習会　15回

5,720千円
（事業全体額）

安心安全課

　（５）－⑤の再掲 ― 安心安全課

　6月　学校の安全指導担当者を対象とし、学校における安全教育・安全管理を推進するための研修
会を実施し、教職員の資質向上を図る。

42千円 保健体育課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(７) ① 子どもの交通安全を確保するための活動の推進　　－　　イ 登校・登園時等の交通安全の確保

児童通学保護員設置事業
　児童の登校時における交通の安全を確保し、児童等の保護誘導及び通行方法の指
導を行うため、児童通学保護員を必要な箇所に配置した。
　児童通学保護員　委嘱者数　192人（令和3年度末）

43,834千円

セーフコミュニティ促進事業
（交通安全）

1 交通安全対策委員会の開催
　 （1） 開催回数　3回 （6月、11月、3月）
　 （2） 主な協議内容
　　　　・取組の全市的な展開について
　　　　・年間活動報告書について
　　　　・取組の評価・検証について

2　取組の全市的な展開
　①校区への働きかけ
　　 地域組織の会議開催の機会を捉え、職員が地域に出向き、セーフコミュニティ
　 　の取組説明を行い活動を推奨したことにより、取組校区が2校区増加し、
　 　42校区となった。

　②取組実施の促進
　　 取組校区に対し、実際の活動事例や関係機関等による活動支援メニューを
　　 紹介（支援メニュー一覧表、交通安全通信等の送付等）するとともに、
　　 啓発物品等の提供を行った。
　　 地域安心安全推進指導員（県警OB） を活用し、地域の交通安全活動への
　　 協力や支援を行った。

　③取組等の評価・検証
　　 セーフコミュニティのさらなる推進を図るため交通事故の発生状況の変化や
　　 地域における活動の実情等を踏まえ、評価指標などの見直しを行った。

132千円

61



令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　児童の登校時における交通の安全を確保し、児童等の保護誘導及び通行方法の指導を行うため、
児童通学保護員を必要な箇所に配置する。
　児童通学保護員　委嘱者数　200人（予定）

45,952千円 安心安全課

1 交通安全対策委員会の開催
　 （1） 開催回数　3回 （5月、11月、2月）
　 （2） 主な協議内容
　　　　・年間活動報告書について
　　　　・取組の評価・検証について

2　取組の全市的な展開
　①取組における連携支援の充実
　　 市ホームページで公開している、かごしまｉマップ上に交通事故発生箇所等のデータを
　　 追加することで、地域組織における交通事故データの収集等の負担軽減を図り、
　　 交通安全マップ作成の支援を行う。

　②取組実施の促進
　　 取組校区に対し、実際の活動事例や関係機関等による活動支援メニューを紹介
　   （支援メニュー一覧表、交通安全通信等の送付等）するとともに、啓発物品等の提供を行う。
　　 取組校区で実施する交通安全教室等に地域安心安全推進指導員（県警OB）を派遣し、
　   講習や活動支援を行う。

　③取組等の評価・検証
　　 継続的に取組の実績や効果等を取りまとめ、取組の評価・検証を行い、
　　 セーフコミュニティの課題に応じた取組となるよう工夫・改善を図る。

505千円 安心安全課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(７) ② 子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

防犯教室の実施
　防犯の知識、技能の普及並びに意識の高揚を図るため、安心安全教育指導員を設
置し、学校、幼稚園、保育園、町内会等の要請により防犯教室を開催した。
　防犯教室　270回

11,384千円
（事業全体額）

わがまち防犯力パワーアップ
事業［再掲］

　（５）―⑤の再掲 ―

地域ぐるみの学校安全体制
整備推進事業

　児童生徒の安全確保のために、地域安全指導員としてスクールガード・リーダーを委
嘱・配置し、学校周辺や通学路等の巡回指導、学校安全ボランティア団体や学校に
必要な指導を行い、学校の安全体制の充実に努めた。

4,346千円

青少年補導センター事業
［再掲］

　（４）―④の再掲 ―

安全指導担当者研修会
［再掲］

　（７）－①－アの再掲 ―

青色防犯パトロール隊活動
費補助事業［再掲］

　（５）―⑤の再掲 ―

防犯団体補助事業［再掲］ 　（５）―⑤の再掲 ―

地域安心安全ネットワーク会
議活動支援事業

　（５）－⑤の再掲 ―

青色回転灯を使用した児童
生徒の安全パトロール［再
掲］

　（４）―④の再掲 ―

少年消防クラブ育成事業

　次世代の地域防火・防災の担い手を育成するため、市内の児童クラブにおいて少年
消防クラブを結成し、消防職員及び団員が防火防災に関する指導を行った。

・令和3年度は、110クラブを対象に育成指導を実施。

897千円

(７) ③ 被害に遭った子どもへの支援

要保護児童対策地域協議
会の運営［再掲］

　（２）―⑤の再掲 ―

フレンドシップ支援事業
［再掲］

　（４）ー②－イの再掲 ―

教育相談の充実事業
［再掲］

　（４）―②－イの再掲 ―

スクールソーシャルワーカー
活用事業［再掲］

　（４）―②―イの再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　防犯の知識、技能の普及並びに意識の高揚を図るため、安心安全教育指導員を設置し、学校、幼
稚園、保育園、町内会等の要請により防犯教室を開催する。

11,680千円
（事業全体額）

安心安全課

　（５）―⑤の再掲 ― 安心安全課

　児童生徒の安全確保のために、地域安全指導員としてスクールガード・リーダーを委嘱・配置し、学
校周辺や通学路等の巡回指導、学校安全ボランティア団体や学校に必要な指導を行い、学校の安
全体制の充実に努める。

4,366千円 保健体育課

　（４）―④の再掲 ― 青少年課

　（７）－①－アの再掲 ― 保健体育課

　（５）―⑤の再掲 ― 安心安全課

　（５）―⑤の再掲 ― 安心安全課

　（５）－⑤の再掲 ― 安心安全課

　（４）―④の再掲 ― 青少年課

　次世代の地域防火・防災の担い手を育成するため、市内の児童クラブにおいて少年消防クラブを結
成し、消防職員及び団員が防火防災に関する指導を行う。
・令和4年度は、既存の110クラブに新たに21クラブを追加し、育成指導を実施予定。

705千円 消防局予防課

　（２）―⑤の再掲 ―
こども家庭支援セ
ンター

　（４）ー②－イの再掲 ― 青少年課

　（４）―②－イの再掲 ― 青少年課

　（４）―②―イの再掲 ― 青少年課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

（７）④ 子どもの安心安全な生活を確保する為の活動の推進

セーフコミュニティ推進事業

生涯にわたって安心安全に暮らせるまちづくりを推進するため、令和2年度に国際認証
を再取得したセーフコミュニティのさらなる周知や取組の全市的な展開を図るととも
に、、取組の評価、検証を行った。

1　セーフコミュニティ推進フォーラムの開催
　(1)　第8回（7月9日）
　　①場所：川商ホール　第２ホール
　　②主な内容
　　　・認証報告（オンライン）
　　　・認知症予防ミニレクチャー
　　　・講話

　（2）第9回（1月7日）
　　①場所：かごしま市民福祉プラザ 大会議室
　　②主な内容
　　　・セーフコミュニティ概要説明
　　　・対策委員会活動報告・ミニレクチャ―
　　　　【自殺予防分野及び子どもの安全分野】

2　会議開催
　・セーフコミュニティ推進協議会の開催　2回
　・外傷サーベイランス委員会の開催　2回
　・交通安全対策委員会の開催　3回

３　セーフコミュニティ取組自治体との交流
　・山梨県都留市認証審査
　・神奈川県厚木市再々認証審査
　・埼玉県秩父市再認証審査
　・山梨県都留市合意書署名式
　・ＪＩＳＣ　セーフコミュニティ研修会
　・神奈川県厚木市再々認証合意書署名式

　※新型コロナウイルス感染症の影響により、いずれもオンライン聴講

2,854千円

セーフコミュニティ促進事業
（子どもの安全）［再掲］

　（３）―⑥―エの再掲 ―

セーフコミュニティ促進事業
（学校の安全）

　H28年1月に国際認証を受けたセーフコミュニティにおける７分野の１つである学校の
安全についての取組を推進するため、学校の安全対策委員会を開催した。

○学校の安全対策委員会
　3回開催

162千円

安心安全まちづくり事業

・安心安全まちづくりアドバイザーを設置1人
・安心安全まちづくり推進会議（2回開催）
　※安心安全に係る各種施策・事業等及び高齢者の交通安全対策等について協議
・暴力団排除に関する安心安全出張講座を1校で開催

3,142千円

安心安全地域リーダー育成
事業

○　安心安全アカデミー
　(1)　基礎コース
　　①　受講者数　　117人（修了者　98人）
　　②　開催状況　  8回、10/2～12/18
　(2)　マスターコース
　　①　受講者数　　40人 （修了者　32人）
　　②　開催状況　　7回、 10/23～12/19

○　安心安全推進員委嘱数　15人

3,293千円

安心安全パートナーシップ
事業

　犯罪、事故及び自然災害の未然防止に関する市民意識の向上や、市民自らが行う
地域の安全の確保に関する自主的な活動の促進を図った。
　※安心安全まちづくり市民大会中止
　※安心安全研修会の開催　31回

358千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　　国際認証基準に基づくセーフコミュニティの取組のさらなる推進に向け、取組による市民の認識や
行動の変化を確認するため、事故やけがに関するアンケート調査を実施し、取組の継続的な評価・検
証、改善を行う。

【4年度の主な実施内容】
　・セーフコミュニティ 推進協議会等の会議開催
　・事故やけがに関するアンケート調査の実施
　・セーフコミュニティ推進フォーラムの開催
　・取組の評価、検証
　・セーフコミュニティ取組自治体との交流

【全体計画等】
　平成24年度　　認証取得の取組宣言
　平成27年度　　現地審査、国際認証取得（平成28年1月29日）
　令和元年度　　再認証事前指導
　令和 2年度　　再認証審査（オンライン審査）
　令和 2年度　　再認証取得

5,781千円 安心安全課

　（３）―⑥―エの再掲 ― こども政策課

　R3年1月に国際認証再取得したセーフコミュニティにおける７分野の１つである学校の安全について
の取組を推進する。

180千円 保健体育課

　安心安全まちづくりアドバイザーを配置するとともに、安心安全まちづくりについての広報啓発や安心
安全まちづくりを総合的に推進するための「安心安全まちづくり推進会議」の運営などを行う。
　また、本市暴力団排除条例についての暴力団排除に係る広報、啓発に取り組む。
　※安心安全まちづくり推進会議　委員20人
　※暴力団排除に係る広報、啓発
　※高校生等を対象にした安心安全出張講座等

3,206千円 安心安全課

　地域の防犯・事故防止、防災活動のリーダーを育成するため、「鹿児島市安心安全アカデミー」を
開催する。
　○基礎コース
　　　8回、定員：120人
　○マスターコース
　　　8回、定員：40人
　　　※マスターコース修了者のうち希望者を安心安全推進員に委嘱する。

2,807千円 安心安全課

　犯罪等の未然防止に関する市民意識の向上を図る。
　※安心安全まちづくり市民大会の開催
　　（10月8日開催　宝山ホール）
　※安心安全研修会の開催　49回
　※防犯パトロール用品の支給　29団体
　※青パト用品の支給　46台

4,661千円 安心安全課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(８) 児童虐待対策の推進

① きめ細やかな相談の実施

家庭児童相談員設置事業
　家庭における児童養育上の諸問題に対し、児童相談所や児童委員等と連絡調整を
図りながら助言・指導を行った。
　Ｒ３年度相談件数　315件

8,963千円

（新）子ども家庭見守り相談
支援員設置事業

― ―

育児支援事業（育児相談）
［再掲］

　（３）―②―イの再掲 ―

利用者支援事業（基本型）
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

妊娠・出産包括支援事業
［再掲］

　（３）―②―イの再掲 ―

(８) ② 育児不安を抱える家庭への支援

妊娠期間中からの育児不安
等を抱えた家庭の把握と支
援［再掲］

　（２）―③―イの再掲 ―

乳児家庭全戸訪問事業
＜新生児・妊産婦訪問指導
事業＞［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

＜こんにちは赤ちゃん事業
＞
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

（拡）育児支援家庭訪問事
業
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

スクールソーシャルワーカー
活用事業［再掲］

　（４）―②―イの再掲 ―

育児支援事業（自主グルー
プ育成と支援）［再掲］

　（２）―②の再掲 ―

教育相談の充実事業
［再掲］

　（４）―②－イの再掲 ―

地域子育て支援センター事
業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

地域子育て支援活動推進
事業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

利用者支援事業（基本型）
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

セーフコミュニティ促進事業
（子どもの安全）［再掲］

　（３）―⑥―エの再掲 ―

児童センター運営事業
［再掲］

　（２）－①の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　家庭における児童養育上の諸問題に対し、児童相談所や児童委員等と連絡調整を図りながら助
言・指導を行う。

8,527千円
こども福祉課
谷山福祉課

　継続的な支援を行っている子どもの定期的な状況確認及び要保護児童対策地域協議会の運営に
係る業務を行う。

11,955千円
こども家庭支援セ
ンター

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（２）―③―イの再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ―
こども家庭支援セ
ンター

　（４）―②―イの再掲 ― 青少年課

　（２）―②の再掲 ― 母子保健課

　（４）―②－イの再掲 ― 青少年課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　（３）―⑥―エの再掲 ― こども政策課

　（２）－①の再掲 ― こども政策課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(８) ③ 関係機関等との連携

要保護児童対策地域協議
会の運営［再掲］

　（２）―⑤の再掲 ―

関係機関への研修
　保育園、幼稚園、民生委員等の研修会で職員が児童虐待相談業務や対応等につ
いて研修を行った。
　Ｒ2年度　37回実施

801千円
（事業全体額）

(８) ④ 児童虐待防止の意識啓発及び通報先の広報

児童虐待防止対策事業
　啓発用リーフレットを関係機関等に配布するとともに、11月の児童虐待防止推進月
間に合わせて、街頭キャンペーン（11月7日）や屋外ビジョンでのCM放映等を実施し、
児童虐待防止について啓発を図った。

801千円
（事業全体額）

関係機関への研修
［再掲］

　（８）―③の再掲 ―

子ども見守り強化事業

新型コロナウイルス感染症の影響による外出自粛等により、児童虐待のリスクが高まる
とされてていることから、市内の子ども食堂と連携し支援を必要としている家庭へ弁当
を配布し、地域の見守り体制を強化した。
・延べ訪問件数：296件

1,100千円

（８）⑤児童虐待対応の体制強化

児童相談所設置検討事業
　児童虐待対策を強化するとともに、子どもと家庭を総合的に支援する体制の充実を
図るため、児童相談所について関連機能を含めた検討を行った。

17,299千円

（終）子ども家庭総合支援拠
点の設置

　子どもとその家庭及び妊産婦等を対象に、専門的な相談対応や必要な調査、訪問
等による継続的なソーシャルワーク業務までを行う「子ども家庭総合支援拠点」につい
て、Ｒ４年４月の設置に向けた検討を進めた。

―

要保護児童対策地域協議
会の運営［再掲］

　（２）―⑤の再掲 ―

関係機関への研修
［再掲］

　（８）―③の再掲 ―

児童虐待防止対策事業
［再掲］

　（８）－④の再掲 ―

(９) ひとり親家庭の自立支援等の推進

① きめ細やかな相談の実施

母子・父子自立支援員設置
事業

　ひとり親家庭等の相談に応じ、その自立に必要な情報提供及び指導、職業能力の
向上及び求職活動に関する支援を行った。また児童扶養手当受給者に対して、個別
に母子・父子自立支援についての相談対応を行うなど自立促進に向けて取り組んだ。
　・相談件数　7,077件

15,331千円

家庭児童相談員設置事業
［再掲］

　（８）―①の再掲 ―

婦人相談員設置事業

　女性の身上や生活の相談・助言を行うとともに、夫等からの暴力に関する相談対応
を行い女性保護を図った。また、母子生活支援施設へ消毒液を購入し、配付を行っ
た。
　・相談件数　672件　（内、夫からの暴力の相談：85件）

9,418千円

母子家庭等就業支援講習
会事業

　ひとり親家庭等に対し、就業に結びつく可能性の高い技能、資格を習得するための
就業支援講習会を実施した。
　・講習科目：医療事務講座・調剤薬局事務講座
　・実施回数：1回2コース
　・参加実人員：33人

2,214千円

利用者支援事業（基本型）
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

ひとり親家庭等総合相談会
事業

　8月の児童扶養手当現況届の手続に合わせ、子育て・生活・就労・養育費といった
相談ブースを設け、ひとり親家庭等が抱える様々な課題をまとめて相談できる体制を
構築した。
参加者 31名

805千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　（２）―⑤の再掲 ―
こども家庭支援セ
ンター

　保育園、幼稚園、民生委員等の研修会で職員が児童虐待相談業務や対応等について研修を行
う。

1,166千円
（事業全体額）

こども家庭支援セ
ンター

　
　啓発用リーフレットを関係機関等に配布するとともに、11月の児童虐待防止推進月間に合わせて、
街頭キャンペーンや屋外ビジョンでのCM放映等を実施し、児童虐待防止について啓発を図る。

1,166千円
（事業全体額）

こども家庭支援セ
ンター

　（８）―③の再掲 ―
こども家庭支援セ
ンター

　児童虐待防止と早期発見に努めるため、支援を必要とする児童の自宅に弁当などを届ける子ども
食堂を通した地域の見守り体制を強化する。

5,630千円
こども家庭支援セ
ンター

　児童虐待対策をさらに強化するため、児童相談所の設置に向けて人事育成等に取り組む。 1,793千円
こども家庭支援セ
ンター

　Ｒ４年４月に設置済。 ―
こども家庭支援セ
ンター

　（２）―⑤の再掲 ―
こども家庭支援セ
ンター

　（８）―③の再掲 ―
こども家庭支援セ
ンター

　（８）－④の再掲 ―
こども家庭支援セ
ンター

　ひとり親家庭等の相談に応じ、その自立に必要な情報提供及び指導、職業能力の向上及び求職活
動に関する支援を行う。また児童扶養手当受給者に対して、個別に母子・父子自立支援プログラムを
策定して、自立を促進する。

15,568千円
こども福祉課
谷山福祉課

　（８）―①の再掲 ―
こども福祉課
谷山福祉課

　女性の身上や生活の相談・助言を行うとともに、夫等からの暴力に関する相談対応を行い女性保護
を図る。
　新型コロナウイルス感染症対策として、母子生活支援施設に対し、衛生用品を配布する。

9,131千円
こども福祉課
谷山福祉課

　ひとり親家庭等に対し、就業に結びつく可能性の高い技能、資格を習得するための就業支援講習
会を実施する。
　・講習科目：医療事務・調剤薬局事務講座
　・実施回数：１回２コース
　・参加定員：40人

2,537千円 こども福祉課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　8月の児童扶養手当現況届の手続に合わせ、子育て・生活・就労・養育費といった相談ブースを設
けることで、ひとり親家庭等が抱える様々な課題をまとめて相談できる体制を構築する。

782千円 こども福祉課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(９) ② 子育てや生活に関する支援

ひとり親家庭等日常生活支
援事業

　ひとり親家庭等の母等の修学等の自立促進や疾病等の理由により一時的に保育や
介護等が必要な世帯に家庭生活支援員を派遣した。
　・委託先：鹿児島市母子寡婦福祉会
　・申請件数9件、利用日数16日

97千円

ひとり親家庭等生活支援講
習会事業

　ひとり親家庭等に対し、児童のしつけ・育児又は健康づくりなど各種生活支援講習会
を開催した。
　・委託先：鹿児島市母子寡婦福祉会
　・講座回数：20回、参加延人数443人

384千円

保育所等の整備
［再掲］

　（１）－①の再掲 ―

保育体制強化事業補助事
業［再掲］

　（６）－②の再掲 ―

延長保育事業
［再掲］

　（１）―②の再掲 ―

一時預かり事業
［再掲］

　（１）－②の再掲 ―

病児・病後児保育事業
［再掲］

　（１）－②の再掲 ―

（拡）放課後児童健全育成
事業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

(９) ③ 就業に関する支援

母子家庭等就業支援講習
会事業［再掲］

　（９）―①の再掲 ―

母子家庭等自立支援給付
金事業

　職業能力の開発のための講座を受講するひとり親家庭に対して、修了後に「自立支
援教育訓練給付金」を支給した。
　また、ひとり親家庭の就業に有利な資格の取得を促進するため「高等職業訓練促進
給付金」を、修了後に「高等職業訓練修了支援給付金」を支給した。
　ひとり親家庭が適職に就くために高等学校卒業程度認定試験合格のため講座を受
講するする場合、給付金を支給した。
　・自立支援教育訓練給付金　8人
　・高等職業訓練促進給付金　58人
　・高等職業訓練修了支援給付金　14人
　・高等学校卒業認定試験合格支援給付金　0人

65,195千円

ハローワークとの連携
  毎週、ハローワークかごしまが発行する「ほっと求人」及び「パート求人情報」をこども
福祉課の窓口で配布した。また児童扶養手当現況届の手続に合わせ、就労相談窓
口を設置した（5日間）。

0千円

(９) ④ 養育費の確保

母子・父子自立支援員設置
事業［再掲］

　（９）―①の再掲 ―

婦人相談員設置事業
［再掲］

　（９）―①の再掲 ―

ひとり親家庭等生活支援講
習会事業［再掲］

　（９）―②の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　ひとり親家庭等の母等の修学等の自立促進や疾病等の理由により一時的に保育や介護等が必要
な世帯に家庭生活支援員を派遣する。
　・委託先：鹿児島市母子寡婦福祉会

173千円 こども福祉課

　ひとり親家庭等に対し、児童のしつけ・育児又は健康づくりなど各種生活支援講習会を開催する。
　・委託先：鹿児島市母子寡婦福祉会
　・講座回数：24回

384千円 こども福祉課

　（１）－①の再掲 ― 保育幼稚園課

　（６）－②の再掲 ― 保育幼稚園課

　（１）―②の再掲 ― 保育幼稚園課

　（１）－②の再掲 ― 保育幼稚園課

　（１）－②の再掲 ― 保育幼稚園課

　（２）―①の再掲 ―
こども政策課
谷山福祉課

　（９）―①の再掲 ― こども福祉課

　職業能力の開発のための講座を受講するひとり親家庭に対して、修了後に「自立支援教育訓練給
付金」を支給する。
　また、ひとり親家庭の就業に有利な資格の取得を促進するため「高等職業訓練促進給付金」を、修
了後に「高等職業訓練修了支援給付金」を支給する。
　ひとり親家庭が適職に就くために高等学校卒業程度認定試験合格のため講座を受講するする場
合、給付金を支給する。
　・自立支援教育訓練給付金　17人
　・高等職業訓練促進給付金　58人
　・高等職業訓練修了支援給付金　24人
　・高等学校卒業認定試験合格支援給付金　3人

76,525千円 こども福祉課

  毎週、ハローワークかごしまが発行する「ほっと求人」及び「パート求人情報」をこども福祉課の窓口で
配布する。また、児童扶養手当現況届の手続に合わせて、就労相談窓口を設置する。。

0千円 こども福祉課

　（９）―①の再掲 ―
こども福祉課
谷山福祉課

　（９）―①の再掲 ―
こども福祉課
谷山福祉課

　（９）―②の再掲 ― こども福祉課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(９) ⑤ 経済的な支援

児童扶養手当支給事業
　ひとり親家庭等の生活の安定と自立の促進を図るとともに、児童の福祉の増進に寄
与するため手当を支給した。
　・延受給者数　73,961人

3,081,786千円

市民福祉手当（遺児等修学
手当）支給事業

　ひとり親家庭等の義務教育中の児童の保護者に対し、手当を支給し、これらの児童
の福祉増進を図った。
　・支給児童数　5,852人

141,303千円

母子・父子家庭等医療費助
成事業

　母子・父子家庭等の医療費の一部を助成した。
・ 助成実績件数　 52,323件

285,309千円

愛の福祉基金事業

　篤志家からの寄付金を基金として積立て、その運用利息等で、母子・父子家庭等の
児童が中学校へ入学したときに図書カードを贈った。
　・贈呈者数　767人
　・寄付金　1,240,000円

7,213千円

母子父子寡婦福祉資金貸
付事業

　母子家庭等の経済的自立の助成と生活意欲の助長を図るため、母子父子寡婦福
祉資金の貸付を行った。
　・貸付件数
　　母子福祉資金　  37件
　　父子福祉資金　   4件
　　寡婦福祉資金　   2件

25,339千円

母子・父子家庭等たすけあ
い資金貸付事業

　鹿児島市母子寡婦福祉会に原資を貸付け、ひとり親家庭等が緊急一時的に必要と
する小口資金の貸付を行った。
　・委託先：鹿児島市母子寡婦福祉会
　・貸付件数　生活資金6件

2,000千円

(終)未婚のひとり親家庭に
対する寡婦（夫）控除みなし
適用

　ひとり親家庭の生活の安定と子どもたちの明るく健やかな成長を図るため、保育料な
どひとり親家庭の子育て支援につながる事業において、寡婦（夫）控除のみなし適用を
47事業について実施した。

―

(10) 障害のある子どもへの支援

① 障害の早期の発見及び対応の推進

子どもすこやか安心ねっと事
業［再掲］

　（３）―③―ア―（ア）の再掲 ―

ことばの発達指導事業
　ことばの発達上指導の必要のある幼児の言語の発達を促す指導、保護者への指
導・助言を行った。
　延利用者数　983件

5,717千円

妊婦健康診査・健康相談事
業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

就学時健康診断 　11月中に小学校入学予定者を対象に就学時健康診断を実施した。 4,755千円

乳幼児健康診査事業［再
掲］

　（３）―②―イの再掲 ―

利用者支援事業（基本型）
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

障害児通所等支援事業
［再掲］

　（３）―③―エ―（オ）の再掲 ―

障害児相談支援専門員配
置補助金

　指定障害児相談支援事業所等を行う社会福祉法人等が、相談体制の充実を図る
ため、常勤専従の相談支援専門員を新たに障害児相談支援事業等を行う事業所へ
配置した場合に、経費の一部を助成する。

2,619千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　ひとり親家庭等の生活の安定と自立の促進を図るとともに、児童の福祉の増進に寄与するため手当
を支給する。
　・延受給者数見込み　75,541人

3,177,738千円
こども福祉課
谷山福祉課

　ひとり親家庭等の義務教育中の児童の保護者に対し、手当を支給し、これらの児童の福祉増進を
図る。
　・支給児童数見込み　5,865人

142,086千円
こども福祉課
谷山福祉課

　母子・父子家庭等の医療費の一部を助成する。
　・ 助成見込件数　 53,046件

283,171千円 こども福祉課

　篤志家からの寄付金を基金として積立て、その運用利息等で、母子・父子家庭等の児童が中学校
へ入学したときに図書カードを贈呈し、市民福祉の増進を図る。
　・贈呈者数見込み　731人

8,926千円 こども福祉課

　母子家庭等の経済的自立の助成と生活意欲の助長を図るため、母子父子寡婦福祉資金の貸付を
行う。
　・貸付予定件数
　　母子福祉資金　134件、父子福祉資金　9件、寡婦福祉資金　5件

47,182千円 こども福祉課

　鹿児島市母子寡婦福祉会に原資を貸付け、ひとり親家庭等が緊急一時的に必要とする小口資金
の貸付を行う。
　・委託先：鹿児島市母子寡婦福祉会

2,000千円 こども福祉課

令和2年度税制改正により、未婚のひとり親家庭にも寡婦(寡夫)控除が適用されることとなり、市独自
でのみなし寡婦(寡夫)控除適用の必要性が無くなったことにより終了。

― こども福祉課ほか

　（３）―③―ア―（ア）の再掲 ― 母子保健課

　ことばの発達上指導の必要のある幼児の言語の発達を促す指導、保護者への指導・助言を行う。
　延利用者数　983件（見込）

6,053千円 障害福祉課

　（２）―①の再掲 ― 母子保健課

　11月に小学校入学予定者を対象に就学時健康診断を実施する。 4,831千円 保健体育課

　（３）―②―イの再掲 ― 母子保健課

　（２）―①の再掲 ― こども政策課

　（３）―③―エ―（オ）の再掲 ― 障害福祉課

　指定障害児相談支援事業所等を行う社会福祉法人等が、相談体制の充実を図るため、常勤専従
の相談支援専門員を新たに障害児相談支援事業等を行う事業所へ配置した場合に、経費の一部を
助成する。

9,863千円 障害福祉課

74



                      
施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

鹿児島市障害者基幹相談
支援センター事業

　障害者を支える社会環境づくりを推進するため、身体・知的・精神及び発達障害を
対象とした総合的な相談等を行う基幹相談支援センターを運営した。
　相談件数：4,914件

34,155千円

(１０) ② 障害のある乳幼児への保育の推進

障害児通所等支援事業
［再掲］

　（３）―③―エ―（オ）の再掲 ―

障害児通所支援利用者負
担軽減事業［再掲］

　（１）―④の再掲 ―

児童発達支援事業専門員
加算等補助金

　児童福祉法に規定する児童発達支援の児童発達支援事業所、放課後等デイサー
ビスと児童発達支援センターについて、より質の高い訓練や指導のほか専門的な個別
指導や、その家族に対する心理的サポートを含む総合的な療育指導を行う事業所に
対して、専門指導員等の経費の一部を助成した。また、看護師等を雇用し、重症心身
障害児等を通わせた場合にその経費の一部を助成した。
　助成施設数：111施設

149,822千円

(終)未婚のひとり親家庭に
対する寡婦（夫）控除みなし
適用

　（9）―⑤の再掲 ―

発達障害児等家族支援補
助金

　児童発達支援事業所等が、通所している発達障害児等の保護者に対して、グルー
プ講習等の集団支援や居宅訪問等の個別支援を実施した場合に、経費の一部を助
成した。
　助成施設数：29施設

3,924千円

（終）私立幼稚園障害児教
育補助事業［再掲］

　（１）－②の再掲 ―

　(a) 保育所
　保育所に臨床心理士等の専門家を招き、指導の困難な児童や障害のある児童につ
いて、幼児保育相談等を行うことに要する経費の補助を行った。
　補助対象保育所：72か所

4,370千円

　(b)幼稚園等
　私立幼稚園等において、指導の困難な幼児や障害のある児童について、幼児教育
相談を行うことに要する経費の補助を行った。(私立幼稚園協会加入園）
　補助対象幼稚園等：62か所

3,590千円

医療的ケアを必要とする障
害児支援事業［再掲］

　（３）－③－ウー（ア）の再掲 ―

(１０) ③ 障害のある児童生徒への教育の推進

夢すこやかファイルの活用
［再掲］

　(３)－③－エー（オ）の再掲 ―

特別支援教育保護者支援
事業

　障害を持つ児童生徒の保護者に学校生活や教育面についての専門的支援ができる
ように、本市教職員を対象にペアレントトレーニングインストラクター（指導者）を養成し、
保護者に対しては、ペアレントトレーニングを実施した。

1,213千円

特別支援教育体制推進事
業

　特別支援教育支援員99人を小・中学校112校に配置し、障害等のある児童生徒の
支援を行うことができた。
　特別支援連携協議会を、年２回開催し、相談支援ファイルを活用した事例等につい
ても協議することができた。
　相談支援ファイルを特別支援学級在籍児童生徒全員に配布し、移行期の支援が円
滑に進んできている。

238,535千円
（事業全体）

障害児通所等支援事業
［再掲］

　（３）―③―エ―（オ）の再掲 ―

保育所、幼稚園等での
幼児保育（教育）相談
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　障害者を支える社会環境づくりを推進するため、身体・知的・精神及び発達障害を対象とした総合
的な相談等を行う基幹相談支援センターを運営する。

34,981千円 障害福祉課

　（３）―③―エ―（オ）の再掲 ― 障害福祉課

　（１）―④の再掲 ― 障害福祉課

　児童福祉法に規定する児童発達支援の児童発達支援事業所、放課後等デイサービスと児童発達
支援センターについて、より質の高い訓練や指導のほか専門的な個別指導や、その家族に対する心
理的サポートを含む総合的な療育指導を行う事業所に対して、専門指導員等の経費の一部を助成
する。
　助成施設数：43施設（見込）

75,000千円 障害福祉課

　（9）―⑤の再掲 ― こども福祉課ほか

　児童発達支援事業所等が、通所している発達障害児等の保護者に対して、グループ講習等の集
団支援や居宅訪問等の個別支援を実施した場合に、経費の一部を助成する。
　助成施設数：32施設（見込）

5,300千円 障害福祉課

― ― 保育幼稚園課

　(a) 保育所
　保育所に臨床心理士等の専門家を招き、指導の困難な児童や障害のある児童について、幼児保
育相談等を行うことに要する経費の補助を行う。
　補助対象保育所：89か所

5,340千円 保育幼稚園課

　(b)幼稚園等
　私立幼稚園等において、指導の困難な幼児や障害のある児童について、幼児教育相談を行うこと
に要する経費の補助を行う。(私立幼稚園協会加入園）
　補助対象幼稚園等：62所

3,720千円 保育幼稚園課

　（３）－③－ウー（ア）の再掲 ― 障害福祉課

　(2)－③－エー（オ）の再掲 ― 学校教育課

　障害を持つ児童生徒の保護者に学校生活や教育面についての専門的支援ができるように、本市教
職員を対象にペアレントトレーニングインストラクター（指導者）を養成し、保護者に対しては、ペアレント
トレーニングを実施する。

1,166千円 学校教育課

　障害のある幼児、児童生徒の個々のニーズに応じた適切な指導が受けられるように、特別支援教
育体制の更なる充実を図るとともに、移行期の連携が更に円滑に行われるようにする。（小・中・高等
学校への特別支援教育支援員の配置、相談支援ファイルの活用、特別支援学校教諭による幼稚
園、小・中・高等学校への巡回相談の実施、市特別支援連携協議会の開催など）

264,725千円
（事業全体）

学校教育課

　（３）―③―エ―（オ）の再掲 ― 障害福祉課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

就学指導等推進事業

　市就学教育相談で、940人の相談を実施し、市特別支援教育審議会においては、
1,251人の望ましい就学先についての判断を行った。小・中学校の交流教育の推進指
定校２校、独自交流校１２校の計１４校が、特別支援学校と交流した。中学校特別支
援学級担当者等進路指導研修会では、適切な進路選択について理解を図った。

8,302千円

発達障害児等家族支援補
助金［再掲］

　（１０）－②の再掲 ―

障害児通所支援利用者負
担軽減事業［再掲］

　（１）―④の再掲 ―

医療的ケアを必要とする障
害児支援事業［再掲］

　（３）－③－ウー（ア）の再掲 ―

(１０) ④ 障害のある子どもの生活の支援と社会参加の促進

鹿児島市障害者基幹相談
支援センター事業

　(１０)－①の再掲 ―

医療的ケアを必要とする障
害児支援事業［再掲］

　（３）－③－ウー（ア）の再掲 ―

日常生活用具給付事業
　在宅の重度障害者（児）に対し、日常生活用具を給付することにより、日常生活の便
宜を図った。（18歳以上の者を含む。）
　給付件数　12,734件

129,173千円

障害福祉サービス給付事業
（居宅介護・短期入所）

　障害者(児)の属する家庭に対し、ホームヘルパーを派遣し、障害児の健全で安らか
な日常生活の安定を図った。　延利用者数　11,612人
　障害者(児） の保護者等が疾病等のため在宅における介護が困難となった場合、一
時的に入所させることにより、在宅の障害児及びその介護者の福祉の向上を図った。
延利用者数　3,514人

1,423,611千円

難聴児補聴器購入助成事
業

　身体障害者手帳の交付対象とならない18歳未満の軽度・中等度の難聴児に対し補
聴器の購入・修理に係る費用を助成することにより、発語やコミュニケーション能力の
発達、教育上必要な聴力の確保を図った。
　交付・修理件数　51件（実績）

1,225千円

障害児通所等支援事業
［再掲］

　（３）―③―エ―（オ）の再掲 ―

補装具費支給事業

　身体障害者（児）及び難病患者等の身体機能を補うための補装具を購入・修理する
ときの費用を支給することにより、日常生活や社会生活の向上を図った。（18歳以上
の者を含む。）
　交付・修理件数　1,429件（実績）

145,984千円

ゆうあいガイドブック作成事
業

　各種福祉制度の概要や手続き方法等を紹介するゆうあいガイドブックを配付した。 0千円

友愛パス交付事業
　障害者（児）に市電・バスの無料パス券を交付することにより、福祉の向上を図った。
（18歳以上の者を含む。）
　交付者数　19,527人

278,046千円

友愛タクシー券交付事業
　重度障害者（児）がタクシー券を利用する場合に、その運賃の一部を補助することに
より、重度障害者の福祉の向上を図った。（18歳以上の者を含む。）
　交付者数　9,774人

72,017千円

障害児通所支援利用者負
担軽減事業［再掲］

　（１）―④の再掲 ―

（拡）放課後児童健全育成
事業［再掲］

　（２）―①の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　障害のある幼児児童生徒に適切な教育を行うために、専門家の意見を聴き適切な教育措置をす
る。また、交流及び共同学習や合同宿泊学習等を通して、特別支援教育の推進を図る。（市特別支
援教育審議会の開催、障害のある幼児児童生徒の就学に関する教育相談会の実施、ことばの検査
の実施、特別支援学級合同宿泊学習の実施、進路指導研修会の実施等）

9,234千円 学校教育課

　（１０）－②の再掲 ― 障害福祉課

　（１）―④の再掲 ― 障害福祉課

　（３）－③－ウー（ア）の再掲 ― 障害福祉課

　(１０)－①の再掲 ― 障害福祉課

　（３）－③－ウー（ア）の再掲 ― 障害福祉課

　在宅の重度障害者（児）に対し、日常生活用具を給付することにより、日常生活の便宜を図る。（18
歳以上の者を含む。）
　給付件数　12,867件（見込）

135,609千円
障害福祉課
谷山福祉課

　障害者（児）の属する家庭に対し、ホームヘルパーを派遣し、障害児の健全で安らかな日常生活の
安定を図る。　延利用者数　12,030人（見込）
　障害者(児)の保護者等が疾病等のため在宅における介護が困難となった場合、一時的に入所させ
ることにより、在宅の障害児及びその介護者の福祉の向上を図る。　延利用者数　3,400人（見込）

1,513,909千円 障害福祉課

　身体障害者手帳の交付対象とならない18歳未満の軽度・中等度の難聴児に対し補聴器の購入・
修理に係る費用を助成することにより、発語やコミュニケーション能力の発達、教育上必要な聴力の
確保を図る。
　交付・修理件数　36件（見込）

1,228千円 障害福祉課

　（３）―③―エ―（オ）の再掲 ― 障害福祉課

　身体障害者（児）及び難病患者等の身体機能を補うための補装具を購入・修理するときの費用を
支給することにより、日常生活や社会生活の向上を図る。（18歳以上の者を含む。）
　交付・修理件数　1,607件（見込）

166,595千円
障害福祉課
谷山福祉課

　ゆうあいガイドブックの作成及び配布をする。 941千円 障害福祉課

　障害者（児）に市電・バスの無料パス券を交付することにより、福祉の向上を図る。（18歳以上の者
を含む。）
　交付者数　19,891人（見込）

325,343千円 障害福祉課

　重度障害者（児）がタクシー券を利用する場合に、その運賃の一部を補助することにより、重度障害
者の福祉の向上を図る。（18歳以上の者を含む。）
　交付者数　9,936人（見込）

78,272千円 障害福祉課

　（１）―④の再掲 ― 障害福祉課

　（２）―①の再掲 ―
こども政策課
谷山福祉課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(１０) ⑤ 経済的な支援

障害児福祉手当支給事業
　20歳未満の重度障害児に障害児福祉手当を支給することにより、これら重度障害
児の福祉の増進を図った。　支給延件数4,101件

61,023千円

特別児童扶養手当支給事
業

　精神または身体に障害を有する児童を監護する者に手当を支給し、これらの者の福
祉の増進を図った。
　（認定、支給事務は県）

822千円

重度心身障害者等医療費
助成事業

　重度心身障害者（児）及び合併障害者に対し、医療費を助成することによりこれらの
者の保健の向上と福祉の増進を図った。（身障・知障18歳以上を含む。）
　助成件数：344,940件

1,756,998千円

市民福祉手当（重度障害児
手当）支給事業

　20歳未満の重度障害児に市民福祉手当を支給することにより、その福祉の増進を
図った。
　支給件数　487件

11,688千円
(手当額のみ）

重度心身障害者（児）紙お
むつ等助成事業

　重度心身障害者（児）に対し、在宅又は病院等において使用する紙おむつ等の購入
費の助成をし、世帯の経済的負担の軽減を図った。（18歳以上の者を含む。）
　支給件数　1,024件

11,934千円

(1１) 配偶者等からの暴力に対する対策の推進

① きめ細やかな相談の実施

婦人相談員設置事業
［再掲］

　（９）―①の再掲 ―

サンエールかごしま相談室
の運営

・女性相談員（３人）による女性のための総合相談　2,232件
・女性の弁護士による法律相談の実施
　　第２・４木曜日　13時から16時　69人
・女性の臨床心理士による心理相談の実施
　　第１木曜日　14時から17時　21人
・男性の心理士等による男性相談の実施
　　奇数月第３土曜日　10時から13時
　　偶数月第３日曜日　13時から16時
　　受付人数　24人
　

9,485千円
（男女共同参画
センター運営事

業総額）

男女共同参画情報誌「す
てっぷ」の発行［再掲］

　（６）―①の再掲 ―

関係機関相談員研修・意見
交換会の開催

　庁内の相談業務に直接関わる相談員を対象に、相談業務に必要な知識の習得・相
談技能の向上及び男女共同参画の視点からみた相談のあり方を学ぶ研修を実施し
た。

　開催日：令和3年5月11日　出席者　61人
　講　 師：山喜　高秀（志學館大学　人間関係学部　教授）
　テーマ：「児童虐待の現状と地域でできる支援」

　開催日：令和4年1月12日　出席者　59人
　講　 師：藤原　奈美（一般社団法人Saa・Ya統括コーディネーター）
　テーマ：「暴力被害とその後の生活、周囲への影響について」

14千円

ＤＶ対策基本計画推進事業

　鹿児島市ＤＶ対策基本計画並びに配偶者暴力相談支援センターの業務を通じて、
ＤＶ被害者支援の充実や予防啓発の充実を図った。

　⑴　配偶者暴力相談支援センター　ＤＶ等相談 664件
　⑵　ＤＶ防止対策委員会　（3回）※第3回のみ書面開催
　　　 構　成　学識経験者、関係機関代表等
　⑶　ＤＶ防止庁内連絡会議　（2回）
　　　 構　成　関係課長（29課）
　⑷　デートＤＶ講演会（中・高・大学等18校3,039人）
　⑸　若者による若者のためのデートＤＶ啓発講座　※コロナの影響で中止
　⑹　デートＤＶ防止啓発誌の配布
　　　 配布先　市内の高校(23校）1年生　6,400部
　⑺　カードサイズＤＶリーフレットの配布
　　　 配布先　公共施設、医療機関等（約1,500箇所）
　⑻　男性相談カードの作成・配布
　　　 配布先　サンエールかごしま、市役所等（約30箇所）

776千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　20歳未満の重度障害児に障害児福祉手当を支給することにより、これら重度障害児の福祉の増進
を図る。　支給延件数4,058件（見込）

60,383千円
障害福祉課
谷山福祉課

　精神または身体に障害を有する児童を監護する者に手当を支給し、これらの者の福祉の増進を図
る。
　（認定、支給事務は県）

1,030千円
こども福祉課
谷山福祉課

　重度心身障害者（児）及び合併障害者に対し、医療費を助成することによりこれらの者の保健の向
上と福祉の増進を図る。（身障・知障18歳以上を含む。）
　助成件数：350,433件（見込）

1,825,049千円
障害福祉課
谷山福祉課

　20歳未満の重度障害児に市民福祉手当を支給することにより、その福祉の増進を図る。
　支給件数　529件

12,696千円
（手当額のみ）

障害福祉課

　重度心身障害者（児）に対し、在宅又は病院等において使用する紙おむつ等の購入費の助成をし、
世帯の経済的負担の軽減を図る。（18歳以上の者を含む。）
　支給件数　1,042件（見込）

12,437千円
障害福祉課
谷山福祉課

　（９）―①の再掲 ―
こども福祉課
谷山福祉課

　女性相談員による女性のための総合相談、法律相談、心理相談、男性相談員による男性相談を
実施する。

11,022千円
（男女共同参画セ
ンター運営事業総

額）

男女共同参画推進課

　（６）―①の再掲 ― 男女共同参画推進課

　庁内の相談業務に直接関わる相談員を対象に、相談業務に必要な知識の習得・相談技能の向上
及び男女共同参画の視点からみた相談のあり方を学ぶ研修を実施する。

14千円 男女共同参画推進課

　鹿児島市ＤＶ対策基本計画並びに配偶者暴力相談支援センターの業務を通じて、ＤＶ被害者支援
の充実や予防啓発の充実を図る。

　⑴　配偶者暴力相談支援センター　ＤＶ等相談
　⑵　ＤＶ防止対策委員会　（3回）
　　　 構　成　学識経験者、関係機関代表等
　⑶　ＤＶ防止庁内連絡会議　（2回）
　　　 構　成　関係課長（29課）
　⑷　デートＤＶ講演会（中・高・大学等19校）
　⑸　若者による若者のためのデートＤＶ啓発講座（1校）
　⑹　デートＤＶ防止啓発誌の作成・配布
　⑺　カードサイズＤＶリーフレットの作成・配布
　⑻　男性相談カードの作成・配布

1,032千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

男女共同参画推進課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

カードサイズDVリーフレットの
作成・配布

　ＤＶ対策基本計画推進事業を参照

776千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

DV防止庁内連絡会議の開
催

　ＤＶ対策基本計画推進事業を参照

776千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

男性相談カードの作成・配
布

　ＤＶ対策基本計画推進事業を参照

776千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

DV防止対策委員会の開催 　ＤＶ対策基本計画推進事業を参照

776千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

(1１) ② 緊急一時保護の実施及び自立への支援

県女性相談センターとの連
携による一時保護の実施

　県女性相談センターと連携し、配偶者等から暴力を受けている女性を一時的に保護
した。

0千円

母子保護の実施
　配偶者のいない女子又はこれに準ずる事情にある女子と監護している児童の母子生
活支援施設へ入所させ、母子保護を図った。

81,764千円

母子生活支援施設での自
立支援（社会復帰促進）事
業

　施設を退所し、社会復帰した者を施設に招き、入所児童等との交流活動を行った。 0千円

子育て短期支援事業
［再掲］

　（２）―①の再掲 ―

(1１) ③ 若年者へのＤＶ予防教育の実施

デートＤＶ講演会・若者によ
る若者のためのデートＤＶ講
座の開催

　ＤＶ対策基本計画推進事業を参照

776千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

デートＤＶ啓発誌の作成・配
付

　ＤＶ対策基本計画推進事業を参照

776千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

ＤＶ対策基本計画推進事業
［再掲］

　（１１）―①、③の再掲 ―

命の教育

（学校教育課）
　生命尊重に関する全体計画を作成し、生命尊重や人間関係づくりなどを基盤とした
心の教育をすべての教育活動で推進した。特に、道徳教育において、発達の段階に
応じて自分や他人の生命を尊重する心や思いやりの心などを指導しているほか、市道
徳教育研究会や「心の教育の日」などで授業参観を実施して、保護者も一緒に考える
機会を設けたり、市教委が作成している「こころの言の葉コンクール作品集」を活用して
家族や命について考えさせたりする取組を行った。
（保健体育課）
 　学校における性に関する指導において，児童生徒等へ生命尊重や男女の人間関
係育成等の内容の指導を実施した。

0千円

セーフコミュニティ促進事業
（ＤＶ防止）

　警察等の関係機関や学識経験者、関係団体の代表者等からなる鹿児島市ＤＶ防止
対策委員会を開催した。
　年3回

776千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

(1２) 子育てに対する経済的支援

① 各種手当の支給

児童手当支給事業
　家庭等における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健やかな
成長を支援するため、中学校修了前までの児童を対象に児童手当を支給した。
　・延児童数　894,865人

9,805,890千円

児童扶養手当支給事業
［再掲］

　（９）―⑤の再掲 ―

市民福祉手当（遺児等修学
手当）支給事業［再掲］

　（９）―⑤の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　ＤＶ対策基本計画推進事業を参照

1,032千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

男女共同参画推進課

　ＤＶ対策基本計画推進事業を参照

1,032千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

男女共同参画推進課

　ＤＶ対策基本計画推進事業を参照

1,032千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

男女共同参画推進課

　ＤＶ対策基本計画推進事業を参照

1,032千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

男女共同参画推進課

　県女性相談センターと連携し、配偶者等から暴力を受けている女性を一時的に保護する。 0千円
こども福祉課
谷山福祉課

　配偶者のいない女子又はこれに準ずる事情にある女子と監護している児童の母子生活支援施設へ
入所させ、母子保護を図る。

86,992千円
こども福祉課
谷山福祉課

　施設を退所し、社会復帰した者を施設に招き、入所児童等との交流活動を行う。 0千円
こども福祉課
谷山福祉課

　（２）―①の再掲 ―

こども福祉課
こども家庭支援セ
ンター
谷山福祉課

　ＤＶ対策基本計画推進事業を参照

1,032千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

男女共同参画推進課

　ＤＶ対策基本計画推進事業を参照

1,032千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

男女共同参画推進課

　（１１）―①、③の再掲 ― 男女共同参画推進課

（学校教育課）
　生命尊重や人間関係づくりなどを基盤とした心の教育をすべての教育活動で推進し、生命尊重に関
する全体計画を作成して命を大切にする指導に努める。特に、道徳教育において、発達の段階に応
じて自分や他人の生命を尊重する心や思いやりの心などを指導するほか、授業参観を実施して保護
者も一緒に考える機会を設けたり、市教委が作成している「こころの言の葉コンクール作品集」を活用
して家族や命について考えさせたりする取組を行う。
（保健体育課）
 　学校における性に関する指導において，児童生徒等へ生命尊重や男女の人間関係育成等の内容
の指導を実施する。

0千円
学校教育課
保健体育課

　警察等の関係機関や学識経験者、関係団体の代表者等からなる鹿児島市ＤＶ防止対策委員会を
開催する。
　年３回

1,032千円
（ＤＶ対策基本
計画推進事業

総額）

男女共同参画推進課

　家庭等における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健やかな成長を支援する
ため、中学校修了前までの児童を対象に児童手当を支給する。
　・延児童数見込み　865,620人

9,604,995千円
こども福祉課
谷山福祉課

　（９）―⑤の再掲 ―
こども福祉課
谷山福祉課

　（９）―⑤の再掲 ―
こども福祉課
谷山福祉課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

市民福祉手当（重度障害児
手当）支給事業［再掲］

　（１０）―⑤の再掲 ―

特別児童扶養手当支給事
業［再掲］

　（１０）―⑤の再掲 ―

障害児福祉手当支給事業
［再掲］

　（１０）―⑤の再掲 ―

(1２) ② 子どもやひとり親の医療費助成

こども医療費助成事業
［再掲］

　（３）―⑥―ア―（イ）の再掲 ―

母子・父子家庭等医療費助
成事業［再掲］

　（９）―⑤の再掲 ―

重度心身障害者等医療費
助成事業［再掲］

　（１０）―⑤の再掲 ―

未熟児養育医療事業
［再掲］

　（３）―⑥―ア―（イ）の再掲 ―

自立支援医療費（育成）支
給事業［再掲］

　（３）―⑥―ア―（イ）の再掲 ―

小児慢性特定疾病医療費
助成事業［再掲］

　（３）―⑦―ウの再掲 ―

(1２) ③ 保育料等の軽減

幼児教育・保育の無償化
［再掲］

　（１）－④の再掲 ―

保育料の軽減［再掲］ 　（１）－④の再掲 ―

障害児通所支援利用者負
担軽減事業

　（１）―④の再掲 ―

多子世帯保育料等軽減事
業

　市町村民税所得割合算額が９７，０００円未満の多子世帯に属する満１８歳未満の
児童（ただし、１８歳に達する日以降最初の３月３１日までの間を含む。）のうち、３人目
以降に該当する児童に係る保育料の軽減を行った。
補助対象者　321人

9,530千円

(1２) ④ 学校教育における助成

就学援助
　経済的理由により就学困難と認められる児童生徒の保護者に対し、学用品費等の
援助を行った。
　【対象児童生徒数　12,097人（うち小学校入学予定者　1,097人）】

970,589千円

特別支援教育就学奨励費
　特別支援学級等へ就学する児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、そ
の負担能力の程度に応じ、学用品費等の援助を行った。
　【対象児童生徒数　1,148人】

41,125千円

奨学資金貸付制度

   高等学校等の生徒を対象に奨学金の貸与を、高等学校等に入学する者の保護者
に入学一時金の貸与を行った。
   奨学金貸与額：11,460,000円　（40人）
　 入学一時金貸与額：780,000円 （9人）

12,240千円

私立高等学校補助金
　市内に所在する私立高等学校の教職員の研修又は教材等充実のため助成した。
　（私立高等学校９校）

21,147千円

遠距離通学費補助事業
　遠距離を理由に、校区内の小・中学校に公共交通機関等を利用して通学する児童
生徒の保護者の経済的な負担の軽減を図るため、交通費の補助を行った。
　【対象児童生徒数　115人】

4,293千円

安心安全通学費補助事業
　交通安全を理由に、校区内の小・中学校に公共交通機関等を利用して通学する児
童生徒の保護者の経済的な負担の軽減を図るため、交通費の一部を補助した。
　【対象児童生徒数　289人】

3,625千円

通級指導教室保護者交通
費助成事業

　通級指導教室へ通級する児童生徒に付き添う保護者の交通費の一部を助成した。
　【対象児童生徒数　233人】

209千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　（１０）―⑤の再掲 ― 障害福祉課

　（１０）―⑤の再掲 ―
こども福祉課
谷山福祉課

　（１０）―⑤の再掲 ―
障害福祉課
谷山福祉課

　（３）―⑥―ア―（イ）の再掲 ― こども福祉課

　（９）―⑤の再掲 ― こども福祉課

　（１０）―⑤の再掲 ―
障害福祉課
谷山福祉課

　（３）―⑥―ア―（イ）の再掲 ― 母子保健課

　（３）―⑥―ア―（イ）の再掲 ― 母子保健課

　（３）―⑦―ウの再掲 ― 母子保健課

　（１）－④の再掲 ― 保育幼稚園課

　（１）－④の再掲 ― 保育幼稚園課

　（１）―④の再掲 ― 障害福祉課

　市町村民税所得割合算額が９７，０００円未満の多子世帯に属する満１８歳未満の児童（ただし、１
８歳に達する日以降最初の３月３１日までの間を含む。）のうち、３人目以降に該当する児童に係る保
育料の軽減を行う。

8,462千円 保育幼稚園課

　経済的理由により就学困難と認められる児童生徒の保護者に対し、学用品費等の援助を行う。
　【対象児童生徒数　12,870人（うち小学校入学予定者　1,068人）】

1,081,805千円 教育委員会総務課

　特別支援学級等へ就学する児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、その負担能力の程
度に応じ、学用品費等の援助を行う。
　【対象児童生徒数　1,235人】

51,559千円 教育委員会総務課

   高等学校等の生徒を対象に奨学金の貸与を、高等学校等に入学する者の保護者に入学一時金
の貸与を行う。制度運営のため基金（3億円）を設置しており、年間貸与総額は50,000千円以内であ
る。

50,000千円 教育委員会総務課

　市内に所在する私立高等学校の教職員の研修又は教材等充実のため助成する。
　（私立高等学校９校）

21,698千円 総務課

　遠距離を理由に、校区内の小・中学校に公共交通機関等を利用して通学する児童生徒の保護者
の経済的な負担の軽減を図るため、交通費の補助を行う。
　【対象児童生徒数　119人】

4,490千円 教育委員会総務課

　交通安全を理由に、校区内の小・中学校に公共交通機関等を利用して通学する児童生徒の保護
者の経済的な負担の軽減を図るため、交通費の一部を補助する。
　【対象児童生徒数　316人】

4,067千円 教育委員会総務課

　通級指導教室へ通級する児童生徒に付き添う保護者の交通費の一部を助成する。
　【対象児童生徒数　228人】

477千円 教育委員会総務課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

リーディングプロジェクト：鹿児島市子どもの未来応援プラン（子どもの貧困対策推進計画）

１　学びの支援
(1) 幼児教育・保育の無償化の推進及び質の向上

①　幼児教育・保育の無償化

子ども・子育て支援新制度
における保育所・幼稚園・認
定こども園の利用者負担額
の設定

本編（1）-④の再掲 ―

施設等利用給付費等事業
（R2から幼児教育無償化事
業から事業名変更）

本編（1）-④の再掲 ―

保育料のみなし寡婦（夫）軽
減の実施

本編（9）-⑤の再掲 ―

多子世帯保育料等軽減事
業

本編（12）-③の再掲 ―

障害児通所支援利用者負
担軽減事業

本編（1）-④の再掲 ―

②　幼児教育・保育の質の向上

施設型給付費 本編（1）-①、②の再掲 ―

（拡）私立幼稚園等の運営
に対する助成事業

本編（1）-③の再掲 ―

私立保育所等への補助事
業

本編（1）-③の再掲 ―

（終）私立幼稚園障害児教
育補助事業

本編（1）-②の再掲 ―

私立幼稚園施設・設備整備
等助成事業

本編（1）-③の再掲 ―

認可外保育施設助成事業 本編（1）-②の再掲 ―

安全な保育環境充実事業 本編（1）-①の再掲 ―

(2)地域に開かれた学校プラットフォーム

①　スクールソーシャルワーカー等が機能する体制の構築

スクールソーシャルワーカー
活用事業

本編（4）-②の再掲 ―

教育相談の充実 本編（4）-②の再掲 ―

外国人等児童生徒の教育
推進事業

　鹿児島市立の小・中学校に在籍する日本語指導が必要な外国人児童生徒・中国
帰国児童生徒・帰国児童生徒に、日本語の習得や生活への適応ができるよう指導・
支援を行った。
・日本語指導協力者　2人

1,435千円

フレンドシップ（適応指導教
室）支援事業

本編（4）-②の再掲 ―

子ども学習サポート事業 本編（2）-③の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

本編（1）-④の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-④の再掲 － 保育幼稚園課

本編（9）-⑤の再掲 － 保育幼稚園課

本編（12）-③の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-④の再掲 － 障害福祉課

本編（1）-①、②の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-③の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-③の再掲 － 保育幼稚園課

― － 保育幼稚園課

本編（1）-③の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-②の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-①の再掲 － 保育幼稚園課

本編（4）-②の再掲 － 青少年課

本編（4）-②の再掲 － 青少年課

　鹿児島市立の小・中学校に在籍する日本語指導が必要な外国人児童生徒等に、日本語の習得や
生活への適応ができるよう指導・支援を行う。
・日本語指導協力者　2人

1,717千円 学校教委課

本編（4）-②の再掲 － 青少年課

本編（2）-③の再掲 － 保護第一課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

②　学校教育による学力保障

教育相談の充実 本編（4）-②の再掲 ―

(3)高等学校等における修学継続のための支援

①　高校中退の予防のための取組

スクールソーシャルワーカー
活用事業

本編（4）-②の再掲 ―

子ども学習サポート事業 本編（2）-③の再掲 ―

教育相談の充実 本編（4）-②の再掲 ―

個性あふれる学校づくり推
進事業

本編（4）-②の再掲 ―

②　高校中退後の支援

学び直しの支援
（県の事業）

　高等学校等を中途退学した者が市立高等学校に再入学した場合に、法律上の就学
支援金の支給対象期間（36月）経過後も、継続して授業料の支援を行った。（高等学
校等就学支援金制度と一体で実施）

―

母子家庭等自立支援事業
（高卒認定試験受講修了時
等給付金）

本編（9）-③の再掲 ―

(4)大学等進学に対する教育機会の提供

①　高等教育の修学支援

母子父子寡婦福祉資金貸
付事業（修学資金、就学支
度資金）

本編（9）-⑤の再掲 ―

母子・父子家庭等たすけあ
い資金貸付事業(入学資
金：高校・大学）

本編（9）-⑤の再掲 ―

(5) 特に配慮を要する子供への支援

①　特別支援教育に関する支援の充実

特別支援教育就学奨励事
業

本編（12）-④の再掲 ―

通級指導教室保護者交通
費助成事業

本編（12）-④の再掲 ―

就学指導等推進事業 本編（10）-③の再掲 ―

特別支援教育体制推進事
業

本編（10）-③の再掲 ―

特別支援教育保護者支援
事業

本編（10）-③の再掲 ―

②　外国人児童生徒等への支援

外国人等児童生徒の教育
推進事業

1-（2）-①の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

本編（4）-②の再掲 － 青少年課

本編（4）-②の再掲 － 青少年課

本編（2）-③の再掲 － 保護第一課

本編（4）-②の再掲 － 青少年課

本編（4）-②の再掲 － 学校教育課

　高等学校等を中途退学した者が市立高等学校に再入学した場合に、法律上の就学支援金の支給
対象期間（36月）経過後も、継続して授業料の支援を行う。（高等学校等就学支援金制度と一体で
実施）

－
教育委員会総務
課

本編（9）-③の再掲 － こども福祉課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（12）-④の再掲 －
教育委員会総務
課

本編（12）-④の再掲 －
教育委員会総務
課

本編（10）-③の再掲 － 学校教育課

本編（10）-③の再掲 － 学校教育課

本編（10）-③の再掲 － 学校教育課

1-（2）-①の再掲 － 学校教育課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(6)教育費負担の軽減

①　義務教育段階の就学支援の充実

就学援助事業 本編（12）-④の再掲 ―

遠距離・安心安全通学費補
助事業

本編（12）-④の再掲 ―

市民福祉手当
（遺児等修学手当）

本編（9）-⑤の再掲 ―

愛の福祉基金 本編（9）-⑤の再掲 ―

交通遺児見舞積立基金

　交通事故の撲滅と交通安全を願って寄せられた市民の方々の善意の寄付を、不幸
にして、交通事故により親を亡くすなどした交通遺児を励ますための財源等として積み
立て、交通遺児等に図書カード等を贈呈した。
・交付対象者：延べ48名　　　・交付額：720,000円

720千円

②　高校生等への修学支援等による経済的負担の軽減

高等学校等就学支援金制
度
（国の制度）

　市立高等学校に在籍し一定の要件を満たす生徒に対して、高等学校等就学支援金
を支給し授業料に充てることにより、教育費負担軽減を図った。
　【令和3年度決算】　就学支援金受給人数　1,772人

210,415千円

奨学のための給付金制度
(県事業）の周知

市立高校の生徒・保護者に対し、県が実施する奨学のための給付金制度の周知等を
図った。

―

市立高等学校授業料の減
免

家計急変や被災等により授業料の納付が困難となった者に対し、授業料を減免した。
※就学支援金の支給又は学び直しの支援を受けている場合は、減免は適用しない。
（令和3年度は対象者なし）

0千円

母子父子寡婦福祉資金貸
付事業（修学資金、就学支
度資金）

本編（9）-⑤の再掲 ―

母子・父子家庭等たすけあ
い資金貸付事業
（入学資金：高校・大学）

本編（9）-⑤の再掲 ―

奨学資金貸付制度 本編（12）-④の再掲 ―

③　生活困窮世帯等への進学費用等の負担軽減

生活保護法による扶助費

　教育扶助は、困窮のため最低限度の生活を維持することのできない者に対して、左
に掲げる事項の範囲内において行われる。
①義務教育に伴って必要な教科書その他の学用品
②義務教育に伴って必要な通学用品
③学校給食その他義務教育に伴って必要なもの
　進学準備給付金は、大学等に進学する者に対して進学の際の新生活立ち上げの費
用として支給するものである。転居する者は30万円、その他の者は10万円を支給。

25,698,664千円
（事業費全体）

高校生の就労収入を高校
卒業後の進学費用に充てる
場合、収入として認定しない
取扱い

　高校生の就労収入を高校卒業後の進学費用に充てる場合、収入として認定しない
取扱いを行った。

―

子供が大学等に通学してい
る間、住宅扶助額を減額し
ない取り扱い

　子供が大学等に通学している間、住宅扶助額を減額しない取り扱いを行った。 ―

生活困窮者自立支援事業
（家計改善支援）

　生活困窮者の自立に向け、自立相談支援事業、住居確保給付金、就労準備支援
事業など必要な支援を行う。31年度より、相談者の家計状況を把握し、生活再生へ
の支援を行うための家計改善支援事業を実施した。

―

④　ひとり親家庭への進学費用等の負担軽減

母子父子寡婦福祉資金貸
付事業（修学資金、就学支
度資金）

本編（9）-⑤の再掲 ―

母子家庭等自立支援事業
（高卒認定試験受講修了時
等給付金）

本編（9）-③の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

本編（12）-④の再掲 1,105,887千円
教育委員会総務
課

本編（12）-④の再掲 8,513千円
教育委員会総務
課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

　交通事故の撲滅と交通安全を願って寄せられた市民の方々の善意の寄付を、不幸にして、交通事
故により親を亡くすなどした交通遺児を励ますための財源等として積み立て、交通遺児等に図書カー
ド等を贈呈する。

721千円 安心安全課

　市立高等学校に在籍し一定の要件を満たす生徒に対して、高等学校等就学支援金を支給し授業
料に充てることにより、教育費負担軽減を図る。
　【令和4年度予算】　就学支援金受給人数（見込み）1,736人

206,237千円
教育委員会総務
課

　市立高校の生徒・保護者に対し、県が実施する奨学のための給付金制度の周知等を図る。 －
教育委員会総務
課

　家計急変や被災等により授業料の納付が困難となった者に対し、授業料を減免する。
　※就学支援金の支給又は学び直しの支援を受けている場合は、減免は適用しない。

－
教育委員会総務
課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（12）-④の再掲 － 教育委員会総務課

　教育扶助は、困窮のため最低限度の生活を維持することのできない者に対して、左に掲げる事項の
範囲内において行われる。
①義務教育に伴って必要な教科書その他の学用品
②義務教育に伴って必要な通学用品
③学校給食その他義務教育に伴って必要なもの
　進学準備給付金は、大学等に進学する者に対して進学の際の新生活立ち上げの費用として支給す
るものである。転居する者は30万円、その他の者は10万円を支給。

25,901,140千円
（事業費全体）

保護第一課

　高校生の就労収入を高校卒業後の進学費用に充てる場合、収入として認定しない取扱いを行う。 － 保護第一課

　子供が大学等に通学している間、住宅扶助額を減額しない取り扱いを行う。 － 保護第一課

　生活困窮者の自立に向け必要な支援を行ううち、相談者の家計状況を把握し、生活再生への支援
を行うための家計改善支援事業を実施する。

－ 保護第一課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（9）-③の再掲 － こども福祉課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

(7)地域における学習支援等

①　地域学校協働活動における学習支援等

新・郷中教育推進事業 本編（2）-③の再掲 ―

学校支援ボランティア事業 本編（4）-③の再掲 ―

②　生活困窮世帯等への学習支援

子ども学習サポート事業 本編（2）-③の再掲 ―

(8)その他の教育支援

①　学校給食を通じた子供の食事・栄養状態の確保

生活保護法による扶助費 1-（6）-③の再掲 ―

就学援助事業 本編（12）-④の再掲 ―

特別支援教育就学奨励事
業

本編（12）-④の再掲 ―

②　多様な体験活動の機会の提供

青少年の翼事業 ※令和3年度休止事業 0千円

東南アジアへの中高生の派
遣

※令和3年度休止事業 0千円

青少年国際交流オンライン
体験事業

－ 0千円

③　その他

子どもの未来応援事業 本編（2）-③の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

本編（2）-③の再掲 － 青少年課

本編（4）-③の再掲 － 生涯学習課

本編（2）-③の再掲 － 保護第一課

1-（6）-③の再掲 － 保護第一課

本編（12）-④の再掲 －
教育委員会総務
課

本編（12）-④の再掲 －
教育委員会総務
課

　次世代を担う青少年を海外に派遣し、外国の歴史・文化に触れ、外国での生活体験を通じて国際
的視野を深め、外国との親善を深めるとともに、本市の国際化の促進に寄与する人材を育成する。
　※令和4年度休止事業

― 国際交流課

　青少年の国際性を培うために、鹿児島県青少年国際協力体験事業に参加し、中高生３名を東南ア
ジアに派遣する。。
　※令和4年度休止事業

― 国際交流課

　国際交流の推進に向け、コロナ禍においても青少年の国際的視野を広げる機会を創出するため、
姉妹友好都市等とのオンライン交流を行う。
　※令和4年度のみ実施予定

5,105千円 国際交流課

本編（2）-③の再掲 － こども福祉課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

２　生活の安定に資するための支援
(1) 親の妊娠・出産期、子供の乳幼児期における支援

①　妊娠・出産期からの相談・切れ目のない支援

妊娠・出産包括支援事業 本編（3）-②の再掲 ―

妊婦健康診査・健康相談事
業

本編（2）-①の再掲 ―

産婦健康診査事業 本編（3）-②の再掲 ―

産婦支援小児科連携事業 本編（3）-②の再掲 ―

乳幼児健康診査事業 本編（3）-②の再掲 ―

新生児・妊産婦訪問支援事
業

本編（2）-①の再掲 ―

（新）3歳児健康診査におけ
る屈折検査事業

ー ―

こんにちは赤ちゃん事業 本編（2）-①の再掲 ―

母子保健訪問指導(保健セ
ンター職員分)

　母性や乳幼児の健康の保持・増進の目的のため、妊娠、出産、育児に関する相談、
指導、助言等を行った。

―

子どもすこやか安心ねっと事
業

本編（3）-③の再掲 ―

（拡）育児支援家庭訪問事
業
［再掲］

本編（2）-①の再掲 ―

児童虐待防止対策事業
［再掲］

本編（8）-④の再掲 ―

すこやか子育て交流館管理
運営等事業

本編（2）-①の再掲 ―

親子つどいの広場運営事業 本編（2）-①の再掲 ―

児童センター運営事業 本編（2）-①の再掲 ―

地域子育て支援センター事
業

本編（2）-①の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

本編（3）-②の再掲 － 母子保健課

本編（2）-①の再掲 － 母子保健課

本編（3）-②の再掲 － 母子保健課

本編（3）-②の再掲 － 母子保健課

本編（3）-②の再掲 － 母子保健課

本編（2）-①の再掲 － 母子保健課

本編（４）―②―イの再掲 ― 母子保健課

本編（2）-①の再掲 － 母子保健課

　母性や乳幼児の健康の保持・増進の目的のため、妊娠、出産、育児に関する相談、指導、助言等
を行う。

－ 母子保健課

本編（3）-③の再掲 － 母子保健課

本編（2）-①の再掲 －
こども家庭支援セ

ンター

本編（8）-④の再掲 －
こども家庭支援セ

ンター

本編（2）-①の再掲 － こども政策課

本編（2）-①の再掲 － こども政策課

本編（2）-①の再掲 － こども政策課

本編（2）-①の再掲 － こども政策課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

②　特定妊婦等困難を抱えた女性の把握と支援 ―

母子生活支援施設への入
所措置

本編（11）-②の再掲 ―

新生児・妊産婦訪問支援事
業

本編（2）-①の再掲 ―

こんにちは赤ちゃん事業 本編（2）-①の再掲 ―

母子保健訪問指導(保健セ
ンター職員分)

2-（1）-①の再掲 ―

子どもすこやか安心ねっと事
業

本編（3）-③の再掲 ―

（拡）育児支援家庭訪問事
業
［再掲］

本編（2）-①の再掲 ―

児童虐待防止対策事業
［再掲］

本編（8）-④の再掲 ―

(2)保護者の生活支援

①　保護者の自立支援

生活困窮者自立支援事業 1-（6）-③の再掲 ―

被保護者自立促進事業 　※新型コロナウイルス感染症の影響の為、中止とした。 0千円

ひとり親家庭等生活支援講
習会事業

本編（9）-②の再掲 ―

ひとり親家庭等日常生活支
援事業

本編（9）-②の再掲 ―

母子父子家庭等たすけあい
資金貸付事業(生活資金)

本編（9）-⑤の再掲 ―

母子父子寡婦福祉資金貸
付事業(生活資金)

本編（9）-⑤の再掲 ―

母子・父子自立支援員設置
事業

本編（9）-①の再掲 ―

母子生活支援施設への入
所措置

本編（11）-②の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

本編（11）-②の再掲 － こども福祉課

本編（2）-①の再掲 － 母子保健課

本編（2）-①の再掲 － 母子保健課

2-（1）-①の再掲 － 母子保健課

本編（3）-③の再掲 － 母子保健課

本編（2）-①の再掲 －
こども家庭支援セ

ンター

本編（8）-④の再掲 －
こども家庭支援セ

ンター

1-（6）-③の再掲 － 保護第一課

　稼働能力がありながら、稼働していない被保護者の勤労意欲の助長及び稼働能力の活用を促進す
るため、協力事業所において、身体ならし、職場適応のための訓練等を行う。
　・対象者　3人

612千円 保護第一課

本編（9）-②の再掲 － こども福祉課

本編（9）-②の再掲 － こども福祉課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（9）-①の再掲 － こども福祉課

本編（11）-②の再掲 － こども福祉課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

②　保育等の確保

児童福祉施設整備費等補
助事業

本編（1）-①の再掲 ―

児童クラブ施設整備事業 本編（2）-①の再掲 ―

放課後児童健全育成事業 本編（2）-①の再掲 ―

放課後児童健全育成補助
事業

本編（2）-①の再掲 ―

特別保育事業 本編（1）-②の再掲 ―

多子世帯保育料等軽減事
業

本編（12）-③の再掲 ―

私立保育所等への補助事
業

本編（1）-③の再掲 ―

認可外保育施設保育料助
成事業

本編（12）-③の再掲 ―

病児・病後児保育事業 本編（1）-②の再掲 ―

市立保育所の運営（市立保
育所運営事業　他）

本編（1）-③の再掲 ―

施設型給付費 本編（1）-①、②の再掲 ―

保育コーディネーター配置
事業

本編（1）-②の再掲 ―

保育士・保育所支援セン
ター運営事業

本編（1）-①の再掲 ―

認可外保育施設助成事業 本編（1）-②の再掲 ―

保育料のみなし寡婦（夫）軽
減の実施

本編（9）-⑤の再掲 ―

関係機関と連携した保育士
確保事業

本編（1）-①の再掲 ―

（新）保育士等処遇改善補
助事業

本編（1）-①の再掲 ―

（新）保育士等奨学金返済
補助事業

本編（1）-①の再掲 ―

保育士資格取得支援事業 本編（1）-①の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

本編（1）-①の再掲 － 保育幼稚園課

本編（2）-①の再掲 － こども政策課

本編（2）-①の再掲 － こども政策課

本編（2）-①の再掲 － こども政策課

本編（1）-②の再掲 － 保育幼稚園課

本編（12）-③の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-③の再掲 － 保育幼稚園課

本編（12）-③の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-②の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-③の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-①、②の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-②の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-①の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-②の再掲 － 保育幼稚園課

本編（9）-⑤の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-①の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-①の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-①の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-①の再掲 － 保育幼稚園課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

③　保護者の育児負担の軽減

ファミリー・サポートセンター
事業

本編（２）-①の再掲 ―

（拡）育児支援家庭訪問事
業
［再掲］

本編（2）-①の再掲 ―

ひとり親家庭等日常生活支
援事業

本編（9）-②の再掲 ―

子育て短期支援事業
［再掲］

本編（2）-①の再掲 ―

障害福祉サービス給付事業
(短期入所)

　障害児を介護するものが、疾病等の理由により居宅における介護ができない場合に,
短期間、夜間も含め施設で、入浴、排せつ、食事の介護等を行った。
【令和3年度（障害者含む）】
・延利用者数3,514人　・延利用日数　30,181日

335,482千円

日中一時支援事業

障害児を介護するものが、疾病等の理由により居宅における介護ができない場合に、
一時的に施設に預け、必要な保護を行う日帰りのショートステイ。
【令和3年度】
・延利用者数3,365人　・延利用時間　59,509時間

35,642千円

在宅重度心身障害児の家
族支援事業

在宅の重度心身障害児の看護や介護を行う家族の負担軽減を図るため、訪問看護
ステーションを健康保険外で利用する場合に費用助成を行った。
【令和3年度実績】
・利用者数　3人　・利用時間　25.5時間

192千円

(3)子供の生活支援

①　生活困窮世帯等の子供への生活支援

子ども学習サポート事業 本編（2）-③の再掲 ―

②　食育の推進に関する支援

乳幼児健康診査事業 本編（2）-①の再掲 ―

栄養改善対策事業
①児童福祉施設・認定こども園・幼稚園等の給食施設従事者研修会の実施　１回
②児童福祉施設訪問による施設の栄養管理に関する助言

964千円
（事業費全体）

保育所における食育 本編（3）-⑤の再掲 ―

育児支援事業 本編（3）-②の再掲 ―

未来を守るミルク支給事業 本編（3）-②の再掲 ―

食育推進事業 本編（3）-⑤の再掲 ―

母と子の健康教室事業 本編（3）-②の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

本編（２）-①の再掲 － こども政策課

本編（2）-①の再掲 －
こども家庭支援セ

ンター

本編（9）-②の再掲 － こども福祉課

本編（2）-①の再掲 －

こども福祉課
こども家庭支援セ
ンター
谷山福祉課

　障害児を介護するものが、疾病等の理由により居宅における介護ができない場合に,短期間、夜間も
含め施設で、入浴、排せつ、食事の介護等を行う。
【令和4年度見込（障害者含む）】
・延利用者数　3,400人
・延利用日数　29,456日

361,655千円 障害福祉課

障害児を介護するものが、疾病等の理由により居宅における介護ができない場合に、一時的に施設
に預け、必要な保護を行う日帰りのショートステイ。
【令和４年度見込（障害者含む）】
・延利用者数　3,293人　・延利用時間　60,051時間

36,506千円 障害福祉課

在宅重度心身障害児の家族の負担軽減のため、訪問看護を健康保険の上限（１．５時間）を超えて
利用する場合に、その超過分を助成する。
【令和4年度見込】
・利用者数　6人　・利用時間　24時間

1,080千円 障害福祉課

本編（2）-③の再掲 － 保護第一課

本編（2）-①の再掲 － 母子保健課

①児童福祉施設・認定こども園・幼稚園等の給食施設従事者研修会の実施　2回
②児童福祉施設等訪問による施設の栄養管理に関する助言

1,089千円
（事業費全体）

保健予防課

本編（3）-⑤の再掲 － 保育幼稚園課

本編（3）-②の再掲 － 母子保健課

本編（3）-②の再掲 － 母子保健課

本編（3）-⑤の再掲 － 保健政策課

本編（3）-②の再掲 － 母子保健課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

食生活改善推進事業
　望ましい食習慣を普及するために、ボランティアである食生活改善推進員が、食を通
した健康づくりについての声掛けや、地域の方を対象に、保健センター、福祉館等で
「健康づくり料理教室」等の料理教室を開催した。

2,690千円
（事業費全体）

(4)子供の就労支援

①　生活困窮世帯等の子供に対する進路選択等の支援

子ども学習サポート事業 本編（2）-③の再掲 ―

母子家庭等自立支援事業
（高卒認定試験受講修了時
等給付金）

本編（9）-③の再掲 ―

②　高校中退者等への就労支援

市立高等学校就職サポート
事業

　市立高等学校新規卒業予定者の雇用創出に向けて、新規求人開拓を積極的に進
めるために、就職支援員を配置し、就職支援を行った。
・就職支援員　1人
・配置日数・・・週５日　月２０日

2,444千円

③　子供の社会的自立の確立のための支援

若年者等雇用促進助成事
業

若年者等の雇用機会の拡大に資するため、若年者等を雇用した事業主に対し、国のト
ライアル雇用事業と協調して市単独の支援金を支給した。
・支給実績　7事業所、7人

600千円

若年者就職サポート事業

若年者の雇用のミスマッチ防止や定着率の向上を図るため、高校生向けの就職セミ
ナーや新就職者に対する激励大会の開催などにより、若年者の職業意識を醸成した。
【高校生ステップアップセミナー】
・参加校：8校　・参加者数：594人
【新就職者激励大会】
・参加事業所：42事業所　・参加者数：137人

144千円

若者就職応援フェア「みらい
ワーク”かごしま”」開催事業

　若者の市外流出抑制に向け、地元企業に対する理解促進等を図るため、地元の企
業等が一堂に会し、中学生をはじめとする若い世代への企業等の魅力発信や情報提
供を労働局・県と連携して行った。
・開催日：12月12日　・参加者数：942人

1,977千円

女性・学生・シニア起業チャ
レンジ支援事業

　起業等に関心や意欲を持つ女性、学生、シニアに対する相談支援を行った。
　※３年度一部見送り事業（セミナー休止）

1,254千円

(5) 住宅に関する支援

①　 住宅に関する支援

母子・父子世帯への市営住
宅の優先入居

　市営住宅の募集において、母子・父子世帯のみが申込みできる住戸を設け、居住の
安定確保を支援する。
　【令和3年度実績】
　　母子・父子世帯　  13戸募集（0.77倍）　（参考）一般世帯　　240戸募集（3.66
倍）

―

生活困窮者自立支援事業
（住居確保給付金）

　離職者等であって就労意欲のある者のうち、住宅を喪失している者又は喪失するお
それのある者に対して、住宅支援給付を行うことにより、これらの者の住宅及び就労機
会の確保に向けた支援を行った。

22,582千円

新婚・子育て世帯向け市営
住宅支援事業

本編（5）-①の再掲 ―

母子父子寡婦福祉資金貸
付事業（転宅資金、住宅資
金）

本編（9）-⑤の再掲 ―

母子生活支援施設への入
所措置

本編（11）-②の再掲 ―

生活保護法による扶助費
(住宅扶助)

　住宅扶助は、困窮のため最低限度の生活を維持することのできない者に対して、左
に掲げる事項の範囲内において行われた。

25,698,664千円
（事業費全体）
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　望ましい食習慣を普及するために、ボランティアである食生活改善推進員が、食を通した健康づくり
についての声掛けや、地域の方を対象に、保健センター、福祉館等で、「健康づくり料理教室」等の料
理教室を開催。

2,936千円
（事業費全体）

保健予防課

本編（2）-③の再掲 － 保護第一課

本編（9）-③の再掲 － こども福祉課

　市立高等学校新規卒業予定者の雇用創出に向けて、新規求人開拓を積極的に進めるために、就
職支援員を配置し、就職支援を行う。
・就職支援員　1人

2,762千円 学校教育課

　若年者等の雇用機会の拡大に資するため、若年者等を雇用した事業主に対し、国のトライアル雇用
事業と協調して市単独の支援金を支給する。

3,760千円 雇用推進課

　若年者の雇用のミスマッチ防止や定着率の向上を図るため、高校生向けの就職セミナーや新就職
者に対する激励大会の開催などにより、若年者の職業意識を醸成する。

457千円 雇用推進課

　若者の市外流出抑制に向け、地元企業に対する理解促進等を図るため、地元の企業等が一堂に
会し、中学生をはじめとする若い世代への企業等の魅力発信や情報提供を労働局・県と連携して行
う。
・開催日：12月11日

2,000千円 雇用推進課

　起業等に関心や意欲を持つ女性、学生、シニアに対する、起業セミナーや相談支援を行う。
　・女性に対する起業セミナー（1回）
　・学生向け未来起業家応援セミナー（1回）
　・シニア向けセカンドステージ起業チャレンジセミナー（1回）

2,332千円
（事業費全体）

産業創出課

　市営住宅の募集において、母子・父子世帯のみが申込みできる住戸を設け、居住の安定確保を支
援する。

－ 住宅課

　離職者等であって就労意欲のある者のうち、住宅を喪失している者又は喪失するおそれのある者に
対して、住宅支援給付を行うことにより、これらの者の住宅及び就労機会の確保に向けた支援を行
う。

21,982千円 保護第一課

本編（5）-①の再掲 － 住宅課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（11）-②の再掲 － こども福祉課

　住宅扶助は、困窮のため最低限度の生活を維持することのできない者に対して、左に掲げる事項の
範囲内において行われる。

25,901,140千円
（事業費全体）

保護第一課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

鹿児島県居住支援協議会
(県の事業)

　鹿児島県居住支援協議会を通じ、住宅確保要配慮者の入居を拒まない民間賃貸
住宅の情報等について、啓発等を行った。

－

住宅確保要配慮者の入居
を拒まない民間賃貸住宅
(国の事業)

　住宅確保要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅の登録制度
　（令和4年3月3１日現在）　鹿児島市：2,540戸

－

(6)児童養護施設退所者等に関する支援

①　家庭への復帰支援

児童虐待防止対策事業
［再掲］

本編（8）-④の再掲 ―

(7)支援体制の強化

①　市町村等の体制強化

児童相談所設置検討事業
［再掲］

本編（8）-⑤の再掲 ―

（終）子ども家庭総合支援拠
点の設置［再掲］

本編（8）-⑤の再掲 ―

児童虐待防止対策事業
［再掲］

本編（8）-④の再掲 ―

子ども見守り強化事業
［再掲］

本編（8）-④の再掲 ―

②　ひとり親支援に係る地方公共団体窓口のワンストップ化等の推進

ひとり親家庭等総合相談会
事業

本編（9）-①の再掲 ―

③　生活困窮者自立支援制度とひとり親家庭向けの施策の連携の推進

母子・父子自立支援員設置
事業

本編（9）-①の再掲 ―

生活困窮者自立支援事業 2-（2）-①の再掲 ―

④　相談職員の資質向上

生活困窮者自立支援事業 2-（2）-①の再掲 ―

若者等サポート事業
　生活困窮者自立支援に従事する生活支援コーディネーターのスキルアップを図るた
め、国研修等に参加した。

―

被保護者就労支援事業 　被保護者就労支援員のスキルアップを図るため、国研修等に参加した。 ―

母子・父子自立支援員設置
事業

本編（9）-①の再掲 ―

児童虐待防止対策事業
［再掲］

本編（8）-④の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　鹿児島県居住支援協議会を通じ、住宅確保要配慮者の入居を拒まない民間賃貸住宅の情報等
について、啓発等を行う。

－ 住宅課

　住宅確保要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅の登録制度 － 住宅課

本編（8）-④の再掲 －
こども家庭支援セ
ンター

本編（8）-⑤の再掲 －
こども家庭支援セ
ンター

本編（8）-⑤の再掲 －
こども家庭支援セ
ンター

本編（8）-④の再掲 －
こども家庭支援セ
ンター

本編（8）-④の再掲 －
こども家庭支援セ
ンター

本編（9）-①の再掲 － こども福祉課

本編（9）-①の再掲 － こども福祉課

2-（2）-①の再掲 － 保護第一課

2-（2）-①の再掲 － 保護第一課

　生活支援コーディネーターのスキルアップを図るため、国研修等に参加する。 － 保護第一課

　被保護者就労支援員のスキルアップを図るため、国研修等に参加する。 － 保護第一課

本編（9）-①の再掲 － こども福祉課

本編（8）-④の再掲 －
こども家庭支援セ

ンター
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

自殺対策事業

　自殺対策基本法で策定を義務付けられた、鹿児島市自殺対策計画に基づき取り組
むもの。また、セーフコミュニティ推進事業の重点分野の一つとして、地域の現状・課
題を分析し、地域の実情に合った取り組むべき自殺予防対策を推進した。
　悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守るゲート
キーパーを養成する講座を実施した。
【３年度実績】
・初級編　　　　　　　　　　　・スキルアップ講座
　市民向け(2回) 55人　　　  　市民向け(１回)22人
　職員向け(1回) 90人　　　　　職員向け(未実施)※新型コロナウイルスまん延防止のため

　職能団体向け(2団体)276人　職能団体向け(1回)12人

1,592千円

ＤＶ防止庁内連絡会議の開
催

本編（11）-①の再掲 ―

被保護者自立促進事業 全国研修会等に参加することにより、ケースワーカーの資質向上を図った。 ―

(8)その他

①　その他

地域の飲食店子ども食堂プ
ロジェクト事業

本編（2）-⑥の再掲 ―

(新)子ども食堂サロン運営
支援事業

本編（2）-⑥の再掲 ―

３　保護者に対する職業生活の安定と向上に資するための就労の支援
(1)職業生活の安定と向上のための支援

①　所得向上策の推進、職業と家庭が安心して両立できる働き方の実現

ワーク・ライフ・バランスを目
指す事業所応援事業

本編（6）-①の再掲 ―

(2)ひとり親に対する就労支援

①　ひとり親家庭の親への就労支援

母子・父子自立支援員設置
事業

本編（9）-①の再掲 ―

母子家庭等自立支援事業
（母子父子家庭等自立支援
給付金事業）

本編（9）-③の再掲 ―

母子父子家庭等たすけあい
資金貸付事業(自動運転免
許資金)

本編（9）-⑤の再掲 ―

母子父子寡婦福祉資金貸
付事業（就職支度資金
他）

本編（9）-⑤の再掲 ―

JR通勤定期券割引制度

　児童扶養手当受給世帯の世帯員に、特定者資格証明書及び特定者用定期乗車
券購入証明書を発行した。
【３年度実績】
　６４枚（本庁９人５０枚、谷山５人１４枚）配付

―

鹿児島市母子寡婦福祉会
からの切手の購入

　手当の通知等で使用する切手を鹿児島市母子寡婦福祉会が設置している売店から
購入した。

―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

　自殺対策基本法で策定を義務付けられた、鹿児島市自殺対策計画に基づき取り組むもので、自殺
予防に係る啓発及び自殺に関する相談の実施等により、自殺対策を推進する。
　悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守るゲートキーパーを養成
する講座を実施する。
【令和4年度見込み】
・初級編　　　　　　　　　　　・スキルアップ講座
　市民向け(2回) 60人　　　  　市民向け(1回)30人
　職員向け(1回) 50人　　　　　職員向け(1回)30人
　職能団体向け(1団体)30人　職能団体向け(1回)30人

1,652千円 保健支援課

本編（11）-①の再掲 ― 男女共同参画推進課

全国研修会等に参加することにより、ケースワーカーの資質向上を図る。 － 保護第一課

本編（2）-⑥の再掲 ― こども福祉課

本編（2）-⑥の再掲 ― こども福祉課

本編（6）-①の再掲 － 雇用推進課

本編（9）-①の再掲 － こども福祉課

本編（9）-③の再掲 72,838千円 こども福祉課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

　児童扶養手当受給世帯の世帯員に、特定者資格証明書及び特定者用定期乗車券購入証明書を
発行する。

－ こども福祉課

　手当の通知等で使用する切手を鹿児島市母子寡婦福祉会が設置している売店から購入する。 － こども福祉課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

生活困窮者自立支援事業 2-（2）-①の再掲 ―

被保護者就労支援事業
　就労支援員は稼働年齢層である被保護者に対し、個々の状況に応じた稼働能力の
活用について適切な指導を行い、就労支援を行った。
　　就労支援員：７人

17623千円
（事業費全体）

生活保護法による扶助費

　就労活動促進費については、早期に就労による保護脱却が可能と実施機関が判断
する者で一定の活動要件を満たしている者に対して基準額を原則6か月間以内の期
間で支給した。
　就労自立給付金については、被保護者であって厚生労働省で定める安定した職業
に就いたことその他厚生労働省で定める事由により保護を必要としなくなったと認めた
者に対して、厚生労働省令で定めるところにより支給した。

25,698,664千円
（事業費全体）

若年者等雇用促進助成事
業

2-（4）-③の再掲 ―

就職困難者等雇用促進助
成事業

　雇用機会の増大及び雇用の定着を図るため、障害者等を雇用した事業主に対し、
国の特定求職者雇用開発助成金と協調して市単独の奨励金を支給した。
・支給実績　328事業所、374人

8,345千円

働きたい女性の就活応援事
業

　働く意欲のある女性の再就職等の促進を図るため、講座を開催し、離職期間がある
ことに伴う不安等の解消を図りながら、就職活動をサポートした。
【働きたいママの就活応援講座】
・開催回数：5回　・参加人数：25人
【職場見学会】
※3年度休止事業

0千円

被保護者自立促進事業 3-（2）-①の再掲 ―

②　ひとり親家庭の親の職業と家庭の両立

ひとり親家庭等日常生活支
援事業

本編（9）-②の再掲 ―

子育て短期支援事業
［再掲］

本編（2）-①の再掲 ―

③　ひとり親家庭の親の学び直しの支援

母子家庭等自立支援事業
（高卒認定試験受講修了時
等給付金）

本編（9）-③の再掲 ―

生活保護法による扶助費
　高等学校等に就学し卒業することが当該世帯の自立助長に効果的であると認めら
れる場合について、原則として当該学校における正規の修学年限に限り高等学校等
就学費を認定した。

25,698,664千円
（事業費全体）

(3)ふたり親世帯を含む困窮世帯等への就労支援

①　就労機会の確保

若年者等雇用促進助成事
業

2-（4）-③の再掲 ―

就職困難者等雇用促進助
成事業

3-（2）-①の再掲 ―

被保護者就労支援事業 3-（2）-①の再掲 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

2-（2）-①の再掲 － 保護第一課

   就労支援員は稼働年齢層である被保護者に対し、個々の状況に応じた稼働能力の活用について
適切な指導を行い、就労支援を行う。
　　就労支援員：７人

19,375千円
（事業費全体）

保護第一課

　就労活動促進費については、早期に就労による保護脱却が可能と実施機関が判断する者で一定
の活動要件を満たしている者に対して基準額を原則6か月間以内の期間で支給する。
　就労自立給付金については、被保護者であって厚生労働省で定める安定した職業に就いたことそ
の他厚生労働省で定める事由により保護を必要としなくなったと認めた者に対して、厚生労働省令で
定めるところにより支給する。

25,901,140千円
（事業費全体）

保護第一課

2-（4）-③の再掲 － 雇用推進課

   雇用機会の増大及び雇用の定着を図るため、障害者等を雇用した事業主に対し、国の特定求職
者雇用開発助成金と協調して市単独の奨励金を支給する。

9,536千円 雇用推進課

　働く意欲のある女性の再就職等の促進を図るため、職場見学会や講座を開催し、離職期間がある
ことに伴う不安等の解消を図りながら、就職活動をサポートする。
【職場見学会】
・開催回数：2回
【働きたいママの就活応援講座】※ゼロ予算事業
・開催回数：5回

637千円 雇用推進課

3-（2）-①の再掲 － 保護第一課

本編（9）-②の再掲 － こども福祉課

本編（2）-①の再掲 －

こども福祉課
こども家庭支援セ
ンター
谷山福祉課

本編（9）-③の再掲 － こども福祉課

　高等学校等に就学し卒業することが当該世帯の自立助長に効果的であると認められる場合につい
て、原則として当該学校における正規の修学年限に限り高等学校等就学費を認定する。

25,901,140千円
（事業費全体）

保護第一課

2-（4）-③の再掲 － 雇用推進課

3-（2）-①の再掲 － 雇用推進課

3-（2）-①の再掲 － 保護第一課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

生活困窮者自立支援事業 2-（2）-①の再掲 ―

生活保護法による扶助費 3-（2）-①の再掲 ―

働きたい女性の就活応援事
業

3-（2）-①の再掲 ―

連携中枢都市圏合同企業
説明会開催事業

　連携中枢都市圏を形成する４市で合同企業説明会を開催し、圏域全体で人材の確
保や雇用機会の拡大を図った。
・開催日：1月10日　・参加企業数：63社　・参加者数：118人

2,167千円

②　非正規雇用から正規雇用への転換

就職氷河期世代活躍支援
事業

　雇用環境が厳しい時期に就職活動を行い、学卒時に希望する就職ができず、現在も
不安定な就労状況にある就職氷河期世代の方を対象に、正規雇用を目指すための
キャリアアップセミナーを実施した。
・参加者数：13名

3,000千円

４　経済的支援
(1)経済的支援

①　児童手当・児童扶養手当制度の着実な実施

児童手当 本編（12）-①の再掲 ―

児童扶養手当 本編（9）-⑤の再掲 ―

（終）未婚のひとり親に対す
る寡婦（夫）控除のみなし適
用

本編（9）-⑤の再掲 ―

②　養育費の確保の推進

母子・父子自立支援員設置
事業

本編（9）-①の再掲 ―

婦人相談員設置事業 本編（9）-①の再掲 ―

ひとり親家庭等総合相談会
事業

本編（9）-①の再掲 ―

法律相談
※市民相談事業内で実施

　養育費等を含む民事上のさまざまな悩みごとに対し、弁護士による法律相談を開催
した。

5,280千円

法律相談
　養育費等を含む日常発生するさまざまな市民の悩みごとに対し、法律相談を開催す
る。

1,320千円

養育費等の取決めについて
解説したパンフレットの窓口
配置及び交付

　養育費等の取決めについて解説したパンフレットの窓口配置及び交付を行った。 ―
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

2-（2）-①の再掲 － 保護第一課

3-（2）-①の再掲 － 保護第一課

3-（2）-①の再掲 － 雇用推進課

　連携中枢都市圏を形成する４市で合同企業説明会を開催し、圏域全体で人材の確保や雇用機会
の拡大を図る。

2,497千円 雇用推進課

　雇用環境が厳しい時期に就職活動を行い、学卒時に希望する就職ができず、現在も不安定な就労
状況にある就職氷河期世代の方を対象に、正規雇用を目指すためのキャリアアップセミナーを実施
する。

3,000千円 雇用推進課

本編（12）-①の再掲 － こども福祉課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（9）-⑤の再掲 ― こども福祉課ほか

本編（9）-①の再掲 － こども福祉課

本編（9）-①の再掲 － こども福祉課

本編（9）-①の再掲 － こども福祉課

　養育費等を含む日常発生するさまざまな市民の悩みごとに対し、法律相談を開催する。 5,280千円
市民相談セン
ター

　養育費等を含む日常発生するさまざまな市民の悩みごとに対し、法律相談を開催する。 1,320千円 谷山支所総務課

　養育費等の取決めについて解説したパンフレットの窓口配置及び交付する。 － 市民課
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施策名

令和３年度の実施状況
３年度決算額

（千円）

③　教育費負担の軽減

就学援助事業 本編（12）-④の再掲 ―

遠距離・安心安全通学費補
助事業

本編（12）-④の再掲 ―

市民福祉手当
（遺児等修学手当）

本編（9）-⑤の再掲 ―

愛の福祉基金 本編（9）-⑤の再掲 ―

奨学資金貸付制度 本編（12）-④の再掲 ―

母子父子寡婦福祉資金貸
付事業

本編（9）-⑤の再掲 ―

④　その他

こども医療費助成事業 本編（3）-6-ア（イ）の再掲 ―

母子・父子家庭等医療費助
成事業

本編（9）-⑤の再掲 ―

子ども・子育て支援新制度
における保育所・幼稚園・認
定こども園の利用者負担額
の設定

本編（1）-④の再掲 ―

保育料の軽減 本編（1）-④の再掲 ―

特別支援教育就学奨励費 本編（12）-④の再掲 ―

生活保護法による扶助費 1-（6）-③の再掲 ―

就学援助事業（医療費）
　要保護・準要保護児童生徒のうち、学校病（学校保健安全法施行令第8条）に対
し、必要な治療を行ったとき、医療費の負担を行った。

17,563千円

（終）育児応援金支給事業

　新型コロナウイルス流行下において、国の特別定額給付金の基準日の翌日以降、令
和3年4月1日までに生まれた子どもの育児を支援するため、市独自の育児応援金を
支給した。
・支給件数：710件

72,620千円
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令和４年度の実施計画
４年度予算額

（千円）
所管課

本編（12）-④の再掲 －
教育委員会総務
課

本編（12）-④の再掲 －
教育委員会総務
課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（12）-④の再掲 －
教育委員会総務
課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（3）-6-ア（イ）の再掲 － こども福祉課

本編（9）-⑤の再掲 － こども福祉課

本編（1）-④の再掲 － 保育幼稚園課

本編（1）-④の再掲 － 保育幼稚園課

本編（12）-④の再掲 －
教育委員会総務
課

1-（6）-③の再掲 － 保護第一課

　要保護・準要保護児童生徒のうち、学校病（学校保健安全法施行令第8条）に対し、必要な治療を
行ったとき、医療費の負担を行う。

22,996千円 保健体育課

　対象者への支給が完了したため事業終了。 ー 母子保健課
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